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「

この報告書は,日 本 自転車振興会 から競輪収益の一部で ある

機械工業振興 資金の補助 を受 けて昭和52年 度 に実施 した 「海外

における情報処理 および情報処理産業の実態調査」の一環 とし

てとりまとめた ものであ ります。
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当財団では,わ が国の情報産業の発展 に資す るために,海 外の情報処理 および

コンピュータ産業の動向 を取 りまとめ
,毎 年各種の調査報告書を発行 してお りま

す。

本報告書 「海外の情報産業」 は,海 外情報処理産業の実態調査 の一環 として,

当財団が入手 した資料あ るいは海外調査団の派遣などを中心 に,海 外各国の政策

施策,コ ンピュータおよび関連 サー ビス産業の動向,問 題点 などについて分析 し

た ものです。

本 書が広 く各方面 に利用 ぎれ,読 者各位のご参考 となれば幸甚 に存ず る次第で

す。

昭和53年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 植 村 甲午郎

,乙 ～ 、 、

}
6



.も
、す

～

、

一 、'

`
,

'

「

'

人

、



〃
イ
」
ー

{
β
、

'

`

目 次

第1部 世界の コンピュータ界

第1章IBMの 企 業 戦 略

1EDP界 の雄、IBM社

その動向 と課題

9

9

春のIBM旋 風/1977年 度 も記録更新/計 算つ くの高成長/強 力な支配力/5つ

の行動基準/自 社株の公開買付けも

21BM303X

脱CPU思 想/1万 台以上も受注

3新 しい価格基準設定ぺ

4

5

13

相次 ぐ値下げ/狙 いはPCM対 策/買 い取 りの促進 を

峠をこえた司法省の独禁法訴訟

16

変貌す るIBM

衛星通信への進出/サ ービス市場復帰説 も

6新 製品戦略

9

0

1

り
白

ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ/ス モ ー ル ・ビ ジ ネ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ/オ フ ィ ス ・オ ー ト メ

ー ン ヨ ン

7新 シ リー ズの噂

関心 高 ま るE,

22

第2章

1

Hシ リー ズ/FSの 輪 郭

IBMを と りま く世 界環境

24

日本のEDP界 とIBM 28

28

対 日圧力/合 同役員会の開催/日 本のメーカーの対応/摩 擦

2主 要各社の対抗策

3

4

第3章

第4章

1

2

ア メ リカ系 メー カーの303X対 策/FSの 遅 れで一 息の各社

経済ナショナ リズムの波一100%支 配に影

32

中国への進出

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス産 業

4

5

り
O

り
0

電気通信業界の動向

デー タ通信の重要性 1

3

4

4

7
"

1
」

り
0

4

アメ リカでの最近の動向



第5章

1

2

1

2

1

9
●

0
0

4

1

2

3

4

5

6

7

1

9
臼

つ
∨

4

1

ウ
・

3

4

'b

・一

、

利用動向と最近の課題 44

44幻のMISか ら現実の分散処理へ
46日 常 生活 に もコンピュー タ化の波

47
トー タ ル ・オ ー ト メ ー シ ョ ン を 目 ざ し て

48新たな問題 も

惑
プ プ

第2部 資料編 ξ

53界 の コ ン ピ ュー タ市 場

53世界各国の汎用コンピュー タ設置状況

各国別設置台数 ・設置金額/設 置金額に占める各国の位置
53

世 界 の汎 用 コンピュー タ市場 に 占め るアメ リカ系 メー カーの位 置

54アメリカ系メーカー以外による世界市場の概況

54世 界 の汎 用 コンピュー タ市場 におけ る メー カー 別 シェア

55GNPお よ び単位 人 口当 りの汎 用 コン ピュー タ利用状況

56
各社 のネ ッ トワー ク ・アー キテ クチ ュアの比較

57世界各国のPPT－ 覧

60
国 の コ ン ピ ュー タ 市場

60ア メ リカ

60コ ン ピュー タ設 置状 況

アメ リカ ・メー カー製 コン ピュー タの設置状況 推移/メ ー カー別 シェア/ア メ リ

カの産業別 コンピュー タ設置金額/主 要都市におけるコンピュータ設置状況/ミ

二 ・コンピ ュー タの メー カー別設 置台数

63ア メ リカの生 産 ・輸 出入額

63ア メ リカのEDPユ ー ザー支 出

64
ア メ リカの コンピュー タ ・サー ビス産業

産業別 コンピュー タ ・サー ビス市場/主 要 コンピュー タ ・サー ビス会社 一覧
4

71イ ギ リス

71コン ピュー タ設置状況

メー カー別 シ ェア

6

71イギ リスの生産 ・輸出入実績
71

イ ギ リスのEDPユ ー ザー支 出

72イギリス政府の コンピュー タ産業助成額推多
72

イ ギ リスの主要 コンピュー タ ・サー ビス会 社

一.



葛

↑

、

3フ ランス

1コ ン ピュー タ設置状況

ウ
臼

3

4

－b

ρ0

75

75

コンピュー タ設置ベー ス推移/メ ー カー別 シ ェア

フ ランスの生産 ・輸 出入 実績

フ ランスのEDPユ ー ザー 支 出

フ ランスの コンピ ュー タ ・サー ビス業界再編状況

フ ランスの コンピ ュー タ ・サー ビス市場

フラ ンスの主要 コンピュー タ ・サー ビス会社

4西 ドイツ

6

C
U

ワ
～

ワ
`

8

7

ワ
ξ

7
.

7
ー

ウ
.

1コ ン ピュー タ設 置状 況

メー カー別 シェア

80

80

り
一

3

4

5

西 ドイツの生産 ・輸出入実績

西 ドイツのEDPユ ー ザー支 出

西 ドイツ政府の助政策

第3次 情報処理振興政策の部門別助成内訳

西 ドイツの主要 コンピュー タ ・サービス会社

0

0

1

8

8

00

5そ の他 の ヨー ロッパ各 国

81

メー カー別 コンピュー タ設 置 シェア 83

83

6そ の他各国

メー カー別 コン ピュー タ設置 シ ェア 85

85

●情報処理関連団体 ・組織一覧 87

1



'

プ

這

.

ノ

ピ

`

輌



、

第1部 世界の コン ピュータ界

その動向と課題
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第1章IBMの 企業戦略

1EDP界 の 雄,IBM%低 い価格設定で発売せ ざるを得な くなつた.
`ま たH

oneywellは,1月 末 に 発 表 し た ば か り

の レベル66/85な ど レベル66の10機 種,MU春 の1BM旋 風

yLTICS系2モ デ ル の レ ベ ル68,シ リ ー ズ6000

1977年3月 下 旬 か ら4月 中 旬,わ ずか3週 の7機 種 の メモ リー価 格 を値 下 げ した。

間の あいだ にIBM社 は 矢つ ぎ早 や に新 戦略 世 界の主要 メ インク レーマ ーの あわただ し'

を 打 ち出 して,世 界 のEDP界 に大 きな衝撃 い対 応策 は,EDP界 に そび え立つIBMの

を 与 えた。①IBMシ ス テ ム/370モ デ ル168力 の 強 さを再 び クローズ アップしたの だ った。

一3型 に比べ ,内 部 処 理 速 度 が1.6～1.8倍 高"IBMの 価 格の傘"は 依然 として存 在 して

速 なIBM3033プ ロ セ ッサーの発 表(3月25お り,華 々 しい成果 を うた って きたブ ラコン

日),② 小 型 コ ン ピ ュ ー タ のIBMシ ス テ ム/CPUメ ー カ ー,ア ド オ ン ・メ モ リ ー ・メ ー

34の 発 表・③IBMシ ス テム/3,7,34,シ カ 一連 の楽 観論 に冷 水 をぶ っか けたのが,1

ス テ ム/370の 価 格 引下 げによ る新価 格水準 のBMの 春 の嵐で もあ る。1977年 の 世界のED

設 定,そ して④ バ ラバ ラに実 施 して きた リーP界 は,IBMの 一 挙一動 に大 き く左右 され

ス,レ ンタル価格 の非買取装置価 格 とい う形 て スター トしたの だ った。

への一本化への着手,な どで ある。

IBMの これ らの措置 は,春 の嵐 となって1977年 度も 記録 更 新

全世 界のEDP界 を揺 さぶ った。IBM大 型

機 コンパ テ ィブルCPUを 出 して い るAmda－ この全世界 の コン ピュー タ産業界 の雄,1

hl社 は,470V/6の メ モ リ ー 価 格 を28～31%BM(InternationalBusinesMachines

値下 げす ると共 に,V/6モ デ ルの1.7倍 の 大Corp.)社 は,1977年 度 も快調 な進撃 を続 けた。
,

型機V/7と 下 位 モデルのV/5の 発 表 を行 った。1978年1月,IBM社 が 発表 した1977年 度

`ま たB
urroughs社 は,大 型機 のB7800の メ(1～12月)連 結決算 は増収増益 の好決算 内

イ ンフレームの値下 げと,記 憶容 量 の拡張 な 容。売上高 は181億3,300万 ドル(約4兆8,959

eど 一 連の強化策 を発表 した。Univacは,逆 に 億円,1ド ル=270円 で換 算)で 前年度 に比べ

これ までの方針 どお りや って い くと異 例 とも11 .2%の 伸 び,純 利益 は27億1,900万 ドル(約

い える会 長声明 を出 したが,5月16日 か らは7 ,341億 円)で 同 じ く13.4%の 伸 び とな り,

1110/10,90/60,30,30B,25の 各 シ ス テ ム 同 社 の 健 在 ぶ り を 全 世 界 に 示 し た 。

の値下 げ を断行 した。NCR社 は,フ ル ラィ 売上高の うち,売 り切 りによる ものは70億
、

ン化 を目指 す8000シ リーズ を当初 予定 よ り10 9,016万 ドル(約1兆9,143億 円)で 前 年 度 に

9
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図1-AlBM年 間 売上推移
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(注)1977年IBM営 鞠 鵠 では税弓1後溢 をE㎜889百 万 ド

ル,Ah-fee344百 万 ドル とし,控 除額17百 万 ドルを計上 し

てい る。

比 べ19%増,レ ン タ ル ・サ ー ビ ス に よ る売 上

高 は 同6.7%増 の110億4,300万 ドル(約2兆

9,800万 円)で あ る 。 ま た,1977年 度 の 売 上 高

に お け る 海 外(WTC)の 寄 与 は91億2,500

万 ドル(約2兆4,638億 円)で 前 年 度 の11.9%

増,純 利 益 は15億2,800万 ドル(約4,126億 円)

で 同 じ く16.1%増 と な っ た 。

1978年 度 の 伸 び が 例 え10%で あ っ て も,同

社 は200億 ドル(約5兆 円)企 業 に 躍 進 す る

こ と に な る わ け で あ る 。

10

計算つくの高成長

IBM社 は,1952年 度 以降 の過去25年 間 は

5年 ごとに売上 高 をおよそ2倍 に伸 ば して き

た。 ちな みに,1957年 度 の売上高 は1952年 度
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の3倍 の10億 ドルに,そ の5年 後 の1962年 度 に

は1957年 度 の2.6倍 の25億8,000万 ドル,さ ら

に5年 後 の1967年 度 には2.1倍 の53億5,000万

ドルへ,そ の5.年 後 の1972年 度 には1.8倍 の

95億3,000万 ドル。そ して5年 後 の昨1977年

度 は,1.9倍 の181億3,000万 ドル とい う急 成

長 ぶ りであ る。

大部 分の企業 は,売 上高 が大 き くな るにつ

れ て,そ の成長 率は鈍 って くるのが普通 だが,

IBMに は その気配 もない。

対前年度 比の売上高 伸 び率 が10%を 切 った

の は,第3世 代機 のIBM360シ リー ズ を発

表 し全世界 的 に買 い控 えの現象が生 じた1969

年度 と,ア メ リカ経済 がアポ ロ計画 の終了 およ

び国防 ・軍事予 算削減 に よ る不況期 に入 った

1970年 度 の2年 だ け。石油価格 が4倍 に も引

上 げ られた石油 シ ョック,ド ルの タ レ流 しに

よるア メ リカ経 済の斜 陽化,次 期 コン ピュニ

タの出現期 待 に よる買 い控 えな ど,1973年 度

以降の厳 しか った5年 間 も見事 に約2倍 の売

上高 とい う従来 と同様 の高成 長 を達成 し,そ

の記 録 を更 新 した。

IBMの 目標 は,10～15%の 売 上 高の成長

を維持す る ことと,そ の売上 高税 引前 利益率

を25・-30%と い う抜 群に高 い率を維持 す るこ

とにある。 この 目標 を修正す る必 要す ら現 在

のIBMに は ない。む しろ,こ の 目標 を割 り

勝 ちな1970年 代 の経営 内容 を大 き く改善す べ

く様 々な手 を打 って い るのがIBMで あ る。

一連 の新 製品発表
,価 格改訂 な どは,す べ て

この 目標 実現 のため に打 たれて い る。

強大な支配力

IBMは コ ン ピュータ産業 界のガ リバ ーに

11

例 えられて いる。総 従業 員数 約30万 名 。ア メ リ

カを除 く世 界128カ 国 に子 会社 を持 ち,約600

ヵ 所 の営業所 と26工 場,9つ の研 究所,180カ

所 のデ ー タ ・セ ンター,84の 教 育セ ン ターを

擁 す る多国籍企業 であ る。 コン ピュー タ世界

市場 の約70%を 占有 してお り,競 合 メー・カー

を大 き く引離 して い る。 コン ピュー タ産業 の

歴 史は,イ コールIBM社 の 歴 史 と もい え,

IBMの ハ ー ドウェアや ソフ トウェアは,そ

の まま世 界の産 業標準 とな り,ま た コン ピュ

ー タ用語 も世界 の共通語 とな
って い る。

1970年 ま では,米 国の主要 コン ピュー タ ・

メー カーは"ビ ッグ ・エ イ ト"と 呼 ばれて い

た。IBM,SperryUnivac,Honeywell,

Burroughs,GE,RCA,NCRお よ びC

DCで あ る。 しか し,1970年5月 にGEが コ

ン ピュータ分野か ら撤退 して,Honeywell社

と合弁会 社のHIS(HoneywellInf。rmati-

onSystems)を 設 立 し,メ ー カー数 は"ビ

ッグ ・セ ブン"と な った。 さらに1971年9月

には,RCAも コ ン ピュータ事 業か ら手 を引

き,そ の ユrザ ー ・ベース をUnivacに 売 却

したた め"ビ ・クrシ ・クス"と な った.そ

して,こ の 頃か らIBM以 外 の メーカー は"ピ

ック"で はな く"小 人"で あ りIBMは,い

っで も小 人達 を踏 みつ ぶせ る"ガ リバ ー"だ

といわれ るようにな ったの であ る。

ガ リバ ーIBMは,ア メ リカ市場で も60%以

上 の市場 シ ェアを誇っている。しか もIBMの

業 績 内容 は,他 メーカ ーに比べ て抜 群 に良 い。

年 間に投入す る研究開発 費は,1,012百 万 ド

ル に もの ぼる。 これはCDC社 の コン ピ ュー

タ ・ビジネスの売上高 に匹敵す る額 で あ り,

この豊 富な研究費 をバ ックに生 み出 して くる

技 術力,そ して豊 富な販売資金 の活用 が他社



を圧 倒 して不思 議でな い。

コ ンピュー タ産 業界の ペース ・メー カー と

して のIBMの 地 位 を決定 づ けたの は,1964

年4月7日 のIBM360シ リーズ発 売 の大 成

功 で あった。 この 日を皮切 りに全世界 の コン

ピュー タ ・メーカー は,フ ァ ミリー ・マ シン

の開発 に一斉 に入 った。 そ してIBMは1970

年 に はIBM370シ リーズ,1972年 に はVS

(仮想 記 憶)方 式 の370シ リーズ,1977年 に

は303Xシ リーズと業界標 準 を次 々 と打 ち出

して きて いるわ けで ある。

5つ の行動基準

IBMは 全地球的規模で活動を展開してい

る。その企業戦略は,次 の五点に集約するこ

とができる。

①世界的視野の もとで人材,資 金,物 資,

技術などを割 り当てる。

② 海外各国たは100%出 資の子会 社をおく。

③海外子会社の経営者 と従業員は現地の人

を採用 して運営を委ねる。

④海外子会社はコンピュータ本体(CPU)

と周辺端末装置を分業生産 して,規 模の利益

をあげる。

⑤海外子会社の 日常業務は現地の経営者に

委ねる。 しか し,基 本的重要事項 はアメ リカ

本社 が決定 し,こ れに従わせ る。

77年度連結決算に も表 われているとお り,

全IBM売 上高の50.3%は,海 外IBMか ら

の収入である。 しか も海外IBMの 方が米I

BMに 比べ売上高,利 益 ともにその伸び率が

大 きい。世界最大のEDP市 場であるアメ リ

カを右手でガ ッシリと掴 み,左 手で海外市場

をす くい取 っているのがIBM社 である。

12

数 多 くの 多国籍 企業 が存 在す るが,そ の 中

で最 も洗練 されたマネ ジメン トを展 開 して い

る と,う らや まれてい るIBMの 企 業戦略 は,

す べ て上記の5点 を巧みに展開す ることによ

って成 し遂 げて きたので ある。

IBMの 海 外事 業はIBM・WTC(Wo-

rldTradeCorporation)が 統 括 して い る。

IBM・WTCの もとには欧州,中 東,ア フ

リカ地区 を担 当す るIBM・WTEurope/

MiddleEast/AfricaCorporation(E-

mma)と,カ ナ ダ と中 南 米 大 陸,極 東 を担

当す るIBM・WTAmericas/FarEast

Corporation(Ah/Fee)が あ る。Emma,Ah/

Feeの 両 社が世界128カ 国 にお よぶ海 外子会

社 を直接管理 して いる。 この組織 を通 してI

BMの ポ リシー を伝 え一枚 岩的 に貫ぬ き,最

も効 率 の高 い 活動 をさせ 巨額 な収 入 を得 るこ

とに成功 してい るわ けである。

自社株の公開買付けも

77年2月 末 か ら3『月初 めにかけて同社 は,

自社株 の公 開買付 けを行 った。その 目的は手

元流動資金62億 ドルの効 率的運 用 とい う。 そ

の目標 は400万 株 で14億 ドルまでの資産 を用意

した 。 この期間中 に買 付 けた株 は約25万 株 と

目標 に達 しなか ったため7月 にな り再 度,買

付 けを取 引所経 由で行 い,11月22日 ま で に20

万 株 を買付 けた と発表 してい る。

IBMは 競 争環境 の激化のた め従 来 に まし

て多額の資金 が必 要で あるとだけ説 明 して い

るが,FSの レ ンタル資金用,他 企業の買 収

用,独 禁法係争 で敗れた時の準備 な どと様 々

な憶測 が流 れてい る。 いずれ に して も,自 社

株買 付 けを経 て もIBM－ の 手元流 動資金 は50

札

.∀

`
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衷11BMの 組織

インターナ ショナル ・ビジネス ・マシーンズ

コーポ レー ション

lBMワ ール ド ・トレー ド

南北ア メリカ/極 東 コーポ レーション

IBMシ ス テ ム/370を 中 心 とす る情 報 処 理 シ ス テ ムの 本 社 ニ ュー ヨー ク州 マ ウ ン ト ・プ レザ ン ト

開 発 ・製 造 ・販 売 ・賃 貸,電 動 タ イ プ ラ イ タ ー ・口 述 録 会 長R .A,フ ァイ フ ァー,Jr.

音 再 生 機 器 ・複 写 機 等 の 事 務 機 の製 造 ・販 売 ・賃 貸,磁.社 員 数39,000名

気 デ ィス ク ・パ ック等 の サ プ ラ イ製 品 の 製 造 ・販 売 製 造 工 場12
4本 社

二.一 ・ 一 ク州 ア ーモ ン ク 研 究 所2田 本
,カ ナ ダ)

会 長FTケ ァ リ ー サ イ エ ン テ ィフ ィッ ク・セ ン タ ー2(日 本,メ キ シ コ)

社 員数291,977名(全IBM,1976年 末)教 育 セ ン タ ー36

V事 業 部12デ ー タ ・セ ン タ ー90

製 造 工 場16(米 国 内)営 業 所 約300(45カ 国)

研 究 所18(米 国 内)

サ イ エ ン テ ィフ ィ ッ ク1セ ン タ ー3(米 国 内)

教 育 セ ン タ ー28(米 国 内)

営 業 所 約153(米 国 内)

76年 総 売 上16,304,332,989ド ル(全IBM)

8,153,774,425ド ル(米 国 外)

76年 純 益2,398,093,117ド ル(全IBM)

1,317,953,688ド ル(米 国 外)

子 会 社IBMワ ー ル ド・トレー ド・コ ー ポ レー シ

ョン,サ イエ ン ス ・リサ ー チ ・ア ソ シ ェ イ ツ ・

イ ン ク(学 校 や 産 業 界 向 けの テキ ス トブ ッ

ク,教 育 機 器,学 習 シス テ ム,ガ イ ダ ン ス

製 品,そ の ほかの 各 種 試 験 教 材 とサ ー ビス
、

の開発,生 産,販 売 を世界中で行 う)

lBMワ ール ド・トレー ド

ヨー ロッパ/中 東/ア フリカ コーポレーシ ョン

本 社 ニ ュー ヨー ク州 ホ ワ イ ト ・プ レー ン ズ

会 長J.Gメ ゾ ン ル ー ジ ュ

社 員 数72,988名

製 造 工 場14

研 究 所7

サ イ エ ン テ ィフ ィッ ク ・セ ン タ ー7

教 育 セ ン タ ー48

デ ー タ ・セ ン タ ー90

営 業 所 約300(82カ 国)

1977年 のIBMの 最 大の ハ イ ライ トは,・3一

月25日 か ら4月1日 にか けて世 界各 国で発 売

`
し たIBM3033プ ロ セ ッ サ ー で あ ろ う。10月

6日 に は3032,3031プ ロ セ ッサ ー も発 表 さ れ,

、IBM303Xシ リ ー ズ と 呼 ば れ る よ う に な っ

た 。

77年 の7月 あ る い は10月 ま で に 発 表 さ れ る

と 予 想 され て い たFS(FutureSystem)で

は な か っ た 。「S/370の コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ン バ

ー と し て の 新 プ ロ セ ッサ ー 」 と い う表 現 で の

億 ドル と巨額 で あ り・ アメ リカ企 業 中隔一 の 登場 であ り,FSは1980年 代 初期 の発表 へ と

厚 み をまざま ざ と見 せつ けた。 遠 のいた こ とを暗黙 の うちに示 したのだ った
。

21BM303X表2は ・4・ooo番代 の プ・セ ッサ ーの出現 が

1980年 代 とな り,そ れがFSで あ る ことを示

脱CPU思 想 して い る・

表2'IBMの テクノロジー・ジェネレーション

世代 スター ト時期 素 子 製 品

0 1952年 真空管 650,704,705

1 1959 トラ ン ジ ス タ ー
(70× ×),

1401.1620

2 1964 SLT 2065.2030

3 1970 MST
3155,3168,3033,

3032.3031

4 198× LSI 4× × ×

出所:「ACCESS」(日 本IBM発 行,78年1月1日 号)

に加筆

]
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303Xは 設 計 上 い くっか の注 目すべ き特 徴

を持 ってい るが,全 体 として の特 徴 は何 か と

い えば,そ れ は 「脱CPU」 をはか った装 置

で あ るとい えよ う。303Xは ニ ュー ・モデ ル

で あ りなが ら 「プ ロセ ッサ ー」 とい う新 しい

呼称 が使われた。

CPU(中 央 演算処理 装置)と い う言 葉 は,

ま だ プロセ シング機 能の分散化 が さほ ど進ん

で いなか った360時 代 と,370時 代 にわた っ

て使 われ た中央 に巨大な演算 処理 機能 を集 中

し,一 つの ユニ ッ ト内 にパ ッケ ージ ングす る

とい う設計理念 で ある。 しか し,こ れ は過去

の もので あ りCPUと い うコンセ プ トで は今

後 のデ ー タ処理 に対応 で きな くな るこ とを示

した わけであ る。

303Xは,メ ー カーが独善 的 にシ ステ ムの

世 代交代 を押 しつ ける ことので きる時代 で は

な くな って きて いる こと も明示 した。 む しろ,

ユ ーザーの過去 の投 資を守 り,新 しいア プ リ

ケ ー シ ョンにチ ャレンジす るための,よ り大

きな プロセ シング ・パ ワー を提 供す るとい う

作戦 をIBMは とったので あるgそ して,こ'

の新 しいプ ロセ シング ・パ ワー(303X)を

フ ルに活用す るには,MVSべ 多 重 仮想記憶

システム),IMS(情 報 管理 シス テム),ICS

(対話 式計算 システム),SNA(シ ス テム'

ネ ッ トワー ク体系),ス トレージ ・システ ム(周

辺補助記憶 装置)な どを も統合利用 させ て い

こ うとい うわ けで ある。

303Xは,370-158,168の 焼 き直 しで はな

いか とい う見方 がアメリカでは定着 しつつ ある。

しか しメモ リー中心 主義的 アーキ テ クチ ュア

と,モ ジ ュラー化 の志 向 はIBMの 目指すD

B/DC,MVSやSNAへ の 移行 を大 き く促

進 す る。

「IBMの 漸 進 的な動 きは,今 後 も数 年間 に

わた って続 け られ るであろ う。303Xと 新 し

い周 辺機器か らな るモ ジュール ・システムは

徐 々に革新 ・強化 されて い く。 そ して80年 代

の中心機種 とな る新 処理 装置 が発 表 され,最

小 の リプ レースでス ムーズに新 シス テムに移

行 させ る」 と業 界 ウオ ッチ ャーは観測 してい

る。

1万 台以上も受注

IBM303Xの 発 売 で特 に注 目 されたの は

その価格 で あった。表3に 示 した とお り,コ

ス ト・パ フ ォーマンスが,S/370と 比 べて抜

群 に向上 した。全 く新 しいパ フ ォーマ ンス ・

カーブ をIBMは つ く りあげたわけであ る(図

2)。

3月25日 付 のIBM3033の 登場 は競合 メー

カーばか りで な く,ユ ーザ ーを も走 らせ た。

新製 品 に注文が殺到 す るの は,何 も珍 しい こ

とでは ないが,IBM3033の 場 合 はスケ ール

が違 った。発表後2日 間で 早 く も1,000台,

5月 末 には2,000台,そ して8月 末 には2,800

表3303Xと システム/370比 較

lBM303X 内部処理速度の比較

IBM3033 370-168-3の1.6～1.8倍

3032 370-158-3の2.5～3倍

3031 370-148の2～2.5倍

lBM303X 比較機種 303Xの 優位 性

IBM3033 370-168-3
値下 げ前 の37q-168-3よ り買

取価格 で40%方 安 い

3032 370-168-3

買取価格 は約45%安 い
レンタル/リ ースは50%以 上

安 くな るケースが ある

3031 370-158-3

買取価格 は30～38%安 い

レン タル/リ ース は35～45%

安 い

、
▲
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図21BMコ ン ピ

ュ ー タ の パ フ ォ

(注)370/138,148

は78年3月1日

付で再値下 げ(買

取価格 を約20%

引下 げ)さ れて

い る

(IDC資 料 に よる)

ノ

〃《

～3 ,000台(い ずれ もアメ リカ業界 の推定)

に も達 して しまったので あ る。

小型 コン ピュータな らば驚 くに値 しないが,

3033プ ロセ ッサ ーは340万 ドルー-380万 ドル

(日本 での発売価格 は9.8億 円 ～12億 円)も

の大型 コ ンピュータであ る。 まず,初 めて コ

ン ピュー タを使 う企業 が注文 す る類 の もの で

はない。

取 り替 え導 入(マ イグ レー シ ョン)の 対 象

とな るIBM370-168は77年7月 現在 で450

台(ア メリカ),370-158の ユ ーザーは,77年7月

現在 で1,410台(い ず れ もIDC社 調 べ)を

加 えて も1,860台 で ある。 これに対 して,約

3,000台 と異常 な注文量 に達 したの だ った。一

「コン ピュー タ投機 」 な どとい う,こ れ も異

常 な見出 しが ウ ォール ス トリー ト ・ジャー ナ

ルな どの紙面 を飾 り注 目 を集 めた。

IBMの 生 産ペ ースは,1978年 第1四 半期

の出荷開始時点 で月 産25台 ぐ らい。1979年 に

ユーザー に引渡 しがで きるの は,せ いぜ い600.

～650台 ぐ らいで あ り
,1980年 に は720台 ぐら

いのペース にな る とみ られ て い る。約3,000

台 の大量 受注 は向 こう3年 間で 出荷で きる台

15
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/一 言　

=

5121メ ガバイト2

数 の約2倍 で あ る。半 数の ユーザーは,3年

以 上 も待 た な くて はな らな い とい う異常事態

とな って しまったので ある。

と りわ け驚か されたの はアメ リカ第1位 の

民 間ユ ーザ ー とされ るAT&Tが,一 挙 に85

セ ッ トもの導入 を発表 した こ とであ る。Mc

DonnelDouglasAutomation社 も18台 の 購

入 を発表 した。 しか しIBMは,大 量受注 を

素直 に喜 ぶわ けにはいかなか った。 ユ ーザー

へ の引渡 しがべた遅 れにな って しま うた めで

あ る。 しか も発注者 を調べ てみ る と,IBM

3033を 使 いそ うもない個 人や ドラ ッグス トア,

ク リーニ ング店な ども混 じって いた。発 注 の

順番 を確保 して納入 が遅 れ るユ ーザーに その

権利 を売 ろ うとい う新商売 が横行 していた の

であ る。

77年5月 下 旬,IBMは っ い に思惑発 注 を

防 ぐため納 入実行の念 書の提出 と発注者 の財

務状況 の予備 調査 を通告 し,こ の さわ ぎの食

い止 め を始 めた。 しか し,依 然 としてIBM

3033の 受 注量 は多 い。8月2日 か ら出荷 予定

期 日の通知 を開始 した が,デ リバ リーが遅れ

るためユ ーザーの中に は,失 望 して他社 に切



りか える所が 出始 めてい る。

一方
,3032,3031も 好 調で あ る。77年 内 だ

けで3031が 約7,000台,3032は 約3,500台 ぐ

らいの受注 に達 した もの と予想 され てい る。

77年 末 か ら具体的 な出荷ス ケジ ュール をカス

トマ ーに通知 しは じめてい るが,3033と 同 様

に納期が遅れ挫折感 を与 えて い る。注 文が 多

す ぎるとい う,IBMの ぜ い沢 な悩 みを303X

は つ くり出 して しま ったの であ る。

3新 しい価格基準設定へ

相次ぐ値下げ

IBMは303Xで コ ン ピュー タ'・ シ ステ ム

の新 しい価格基準 を設 定す る と共 に,既 存 の

シス テムに対 して も次 々 と価格 調整,つ ま り

価 格の値下 げ を実 施 した。

03月25日S/370-115,125138,148,

158,168,3704,3705-llの 主 記憶 増加価

格 を買取,レ ンタル,リ ース と も,最 大35

%値 下 げ,S/370-158,168のCPU買 取

価 格 を約30%値 下 げ。

03月27日S/3の 全 モデル(4,6,8,

10,12,15)の 買 取価格 を最大25%値 下 げ。

S/3-8,12,15の レン タル料 を最高6%

値 下 げ。S/32,5100,S/7,1130,360-

20,3740の 追 加記憶機構 の買取価 格 を9-

35%値 下 げ,S/32の 追 加 記 憶 機構 の レ ン

タル料 を約11%値 下 げ,3740の 記 憶 域追加

機 構の レンタル料 を約2～8%値 下 げ。

04月12日S/370-115,125のCPU価 格

を買取,レ ンタル,リ ースとも20%値 下 げ,S/

370-135,145の 買 取価格20%値 下 げ。

IBMの 値 下 げ攻勢 は,ア メ リカ国 内に と

どま らずWTCを 通 じて世界市 場 にお よんだ。
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一 方
,IBM本 社 は価格 の手直 しと共 に77

年4月,標 準 レン タル以外 の各種 の リース契

約(FTP,ETP,TLP,TAPな ど)

を標準 リース契約 として一本化 とし,4月4

日よ り実施 した。例 外契約的扱 いだ った各種

リース契約 を正式 な契約 に昇格 させ たわけで

あ る。 これ によって,過 去6年 間に わた って

バラバ ラに設 けて きた 各種 リース契約 は,1981

年 か ら1983年 に かけて完全 に廃 止 され,新 し

い標準 リース契約 に一本化 され るこ とにな る。

IBMの この措 置は,PCS時 代 か ら50年

近 く続 けて きた レンタル契約 時代へ の訣 別 と

も見 られている。また,特 定 装置 の みに限 って

適 用 して きた使用 期間拘束 の割 安 な各種 リー

ス契 約が,CPUな.ど あ らゆ る装置 に も適用

され,実 質的値下 げが広 く展開 され ることに

な りそ うだ と警 戒 され た。

77年3月 か ら4月 のわず か3週 間 の間 の一

連 の値下 げに続 いてIBMは,機 能強 化 ある

いは低価格新 製品 も相 次 いで発表 した。主 な

もの をと りあげて み よ う。

OS/34と シ リー ズ1の 機 能強化(4月)

○従来機種 に比べ最大50%低 価 格 な新 タイ プ

の3270型 ター ミナル制御装置 とプ リンター

を発表 。同時 に従来 の3270タ ー ミナル,制

御装置,プ リン ターの買取 り,レ ンタル,

リース価 格 を16%値 下 げ(6月)

ODMS/3790発 売(6月)

○印刷 サ ブシステ ム3800に オ フライン印刷機

構 を追加(7月)

OS/34の 機 能強化(9月)

そ して,77年9月26日 に は大半 のキー入力

装置(029,024な ど数十機 種)の 買 取価 格 を

25%引 下 げた。

IBMの 値 下 げ攻勢 は,1978年 に 入 って も

ム
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続 いて い る。78年3月1日 付で はS/370-138,

148の 買 取 価格 を約20%引 下 げた。 また,S

/370-135,138の 共 通付属機 構 であ る内蔵通

信 制御装置 と内蔵 フ ァイル ・アダプダ ー,145,

148に 共 通 のチ ャネル直 結機構 も同程度 の値

下 げを行 った。

狙いはPCM対 策

IBMの たて続 けの値下 げは,303Xで 設

定 した価 格水準 に揃 えるた めの調 整 であ る。

が,も う一つの大 きな狙 いは,競 合 メー カー

か らの引離 し,つ ま りプラグ ・コンパ テ ィブ

ル ・メーカー(PCM)対 策 だ とされて い る。

IBMに と りPCMほ ど,や っかいな存在

はない。初期に は専 ら磁気 デ ィス ク,磁 気 テ

ープ
,メ モ リー等 が中心 とな ってい たが,最

近で は3270,3741,マ ス ・メモ リー,シ ステ

ム/3の 周 辺装置 といった具 合 に次第 に製品 の

幅が広 がって きて いる。 そ して最 も強 烈なの

は ブラコ ンCPUで あ る。 そのパ イオニアは

Amdahl社 で あ る。同社 は出荷 を始 めた75年

に は,わ ず か6台 だ った が,76年 に は27台 を,

77年 には56台 を 出荷 し,78年2月 初 めには100

台 目 をデ トロイ トのChrysler社 に 出荷 した。

ブ ラコンCPUは 着 実 に,そ して急 速 にユ

ーザー ・ベ ースを拡大 しIBMユ ー ザ ーを奪

い取 りっ づ ある。Datamation誌 に よ る と,

製 品 を送 り出 して い るのは,Amdahl社,Itel

社 そ れにCDC社 の3社 で あ り,そ の設置総

数 は77年 末 現在で160台 前 後 に達 してい る。

特 に77年1年 間の増加率 は 目覚 しか った。78

年 に は,新 たなサ プ ライヤー2社 が戦列 に加

わ る予定 で ある。Amdahl社 を辞 めた2人 の

ト.ップ ・エ ンジニ アが設立 した,Magnuson

'17

Systems社 が4番 手 とな り,78年 内 にS/

370-115～158に 至 る ブラコ ンCPUを 開 発

す る計画。 また,ニ ュー ヨー クの リース会社

OPMLeasingService社 も 日本の メーカ

ー と提携 して間 もな く参入 す る と噂 されて い

る。

303Xの 大 量受 注に よる出荷 遅れ は,ブ ラ

コンCPUサ プ ライヤーの意気込 み を一層 高

めて い る。IBMは ブ ラコンCPU攻 勢 に対

策 として次 々と値下 げを して きた。78年 は,

303Xの 下 位 モデルの発表 を して食 い止 めよ

うとす るだ ろ う。 また,MVS/SEで み せ

たOSの マ イクロコー ド化 や1/Oチ ャネルの

改 善 を含 むハ ー ドウ ェア機能 の手直 し も予想

されて い る。

買取りの促進を

IBMの 値 下 げ作戦 は,大 体 次の三つ の方

法 で行 われて い る。す なわ ち,ま ず,最 初 に

増設 メモ リーの買取価格 を引下 げ る。次 い で

特定 の機種のCPU買 取 価 格 を値下 げす る。

そ して最 後 にシステム全体 の レン タル,リ ー

ス,買 取 価格 を引下 げ るとい うパ ター ンで あ

る。注 目され るの は買取価格 の優先 引下 げ だ。

IBMは ラ イフエン ドに近 づい たS/370の'

延 命策 を図 る中で,特 に買取 りを奨 励 した。

これ が同社 の売上 高増加 に,大 きく貢献 して

きた。 この結 果は決算 には っき りと表 われ て

お り,1976年 度 の レンタル およ びサー ビス に

よる収入 は,1975年 度 に比べ4.6%の 伸 び に

す ぎなか ったが,売 切 り収入 は31%と い う伸

び とな った。 また,1977年 度 も1976年 度 に比

べ,レ ンタルおよ びサ ー ビス収 入 の6.7%・ 増

に対 し,売 切 り収 入は19%増 とな った。



1977年 度 のIBMの 売上 高 に占め る売 切 り

収入の比率 は,39.1%に も達 して い る。 また,

アメ リカに設置 されているIBMコ ン ピュータ

の取得方法 によ る内訳 で も,買 取 りが40%を

越 え最 も高 い比率 とな り,伝 統的 な レンタル

/リ ース を大 き くしの ぐようにな って しまっ

てい る。

新 製品の303Xも,買 取 り意 欲が高 ま るよ

図31BMの 売り上げ高の推移と収入内訳
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(IBMAnnualReportよ り作成)

図41BMコ ン ピ

ュータのアメ リ

カ国内設置 ベー

ス内訳

(注)破 線 は全 メー

カー平均

(IDC資 料 によ る)

うな設 定 にな って い る。特 に3031と3032は 買

取 価格 と標 準 レン タル価格 の比率(マ ルチ プ

ライヤー)が370-138,148と ほ ぼ同 じ約35

～38対1に 設定 され ,3033(約41--44対1)

に 比 べ て短期 間に コス ト回収が はかれ るよ う

にしてあ る。米 国業界観測筋 によ ると,IB

Mの 買 取刺激策 は見事 に成功 してお り,303X

の 導 入 予定ユ ーザ ーの74%が,買 取 りあるい

は第三 者 リース を考 えて い る。 しか し,303X

を早 期 に出荷 したので は,築 き上 げて きた レ

ンタルや リース ・ベースの存在 がお びやか さ

れ る。 このためIBMは,303Xの 出 荷 ピー

クを79年 後 半 か ら80年 に設定 し,買 取 りの波

の分 散化 をはか り堅実 な収 入増 を図 る方針 。

303X出 荷 ピー ク時 はS/370の リース期 限 切

れが 山場 にさ しか か る時で もあ るため と見 ら

れて い る。 こ う見 ると,303Xの 出 荷べ た遅

れの理 由 もうなづ ける。

IBMの レ ンタル販売政策 に対 して は,78

年3月 に な りアメ リカの コン ピュー タ ・リー

ス業者 協会(19社)が 司法省 に対 してrlB

Mの レ ンタルない しリース ・ビジネス を禁 止
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させ るこ と」 な どの意 見書 を提 出 した。 また

303Xの 買 取 り促 進 に対 して,ア メ リカの コ

ンピ ュータ業界で は「この産 業が資本集約 性か

ら離れてい くた め良 い こ とだ」 と歓迎 して い

る。77年4月 の各種 リース契 約一本化 による

標準 リース契約実施 と合 わせ る と,IBMは

販 売方式 の改 革 に本格 的に着手 しは じめた よ

うである。

4峠 をこえた司法省の独禁法

訴訟

IBMの 泣 き所 は,そ の 巨大 性 が もた らす

独占的市場支配力 で あ る。 ライバ ル ・メーカ

ーはIBMの 動 きを じっと見 守 り
,す きあ ら

ば独禁 法違 反 と称 して訴 訟 を起 こ してい る。

Telex社 との間で争 われて いた独禁 法訴訟

は1975年10月 の 二審判決後,法 廷外和解 とい'

う形 で3年 半 にわた る係争 の幕 を閉 じたが,

1969年1月 司法省 に よって起 こされ たシ ャー

マ ン反 トラス ト法第2条 に基づ く独禁法訴訟

は,1975年5月 か ら審理 に入 り今 な お係争 中

で ある。 しか し,76年 度 の は じめ頃か ら和解

の噂が流れてお り,77年 も同意 審決 の可能性

やIBMに よ る公訴棄却 の要求 な どが噂 され

た。77年4月,ケ ア リーIBM会 長 は株主総

会 の席上 で従来 の訴訟批 判 を避 けて いた態度

を一変 し 「司法 省の対IBM独 禁 法訴訟 は,

今 や時代錯誤」 と指 摘 してお り,ま た同時 に

IBM社 員 の遵守規定 を例記 した77年 版 の 「ビ

ジネス ・コンダ ク ト ・ガイ ドライ ン」か らコ

ンセ ン ト ・デ ィク リー(同 意 審決)部 分 を大

幅 削除 した ことな どか ら,IBMは 対 司法省

訴訟 を乗 り切 る目途 をっ けた と観測 されて い

るわけであ る。
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カ ー ター政権 にIBM関 係 者 が入 閣 して い

るこ ともあ り,政 府 とIBMは 和 解 ない し協

調 の方 向に向か う可能性 が強 い こ と。 ま た,

そ うした方 が アメ リカの コンピュー タ産 業 に

とってIB'Mの 企 業生 命を絶つ よ り有益 な た

めで もあ ると されて いる。

対 司法省 訴訟 に 目途 をつ けたIBMは,一

転 してEC(ヨ ー ロ ッパ共 同体)で の独禁 法

問題の対 処 に力 を入れ始 めた。特 にIBMに

と り問題 とな ってい るのは,EC条 約 に基 づ

いて設 け られた独禁 法(ロ ーマ条約)の85条

と86条 とい う。85条 は事 業者 間の競 争制 限規

定 を禁止 し,86条 は事業 者が共同市場 にお け

る自己の 優越的地位 の不 当利 用 を禁止 して い

る。IBMは,こ の独 占禁止規定 抵触 をお そ

れ事前 工作 活動 に入 った と伝 え られて い る。

IBMは 元 フ ランスIBM会 長 の ジ ャック ・

G・ メ ゾンルー ジ ュIBM・WTC会 長 兼

Emma(IBMWTEurope/MiddleEast

/AfricaCorporation)会 長 と,元 ケネデ

ィ政権時 の 司法長官 で あ りIBM副 社 長兼代

表顧問(法 律担 当)の ニ コラス ・ド ・カ ッシ

ェンバ ック氏の超大物2人 を,ヨ ー ロッパ に

派遣 した。

一 方 ,ア メ リカ国内ではIBMの 複 写機(コ

ピデ ー1,ll)を め ぐるXeroxか らの 特 許

権侵 害訴訟 が,1970年4月 と73年8月 に起 こ

され予 備審 問中であ る。 同 じ訴訟 で カナダの

XerokとIBMで 争 われ ていた件で は,77年

7月 に カナダ連邦裁 は5件 の特許 侵害 を認 め

10月3日 までにカス トマ ー ・サ イ トか らの全

面撤収 を命 じた。 その後77年9月21日IBM

カナ ダはXeroxが カ ナ ダでの特許使 用 を認 め

た と発表 し,コ ピアー1の 販 売 を再 開 した が,

先 の判断 は不満 と して上級審 に持 ちこんで い



る。またIBMは,こ の報復措 置 として78年

2月 にな り,ア メ リカXerox社 とXeroxof

Canadaに 対 しワー ド・プ ロセ シ ング ・シス

テ ムがIBMの 持 つ7件 の特 許 を侵害 して い

ると訴 えを出 した。大企業 同志の 争 いは ます

ます激化す る気配 であ る。

なお,こ の他 のIBM訴 訟 ではGreyhound

社 の 再審 が認 め られた(8月)。77年2月 に棄

却 の判決 が下 りたCalComp社 は 再審 請求 を

行 った。 またForroPrecision社 か らの訴

訟 は270万 ドルの支払 いを命ぜ られ た(9月)。

これ らはIBMの 勝 利判決 や示談 解決 に よる

訴 訟取 り下 げが続 いて沈 滞気 味 だ った反IB

M陣 営 に一筋 の光 を投 げか ける形 とな った。

IBMを め ぐる独禁 法係 争問題 は,新 た な転

回 を見 せよ うとして いる。

5変 貌す るIBM

衛星通信への進出

1976年 度 版IBM年 次 報告書 に は,関 係者

を少 しばか り驚かせたことがあった。とい うの は

図5S8S社 の構成

〈スポンサーズ〉

アメ リカ連 邦通信委 員会(FCC)が1月 末 に

認可 を与 えたSatelliteBusinessSystems

(SBS)の 国 内衛星通信 システ ム設立 と操

業 を 「人工衛星 システムの承 認」 とい うタイ

トルで早速紹 介 していたためで あ る。間に合

わなか ったのか もしれな いが,2月11日 に却

下 され たCalComp社 の 訴 訟 は修正 されて い

ない ことと合 わせ て,「IBMは 独 禁法訴訟の

行方 よ りも,SBSの 新 ビジネスに予想 以上

の力 を入れて い る」 と評 されたのだ った。

FCCのSBS認 可 は,IBMの 将 来方 向

を知 る77年 最 大 の ビッグ ・イベ ン トとい って

よいだ ろ う。SBS計 画 にはIBM自 身 の将

来がか か ってい る。Fortune誌(77年6月 号)

で は 「IBMは この事業 に本腰 を入れて い る。

IBM自 身 の将来 が安価 なデー タ通信 を一 般

的に どこまで利 用で きるかにかか ってい るか

らで ある」 とし,過 去3年 間 にIBMが 導 入

した最 も重要 な コンセ プ トは 「SNA」 で あ

る と指摘 して,「 明 らか にIBMは 長 期 的な成

長 を目指 して二つ の主要 な方 向に進 もうと計

画 して いる。一 つ は地理 的に分散 したコ ンビ

エ トナ損害保険会社

(AC)

コ ムサ ッ ト ・

ゼ ネ ラル 社

(CG)

IBM社

(IBM)

一 トナー ズ>i
…ii

エ トナ衛星通 信会社

(ACS)

、

コ ム サ ッ ト ・ゼ ネ ラル ・

ビ ジ ネ ス ・コ ミュニ

ケ ー シ ョンズ 社

(CGS)

イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・

サ テ ラ イ ト社

(IBMS)

注:()内 はそれ ぞれの

会社の略号

サ テ ラ イ ト ・ ビジ ネ ス ・

シ ス テ ム ズ社

(SBS)
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図6SBSの 試験段階で地上局設置候補地となるlBM事 業所
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ユ一 夕機器 を単一 の システ ムに統 合 す るた め

に通信 を利 用す ることで あ り,も う一 つは全

国 的 に 自動 事 務 機 を リンク して,企 業 のペ

ーパー ワー クを容易 に処理 で きるよ うに通信

を活用す ることだ」 と述べ てい る。

SBS,IBMと もにその行動 はFCCに

が ん じが らめに縛 られて はい るが,SBSが

IBMの 名 声 や信用度,シ ス テ ム ・コンセ プ

トやシステム開発 力 を受 け継 げ る とい うメ リ

ッ トは極 めて大 きい。顧客 もSBSをIBM

と一 体 関係 にあ ると期待 して不思 議 はない。

衛星通信 に託 したIBMの 計 算 には,奥 深 い

ものが あるはず だ。

サービス市場復帰説も

ア トランタO

周知 の とお り,IBMはCDC社 との独禁

法係争示談 の和解 の条件 として,コ ンピュー

タ ・サー ビス事業 か ら撤退 し,1973年 に 子会

社 のSBC(ServiceBureauCorporation)

をCDCに 売 却 した。 そ して,向 こ う6年 間

は データ処理 サー ビス は行 わな い こ とを約束
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した(ヨ ー ロッパ と日本 でのサ ービスはその

対 象外で あ る)。 しか し,そ の期 限 は和解 成立

の1973年1月15日 か ら数 えて丸6年 目の1979

年1月15日 で猶 予解除 とな る。

このた めIBMが 通 信衛星 事業のSBSを

テ コに,一 度 は断念 したデー タ処理サ ー ビス

事 業に全 く新 しいアプ ローチか ら再参入 す る

のでは ないか とい う観測 が,し きりに流 れ始

めて いるわけで ある』

ADAPSO(デ ー タ処理 サ ー ビス業協会)

が サ ンフラ ンシス コで開 いた第17回 年 次 総会

で,市 場調 査会 社INPUT社 の ピー ター ・カ

ニ ンガム社長 はIBMの 復 帰 の可 能性 を強調

した。 またADAPSOの 副 会長J・ ドレイ

ヤー氏 も業界の観測 を代 表す る形 で 「IBMは

オ ンライン ・サー ビスで力 を充実 させて い く

準 備中で あ り,オ ペ レーシ ョンは別組織 の子

会 社にな る公算 が強 い」 とい う意 見 を述 べて

い る。

IBMの サービス再開 は,ア メ リカ業界 で は

確実 視 されているわけである。がサ ー ビス再 開

時期 にっ いては諸説 ある。 おおむね79年 あ る



いは80年 説 が有力 だ。

6新 製品戦略

ミニ コ ン ピュータ

IBMのDPDが 扱 って い るS/370シ リー

ズ,303Xが 大 きな話 題 とな って い る中で,

着 々 と独 自の路線 を敷 いて い るの がGSDで

あ る。IBMは,76年 夏 頃か ら巷 間 の話題 を

さらっていた ミニコ ンピュー タの ピーチ ツ リ

ーを76年11月16日 付 で 「シ リーズ/1」 の 名

称で正式発表 して ミニ コン市 場へ の本格参 入

を果 したのだ った。1977年 は,ミ ニコ ン界の

歴 史を代 表す るDEC社 が 創立20周 年 を迎 え

た年 とな り,ま た ア メ リカの ミニ コ ン市 場

が第2次 の ブームにさしか か った年 ともな っ

た。IBMを 筆 頭 にHoneywell,CDCな ど

の メイ ンクレーマー も新機種 を発 表 し,沈 黙

を守 っていたUnivacも つ い に77年1月25日

にBC/7を 発 表 して仲 間入 りした。

IBMの シ リーズ/1は,DECのPDP-

11/34,Hewlett-Packardの21MX,Data

GeneralのNOVAな どに相 当す る もの 。しか

しソフ トウ ェアな し,数 量 デ ィス カウ ン トな

しな どとして 限 られた市 場 を相手 に して業 界

を刺激 しないよ うに参 入 したの であ る。だが,

77年4月 にな りパ ッケ ージ ・システ ム用 ソフ

トウ ェア(エ ネルギー管理用),OSと 言 語の

FORTRAN・IVお よ びPL/1の 追 加,そ れ に

新モ デル(4機 種)の 追加 を行 い内容 を強 化

した。

IBMの シ リーズ/1の 人 気 は高 い。 その人

気 に目をつけて,商 売 を始 めた会 社が早 速出

現 して い る。 シ リーズ/1向 け ソフ トウ ェア専

門会社や シ リーズ/1を ビ ジネ ス ・システ ムや
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オ ン ライ ン ・システ ムに仕立て上 げて販 売 し

ようとす るシステム ・ハウス,サ ー ビス ・ビュ

ーローなどである。 また77年 秋 には,シ カゴ地

区シ リーズ/1・ ユ ーザ ー ・グル ープがユーザ

ーの希望 を と りま とめIBMに 要 求 した
。 マ

ルチRJEサ ポ ー ト,デ ータ・エン トリー言 語,

COBOL,370ク ロス アセンブ ラ,コ ンパ イ

ラな どの提供,さ らに高速 プ リンターやデ ィ

ス ク,CRTタ ー ミナルな どの要求 であ る。

シ リーズ/1は,独 自にOSを 開 発 した りで

きる先 進 ユーザ ー向けの商品 として発売 され

たが,次 第 にユ ーザー層 は拡が って お り,こ

うした要求 が出て きたわ けで ある。

IBMは そ の後,IBM4987プ ロ グラム記

憶式通 信サ ブ システム とそのプログラミング・

サポー ト,リ アル タイ ム ・プログラ ミング ・

システ ム,数 学 ・機能 サ ブル ーチン ・ライブ

ラリーな どを追加 した。

なお,77年 末 頃 か ら新 しい ミニコンの 「オ

ー ビッ ト」発 売の噂 が出始 めた
。 このオー ビ

ッ トは,GSDで は な くDPDの 担 当 と伝 え

られ,ニ ュー ヨー ク証 券 アナ リス ト達 はデ ー

タ処理 サ ー ビス界へ の再出発用製品 にな るの

ではないか と見て い る。

ス モ ール ・ビジネ ス ・コ ン ピュー タ

IBMの 小 型 コ ンピュータ,シ ステ ム/3は

1969年 に 最初 のモ デルが発売 され8年 を経た。

あま り話題 にな らないが,IBMコ ン ピュー

タの中で は最 も寿 命が長い。IBMは,こ の

S/3か ら小型 機 戦略の ポ イン トをつか み,一

連 の ポス トS/3を 次 々 と発売 してい る。

シス テム/32,ポ ー タブル・コ ンピュー タ の

5100に 続 き,1977年4月 にはシステ ム/34を

じ
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発売 した。 このS/34は,出 荷前 の77年9月

に早 々 とワー クステ ーシ ョンとオ ン ラインの

機 能強化 を断行 レた。S/32はS/3の カー ド・

ベ ース,小 型 デ ィスク ・ベー スか らの離脱 を

図 った もの。またS/34はS/3の モ デ ル4,

8に とって代 り,さ らにS/3モ デ ル12,15と 比

べて も機 能改善 を した もの とな って い る。

ポス トS/3の 第1弾 で あるS/34を ア メ リ

カの業界で は次 のよ うに見 てい る。

○価格 的 に競争力 が ある

OS/32が バ ッチ ・オ リエンテ ッ ドで ある

の に比べ,イ ンタ ラクテ ィブ とな ったため,

マ ルチ ・ター ミナルやデ ィス ク ・ベース ・

システ ムの メーカーに脅威

○セール スの焦点 は ソフ トウェアに向か う

OIBMが 分 散処理 アプ リケー シ ョン向け

に出 した最 も強 力 な商 品

OS/34の 発 売で,小 型 ビジネス市場 の成

長 は加速 され る。

このS/34の 第1号 機 は,77年 末 に ミネソ

タの金属工 業会社UnionBrassandMetal

Manufacturing社 に納 入 され た。

S/34でIBMが 打 ち出 したマル チ ワー ク・

ス テー シ ョン機 は,'ス モ ール ・ビジネス ・コ

ンピュータの新 しい方 向を明示 した。IBM

はS/3Xシ リーズ として機 種 を充実 させ てい

く方針 であ る。

関係筋 によ る と米IBMはS/36,S/38の

名 称 で78年 初 めに も発 表す る計 画 だ。伝 え ら

れ るところによ るとS/36はS/3モ デ ル12に,

S/38はS/3モ デ ル15に 相 当す るマシ ンでS

/34を 発 展 させ た もの といわれ る。そ して注

目すべ きは,汎 用 コン ピュータ として は世界

で初 めて磁気 バ ブル ・メモ リーが組 み入 れ ら

れ る予定 とい うこ とで ある。IBMは そ の内
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容 を一切 明 らかに して いないが,256Kビ ッ

トの素子 が使用 され る見通 し。磁 気 デ ィス ク

とフ ロッピー ・デ ィス クの代替 と見 られて い

る。

なお,IBMのGSDは78年1月 ポ ー タブ

ル ・コン ピュー タの5100グ レ ー ド・ア ップ版

としてIBM5110コ ン ピューテ ィング ・シス

テ ムを発表 して,ロ ーエ ン ド分 野 を強化 した。

既存 の5100か らフィール ドでグレー ド・ア ップ

が可能 で ある。翌2月 か らデ リバ リー を始 め

て い る。

IBMの これ ら新製品 はカー ドレス,パ ン

チ レス,プ ログ ラマ レス,プ ラグ レス な ど様、

様 の"レ ス"を 折 り込ん でい る。 と共 に,開

発費 を十 分 にか けて故 障のない製 品 をつ く り

上 げ,保 守の手間 を省 こ うとして いる。

オ フィ ス ・オ ー トメ ーシ ョ ン

IBMの 行方 を占 う材料 は極 めて多 い。 も

うひ とつ 見逃せ な いの は,OP(オ フ ィス ・

プロダ クツ部門)と のか らみ合 いで あ る。77

年1月26日,IBMのOPは 同社 初 のCRT

ベース ・ワー ド・プロセ ッシング装置 を発表 し

た 。 この装置 は,オ フ ィス ・システ ム/6と 呼

ばれ,カ ス トマ 一先 の磁気 カー ド・タイ プ ラ

イ ターがつ くるテキス トの修正 ・編集 サ ポー

トを行 い,磁 気 カー ドを経 由 して システ ム入

力す るよ う設計 されてい る。IBMが 必 ず し

も得意 で なかった コンピュー タとタイ プ ライ

ターの接続分野 を カバ ーした製品 で,IBM

の ス ポー クスマ ンは 「S/32コ ン ピュータの

ワー ド・プロセッシング ・パ ッケージ とす る 目

的 を兼 ねて開発 した製品」で あ ると述べ て い

る。



つ ま り,S/32と コ ン ビで使 う製品 であ る。

IBMは1976年 にIBMワ ー ド・プロセ ッサ

ー/32と い うプ ログ ラム ・プ ロダ ク トをS/

32用 に発 表 して いる。 したが って,シ ステ ム

/6が 持 つ 戦略的意 義 は,IBMが 今 や ワー ド・

プロセシ ングをDPア プ リケー シ ョンの一分

野 とみな してい るどとを示 す とい って よい。

通信 衛星 ビジネスへの参入 とこの ワー ド ・プ

ロセ シング ・システ ムへの肩 入れ は,IBM

は,こ れ までの コンピュータ ・メーカ ーとい

うイ メージか ら,次 第 に 「トー タル ・インフ

ォメーション ・プロセ ッシング ・パ ッケ ージ ・

サ プ ライヤー」へ と企 業戦略 を拡大 して い く

と解 釈す ることが で きるわ けであ る。

IBMは,す でに電 子交換機 を開発 してお

り,ま た現在 よ り50倍 の ス ピー ドで オペ レー

トし月間30ポ ン ド以下 の リース料 で使 える フ

ァクシ ミリ伝送 装置の開発 も伝 え られて い る。

1977年 に は6240磁 気 カー ド・タイプ ライター

を,78年3月 には磁気 カー ド植 字 タイ プライ

ター を発表 した。 シ リーズ皿複写機 は当初 の

社 内 目標性能 に こそ達 して いないが,極 めて

評 判は良 い。IBMは 超 大型 コンピ ュータか

らフ ァクシ ミリや タイ プライ ターまで持 つ総

合事務 オ ー トメーシ ョン ・メー カーへ と企業

イメージが変 わってい きそ うだ。IBMは 将

来 は,電 子 郵便サ ー ビスの分 野 に まで手 を出

す ので はないか と さえいわれて い る。

GBG(GSDとOP)が さ り気 な く出 し

続 けて い る新製品群 には,特 に注 目して お く

必 要が あ るわ けで ある。

7新 シ リー ズ の 噂

関心高まるE,Hシ リーズ

IBM303Xに 揺 れ動 か され た コ ンビ ュー
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タ業 界 だが,78年 も新 シ リーズ発表 に絶 えず

脅か され そ うにな って きた。す でにEシ リー

ズ とHシ リーズが タイム ・テ ーブルにの って

いる。

1978年 のIBM新 製 品発表 で最 も注 目 され

てい るのが,S/370の 下 位 リプレース機 で あ

ろ う。 欧米業 界筋 では,か な り間近 に迫 って

お り早 ければ78年1月 一一3月 に もと観測 して

い る。

この噂 の新 シ リーズは,「Eシ リーズ 」 と

呼ばれて い る。Eシ リーズにはE-0～E-

3と 仮 称 され るモ デル があ る。E-0はS/

370-115も し くは,そ の下 の クラスを カバ ー

す る(S/3の ト ップ ・エ ン ドの リプ レース を

兼ね る こと も考 え られ る)も ので あ る;

E-1はS/370-125ク ラスのユーザーの リ

プレースない しグ レー ド・ア ップ用,E-2

はS/370-135ク ラス に同様 に対応 し,そ の

プ ライス ・パ フ ォーマンスは4倍 程 度 の向上

と見 られ,ま たS/370が バ ッチ ・オ リエ ンテ

ッ ドで あるのに対 し,Eシ リーズは トランザ ・

ク シ ョン ・オ リエ ンテ ッ ドにな る もの と予測

されてい る。

開係者 の予想 では,Eシ リーズはS/370と

完 全 にソ フ トウ ェア ・コンパ テ ィブル で～ρS

はCMS(コ ンベ ンシ ョナル ・モ ニタ リング・

システ ム)付 のVM/370を 使 用 で きる。E-

0は0.5Mバ イ トぐらいか らス ター トす る。

処 理速度 はE-1が 毎秒20万 命 令,E-2が

毎 秒30万 命 令 ぐらい と見 られて いる。設計上

の特徴 はモ ジ ュラー方式 で,全 体 として はデ

ー タベ ース機能 の増強 が予想 され
,磁 気 バ ブ

ル ・メモ リーない しCCD(電 荷 結合素 子)

を使 うことにな りそ うだ。

なお,S/370-138,148ク ラ スの リプ レー

b
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ス機 も78年 後 半 ない し1979年 に は登場 す る も

の と見 られ てい る。

一方 ,Hシ リーズは現在 の303Xを リプレ

ー スす る新機種 であ る。 まず,処 理 速度 が毎

秒300万 命 令で3032ク ラ スのH-0(仮 称)が

1979年 か ら1980年 に姿 を現 わす だ ろ うとい う 、

観 測で ある。 そ してHシ リーズの トップ ・マ

シ ンは3033の 約2倍 の処 理速度 で毎 秒1,000

万 命 令 にな ると見 られ てい る。

Hシ リーズは,こ れまで以上 に分 散処 理 タ

イ プの アーキテ クチ ュアを追求 した もの とな

る。つ ま り,SNAを ベ ー スに した様 々 な分

散 処理 を行 うための機能 を備 え,ま た インス

トラクシ ョン ・ス トリー ム ・プ ロセ ッサ ー,

フ ァイル ・プ ロセ ッサー,メ デ ィア ・プロセ

ッサL,ス ー パーバイザ ・プロセ ッサー な ど

を含 む分散機能構造 とな りそ う。そ して主 な

機能 はIMSの 代 替 ない し改 善 ソ フ トウェア

の シス テムRリ レーシ ョナル ・デ ー タベ ース

で あ ると されて い る。またOSは 当 初MVS

とな りそ うだ。

FSの 輪郭

Computerworld紙 は,昨1977年 に 「The

WavesofChange」(変 遷 へ の 波)と い う タ

イ トル の 論 文 を 長 期 掲 載 し た 。 筆 者 はAdva-

ncedComputerTechnique社 社 長 のC・P・

レ ク ト氏 で あ る 。 同 氏 は,こ の 論 文 の 中 でI

BMの 次 期 シ ス テ ム を.「 シ ス テ ム/80」 と 呼

ん で,そ の 概 念 構 成 を 図7の よ う に 示 し て い

た 。 シ ス テ ム/80プ ロ ジ ェ ク トの コ ー ド名 は

"N
ewGrad"で あ る 。こ の シ ス テ ム/80の

上 位 機 種 はIBMシ ス テ ム ・プ ロ ダ ク ト部 の

開 発 製 造 担 当 副 社 長 で あ るJ・E・ バ ー トラ

25

ム氏 の指揮 の下で開発 されて いる。そ して,

シ ステ ム/80は1980年 に 発表 され る とい う内

容 であ る。 しか し,IBMの 経 営者 は303X

製 品 ライフを延長 しよ うと もして い るた め,

シ ステ ム/80の 発 表 は1～2年 遅 らせ るか も

しれない と も観測 してい る。

この シス テム/80は,ど の よ うにパ ッケー

ジング され るの だろ うか。 レク ト氏 は図8を

予想 で きる構造 図 として示 して いた。 この図

は,IBMの ポ ーキ プシー研究所 で出 した論

文(1975年)か らの引用 で ある。一番 下 にL

SIの モ ジュールの よ うな ものが並んで い る。

その一 つ一 つがS/370-158程 度,つ ま り1

MIPS(100万 イ ンス トラクシ ョン/秒)程 度

の処理能力 を持 った プロセ ッサーであ り,し

か も109ビ ッ ト(・1億 バ イ ト)程 度 の容量 を

持つ ス トー レッジを入 れて いる。上 の シ リン

ダーは10i2ビ ッ ト(1,000億 バ イ ト)の 大 容量

記憶装置 であ る。

これがFSの ひ とつの輪 郭で あ る。

一方
,IBMはFSと い う言 葉 は使 わずに

将来 の シス テ ムの姿 を,「 システ ムに対す る

インタフェース」 で説 明 して いる。第1世 代

コンピ ュー タでは,人 間 はハ ー ドウ ェア に直

接 アクセ ス したが,第2世 代機で は人 間 はO

Sに 対 して イ ンタフ ェース を持つ とい う形 で

使 うよ うにな った。360時 代 にな りアクセ ス ・

メソッ ドが標準化 され たため,こ れが新 しい

'
レベルの イ ンタフェース とな り,370で は デ

ー タベ ース機能
,特 にDL/」 言 語 が ア クセ

ス ・メソ ッ ドの もう一つ上 の レベ ルのイ ンタ

フェー スと して確立 して きた。1980年 代 の将

来の シス テムは 「ランゲー ジ」 とい うことで

あ る。DL/1の よ うに単 にデ ータに対 す る

アクセスだ けではな く,処 理 全体 を新 しいエ

り 、,

㌧,
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図7|BMSystem/80の 概念 図(50万 ドル以上 の製 品)
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分 散機能 システム複合体。各 プ ロセ ッサ ーは、マ イ クロコー ドおよ
び ソフ トウモアによ り、 それぞれの機能 を果す よ うにつ くられる。

ン ド ・ユーザー言語 で一貫 して行 うこ とがで

きるよ うにす る とい うわけで あ る。"魑

また,次 期 システ ムFSの 発 表時期 の予想

にアナ リス トは次の三点 を あげて いる。

○バ ッチ ・システ ムか らDB/DCシ ステ
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ムへ の移 行が ユーザー先 で完了 す るの はい

つ なの か。

OSNAやMSS(大 容 量記憶 システム)

な どが,ユ ーザーに普及す るのはいつ なの

か。
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図8将 来のデータ処理システム
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LSIロ ジ ックお よび

ス トー レ ッジ(109ビ ッ ト)

OIMS/VS,CICS/VS,GIS/VS

な どがユーザ ーに普 及す るの はいつなのか。

S/370の アー キテ クチ ュアがユ ーザー先 で

完全 に使 い切 られ た時で ない と,ほ とん どの

ユーザーはFSの 巨大 なパ ワー を使 い こなせ

ない と見てい るためで あ る。 その時 期は,や

は り1980年 か ら1982年 頃 にか けてだ と推定 し

て いる。
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出所:GREENBLOTT,B.J。&HSIAO ,MUYIBM
,AFIPS-NCC1975

イ ギ リ ス のICL社 は,FSの シ ス テ ム ナ

ン バ ー は 「4000」 で あ り1982年 頃 に は 出 る だ

ろ う と示 唆 し て い る 。 こ の4000は,先 の 表2

で 示 し た プ ロ セ ッ サ ー 番 号 の こ と ら し い 。

IBM自 身 が は っ き り と,こ の よ う な 表 を 掲

載 し198× 年 と明 記 し て い る の で 目 新 し い こ

と で は な い が,1982年 と言 い 切 っ て い る こ と

に 注 目 し て お き た い 。

〆
`

●
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第2章 IBMを と りまく世界環境

1日 本 のEDP界 とIBM

対 日圧力

1977年7月13日 の 読売,毎 日,サ ンケ イ,

日刊工 業,日 本工 業の各紙朝 刊は一斉 に,米

IBM社 のF・T・ ケァ リー会長 らの首脳`は,

「日本の官公庁 にIBM製 品 の納入 がほ とん

ど認 め られて いない ことに不満 を示 し,通 産

省 に不 当差別解消 を申 し込 んでお り,11月 ま

でに通 産省か ら回答 を得 ることに してい る」

と報 じた。日本アイ・ピー・エムの招待 で アメ リ

カを訪れていた経団連記者 クラブの代表11名 と

の会 見 の席 上 で の言 明 の た め,こ の ニ ュー

スは時事通信 を通 じて 全 国 に流 れ,「 巨人,

IBMの 対 日攻 勢の本格化」 と報道 された わ

けで ある。

アメ リカIBM社 の 日本 市場 に対す る関心

の強 さの現 われで あった。すで にケア リー会

長 は76年5月 フェニ ックスで開催 した年 次株

主総 会で 「日本 の政府 はDPビ ジ ネス を主要

輸 出産業 にす る政 策 を国策 と して進 めて い る。

これ は日本 が,自 動車産業 と造船業 の拡大 に

成功 したかつ ての夢 を再現 しよ うとす る計画

で ある…」 と述べ た。 もと もと同会長 は 日本

の メーカー との競合 に関心 を寄せ てい たが,

官 民一体 とな った日本 の市場攻勢 を,こ の よ

うにはっ き りと指摘 したの は初 めての こ と。

そ して今 回の発言 であ る。

しか し,日 本 の通産 省 はケア リー会長,フ
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、アイフ ァー ・AFE会 長 の発 言 の中 にあった

「11月 ま でに回答 を約束 した」 とい う件 を全

面的 に否定 した。発 言 内容 の重 大性 を認 めた

のかAFEの 極 東担 当副社長 で あ るフ ィゲ ロ

ア氏 は翌 日,「 通 産 省 に伝 達 してい ることは

事実 だが,回 答 待 ちは個人 的推測 だ った」 こ

と,ま た 「日本政 府 を非難 した ものではない」

とほぼ全面 的に発言 内容 を訂正 したの だった。

そ して,こ の訂正 によ り不 可解 な部 分 は残 し

なが らも一 応の決着 がつい た。

だが,こ の発言 の 日本 国 内,特 に政府市場

に与 えた動 揺は大 きか った。国産 コン ピュー

タ業界 が頼 みの綱 としてい る国産機 優先使用

を うた った、,昭和38年 と50年 の 閣議決定 の撤

廃 を迫 ってい るこ とは事実 の た めで あ る。 日

本市場 の開放 はIBMの 最 大 テ ーマであ るこ

とを改 めて強 く印象づ けた のだ った。

IBMの 対 日攻勢 は,官 公庁 マーケ ッ トと

い う私 有地開放だ けではな い。様 々な形 で展

開 されて いる と関係者 は警戒 を強 めてい る。

た とえば,ア メ リカ政 府 は78年4月,関 税 貿

易 一般協定(ガ ッ ト)の 東京 ラウ ン ド(多 角

的貿易交渉)の 関税引 下 げ交渉 の場 で コン ピ

ュータとカラーフ ィル ムの輸 入関税 をそれ ぞ

れ1.5%,0%に ま で引下 げる と提 案(オ フ

ァー)し,日 本 に も同調す るよ う求 めて きた。

日本の業界 では,こ の強硬 な要求 の裏 には ア

メ リカ多 国籍企業 が カー ター政権 に働 きか け

た"政 治 オ ファー"だ と見 る人 が多 い。具体

的 にはIBMで あ る。
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IBM社 は カ ーター政権 に対 して77年1月,

3人 の取締役経 験者(ブ ラウン国 防長 官,バ

ンス国務長官,ハ リス住 宅都 市開発長 官)を,

大 統領 の要請 に よ り送 り込んで い る。 さ らに

関係 の深 いKingandSpalding弁 護 士 事務

所の ベル氏 も司 法長 官 として政権 に入 って い

る。一方,IBMは,フ ォー ド政権で の閣僚

や大使経験者 を後任 として迎 え入 れた。77年

秋 以降 の米 コンピュータ業界 の 日本 に対 す る

押 せ押せ ムー ドの激 しさは,IBMの 値 下 げ

攻勢 に対す る米政府 の援護射撃 で あ るとい う

わ けで ある。

合同役員会の開催

円高,関 税引下 げなど 日米貿易 関係 問題 が

過熱 化 して きた中で,77年 秋 は米 国エ レク ト

ロニ クス業界の対 日攻 勢 は一 段 と強 ま った。

9月 に はGEとTIの 会 長 が来 日,10月9日

か ら14日 に はSperryRand社 が東 京 で役員

会 を開催,NCR会 長 の アン ダー ソ ン氏 の来

日,米 商 務省後援 の ソフ トウ ェア ・ミッシ ョ

ンの来 日な どと続 いた。 こ うした中 での最 大

の焦点 は,IBM社 とIBM・WTC・AFE

の 合 同役 員会の開催(10月24日 ～26日)で あ

った。 日本で開 いたのは12年 ぶ りの こと。役

員会 には フランク ・T・ ケ ア リー会長 も出席,

ス ケジ ュールの合間 をぬ って 田中通 産相 との

会談(24日),福 田 首相 との会談(25日),日

本 電 子工業振興協 会主催 の国産機 業界首脳 陣

との懇談 会出席(同),記 者 会見(26日),さ

ら にユーザーを招 いての パー テ ィな どに出席

し,28日 に 中国に向か った。

福 田,田 中会談 での内容 は明 らカ、に されて

いな いが記者会見 で は,「 自由 貿 易 を推 進 す
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る立 場か ら関税引下 げや非 関税 障壁 の撤 廃 が

望 ま しい」。 「日本 も自由貿 易 を原 則 とす る国

なので コン ピュータ,周 辺機器 に限 らず一 般

的傾 向 として いずれ関税引 下 げが実現 す るだ

ろ う」 な ど と語 った。IBMの 基 本姿勢 を述

べ たに止 まったが,来 日中 に政府 お よ び業界

関係 者に は 「IBM攻 勢」 とい う強烈 な印象

を残 したの だった。

日本のメーカーの対応

わが国の大手 メイン・クレーマー6社 は1971

年,政 府 の指 導の もとに富士通 一 日立製作 所,

日本電気 一束京芝 浦電気,三 菱電機 一沖電 気

工業 の3グ ル ープに編成 され た。 この3グ ル

ープは1971年 か ら76年 度 までの6年 間 で687

億 円 に達 す る政府 補助金 を得てIBMシ ス テ

ム/370に 対 抗 す る新機種 の開発 を行 い,1974

年 か ら徐々に発売 した。

●Mシ リー ズ(富 士通 一 日立 グル ー プ)

●ACOSシ リー ズ77(日 電 一東芝 グループ)

●COSMOシ リーズ(三 菱 一沖 グルー プ)

で あ る。 いずれ も小型 か ら大型 機 まで の機 種

を持 ち,IBM370シ リーズの性能 に比肩 す

るばか りでな く,価 格 は一 ラン ク下 とい うコ

ス ト・パ フォーマ ンスの高 さを誇 った。特 に

1976年 は,IBMコ ン ピュー タの リプ レー ス

作戦 を華 々 しく展 開 したので あった。

しか し,77年3月 のIBM3033発 売 とS/

370の 大 幅 値下 げに よ り局面 は一変 し,IBM

リプ レースの声 は影 をひそめた。国産 メ イン・

クレーマーは,新 シ リーズの性 能 を ブラ ッシ

ュ ・ア ップす ると共 に,高 密度LSIメ モ リ

ーの採用 な どによ るコス トダ ウンへ と取 り組

み始 めた。IBM対 策 を してい る中で円高,



関税引 下 げ(中 央処 理装置 を13.5%→10.5%,

周 辺装置 を22.5%→17.5%,78年3月 か ら前

倒 しで実施)と い う追 い討 ち もかか って い る。

こうした中 で健闘の 目立 つ のは,国 産 メー

カーの海外進 出で ある。中 で も富士 通の直接

IBMコ ン ピュータとの競 合 を狙 ったアメ リカ

Amdahl社 との共 闘 は 目覚 しい。IBMブ ラ

コンCPUのAmdahl470V/6は,富 士 通 の

沼津工 場で生産 され米 国に 出荷 されて い る。

「当社(富 士通)は ,コ ン ピュー タの輸 出戦

略 の一 環 として アメ リカのAmdahl社 と共 同

でAmdahlInternational社 を 設立 した。新

会社 は超大型 コン ピュータであるAmdahl470

V/6お よ び合意 した他 の製品 の購買,組 立,

テス ト,販 売 を行 う。資本金 は12,000ド ル で

当社 とAmdahl .社 が半 額 ずつ出資す る。本 社

はイギ リス領 バ ミュー ダ島 ハ ミル トン市 。今

回の新会社設 立 は西 ヨー ロッパ市場 に進 出す

る布石 にな る と期待 される」(富 士通 ニ ュース,

77年1月 号)。

「フ ァコム ・オース トラ リア社 はオー ス トラ

レイ シア地域(オ ース トラ リア,ニ ュージー

ラン ド)でFACOMMシ リ ーズ,Amdahl470

V/6の 販 売 を始 めた。 同社 はす でに非 常 に強

力 な販 売チ ームを結成 してお り,大 手 の顧 客

に対 す る特別 プロジェク トを中心 とす るマー

ケテ ィングを積極 的 に行 う。 当社 も技術顧 問

を常駐 させ,順 次 増員す るな ど充 分 なバ ック

アップ体制 を とって強力 に支援 す る」(同,77

年1月 号)

一 年後 の78年1月
,小 林 大祐 社長 は新年 の

訓 示の 中で 「電 子計算機 のAmdahl社 もた だ

い まは申 し分 のな い状況 にあ り,当 社 への発

注量 も増加 しつつ あ ります 。(中 略)一 方 ヨー

ロッパにおいて は当社 創業以 来,密 接 な関係
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に あ る西 独Siemens社 と活 発 な技 術 交流 の

場が もたれ ています。 スペ インでの合弁会社

SECOINSAも い よいよ製造活動 を開始 し,

カ ナダのCCI社 な ど当社 の小 型電 子計算機,

周 辺端 末機 な どの技術 をベース とした活動 も

軌道 に乗 りつつあ ります」 と述べて いた。一

貫 して押 せ押 せ ムー ドであ る。 もと もと海外

進 出に積極 的で海外子会社 を多 く持つ富士通

は,攻 略の ターゲ ッ トをは っき りとIBMに

絞 ってお り,そ の姿勢 を一 段 と強 めて い る。

一方
,日 立 はアメ リカのItelCorporatiop

と提 携 して,IBMブ ラ コンCPUを 開 発 し

た。Itel社 は77年6月30日 に同社 デー タ ・プ

ロダクツ ・グル ー プと日立 の間 で大規模 な コ

ンピュータ・システ ムについて共 同開発 を行 っ

た ことを発 表 した。 日立側 はコメ ン トを避 け

てい るが,日 立 が製造 を受 け持 ってい るの は,

IBM370-168ク ラスのAS/6で あ るとされ

てい る。その第1号 機 は,77年9月 に 日立 か

らItel社 に 輸 出 され,11月 にltel社 の 計算 セ

ンターで稼 動 した。Itelは,日 立 とは資本 的

な関係 はない が,子 会社 の 日本 アイテル を設

立(77年7月1日 業務開始)し,1978年 か ら

日本 で もIBMプ ラ グ ・コ ンパ テ ィブル ・コ

ンピ ュー タの販売 を始 めた。

富士 通 と日立 の共 同出資 会社で ある 日本 周

辺機 は,IBMコ ン パテ ィブル磁気 デ ィスク・

ドライブを次 々 と開発 してい る。75年4月 に

は3340タ イ プのNP-20,77年7月 に は3344

タイ プのNP-24を,そ して78年1月 には3350

タイ プのNP-25を 発 表 した。次 いでIBM

3850互 換 性 モデルの開発 に全力 を入 れて い る。

ブラコ ン ・デ ィス クはいず れ も富士通 と日立

に供給す る と共 に.NP-20は ア メ リカ の

Memorex社,と 西 独BASF社 に,NP-24は
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BASF社 に供 給 して きた。NP-25も ア メ

リカのCalComp社 とBASF社 にOEM供 給

す ることに してい る。

IBMのFS登 場 に対 す る対抗 策 としては,

4年 計 画の超LSI開 発 プ ロジェク トが1976

年 度 よ り政府補 助金 を得 てス ター トした。1979

年 度 まで にO.1--1ミ ク ロンの微細加工技 術 を

開発 し,次 世代 コン ピュータ用 の論理素子 と

メモ リー素子 の製造 技術 を確立す るのが その

目標 。富士通一 日立 一三菱 グルー プと日電一

東芝 グルー プの5社 は,76年3月 超 エル・エス・

アイ技術 研究組合 を給成 して,そ の開発 をす

す めてい る。 これに は通信用 超LSI開 発 に

取組 んでい る電電公 社武蔵野 通信研 究所 も協

力 す る体制 で,ま さに国家 プロジ ェク トと も

い える もの。78年3月 には最 小線 幅1ミ クロ

ン(1/1,000mm)ま で の微細 パ ター ンを高 速

に描 画 で きる電 子 ビーム露 光 装置 の開発 に成

功 し,次 のステ ップのサ ブ ・ミクロ ン級へ と

開発 はすす んで いる。

表4超LSIの 開発状況

現 状 超LSI

大容量化

メ モ リー 4,000ピ ッ ト 数 百万 ビッ ト

論理回路 100回 路 数万回路

高 速 化 午万分の8秒 千万分の2秒

小 型 ・軽 量 化 ロッカーの 大 き さ
A

卓上計算機程度

低 価 格 化 1円/ビ ッ ト 5銭/ビ ッ ト

高 信 頼 化 故障率百分の一

摩 擦

しか し,日 本 メーカーの このよ うな活動 が

盛ん にな るにつ 札 海 外企業 との摩擦 が出は

じめたのが1977年 以 降 で ある。IBM社 ケ ア
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リー 会長 の 「自由貿易」 の強調 や 「関税引 下

げの期 待」 がその ひ とつ 。また訂 正発言 とな

った 「官公庁 マ ーケ ッ トの開放」 も同様 で あ

る。

もっと具体 的なのは,ア メ リカ半導 体業界 の

反 日キャンペーンのエスカ レー トであ る。 日本

製半導体 の輸入急増,関 税の不平 等,超LSI

研 究 開発 体制 な どをや り玉 にあげ非 難 した。

77年7月 頃 にはいったん下火 とな ったが,77

年 末 より再 然 し,つ いに「日本の半導 体 メーカ ー

はアメ リカでスパ イ活動 を して い る」(For-

tune誌,78年2月27日 号)と まで決 めつ け ら

れた。富士通,日 立 な どの名 をあげての非 難

であ る。 それ もインベーダー(侵 略者)と い

う表現 に までエス カレー トした内容 だ。

この反 日キ ャンペ ーンには,直 接加 わ って

いないIBMだ が,同 社 は77年 末 以来超LSI

開発 に参画 してい るメーカー5社(富 士通,

日立,三 菱,日 電,東 芝)に 対 し,ク ロス ラ

イセ ンス契約 に 「(超エル ・エス ・アイ技術 研

究組合 への)出 向者の取得 した特許 も自動 的

に同契約 の対 象 とす る」 旨の条 項の新設 を働

きか けて きた。

超LSI関 係 の工業 所有権 出願 は,78年2

月 までに約150～160件 に も達 してお り,IBM

として も無 視 で きないわ けであ る。通産省 は,

特 許公開 は ノウハ ウの流 出 に直結 しない とい

う判断,お よ び技 術研究組 合 を技術 カル テル

と決 めつ けて るアメ リカ半 導体 業界の批 判 を

か わす ため,そ の所有特許 の公 開 を決定 した。

一方 ,海 外 市場 で は78年2月,オ ース トラ

リアで富士通 の落札 が有望 と見 られ ていた統

計局 向 け大型 コンピュータの入札 が,フ レー

ザー首相の一声 で再入札 にな るとい う事件 が

起 こった。 その理 由は,富 士通 の現地会社 フ



アコ ム ・オース トラ リアが77年9月 に雇 った

元政府高 官が入札 に際 して,元 の地位 を利 用

したのではな いか とい う疑念 が あるため とい

う。 ことの真偽 は不 明だ が,横 や りを入 れた

のはIBM社 と もいわれて い る。

また,日 立製作 所が 中国 か ら受注 した気象

観 測用大型 コ ンピ ュータ(3台)の 輸 出 につ

いて も,政 府 が77年2月 に ココム(対 共 産 圏

輸出統制委員 会)に 認可 申請 したが,ア メ リ

カが反対.し,様 々 な制 限 を加 えたあ と1年 後

の78年2月7日 にな りよ うや く正式 認可 とな

った。

日本企 業の成長,海 外進 出の積極 化 と共 に

この ような摩 擦 は好 む と好 ま ざるを得ず に増

えてい きそ うな気配 で ある。

2主 要各社の対抗策

ア メ リカ系 メー カーの303X対 策

IBMの300Xラ イ ンの発表 は,ア メ リカ

の みな らず全世界の コ ンピ ュー タ市場 にお け

る プライス ・パ フ ォーマ ンス競 争 を一段 と激

化す る引金 となった。特 にアメ リカのメ ーカ

ーは素 早 い対応 を見せ ,プ ライ ス ・パ フォー

マ ンス追求意欲 を示 した。

NCR社 は,77年4月 に フル ライ ン計 画の

NCR8000シ リーズ を発表,5月 と10月 に は

下 位モ デルを追加 し,12月 に はIBM370-148

ユ ーザ ーの横 ど りを目指すV-8580と,IBM

3031対 抗 機 のV-8590を 発 表 した。さらに3032

対 抗 とな るV-8600を78年 内 には発 売す る。

Burroughsは,77年2月 は じめ に発売 した

ばか りのB7800の 価 格 を18～26%値 下 げす る

と共 に,リ ース料 に24時 間 メ ンテナンス料金

を組 み入れ,さ らに主記 憶 メモ リーの最 小構

成 を2倍 の3Mバ イ トに増強 した。 同時 にB

7700の デ ュアル プロセ ッサ ー構 成B7765の 価

格 も29%引 下 げた。 また10月 に はIBM3031

1100/1100/1100/1100/1100/303130323033M-180

80(B)8ユ828384
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対 抗 のB6817を 発 表 し た 。

Univacは77年10月26日,1100シ リ ー ズ に

80(B),83,84の 三 機 種 を 加 え,既 発 売 の81,82

と 合 わ せ て ラ イ ン を 完 成 さ せ た 。1100/80シ

リ ー ズ はIBM303Xを カ バ ーす る と 共 に83,84

はIBM3033よ り大 規 模 な も の で,3033MP

発 売 を 見 越 し た 機 種 構 成 と し た 。 ま た,同 時

に90シ リ ー ズ に80-2と80-3を 追 加 し,さ

ら に80-4の 発 売 を 予 告 し た 。80-2はIBM

370-148,80-3はIBM3031対 抗 機 で 共 に

370エ ミ ュ レ ー シ ョ ン 用 フ ァ ー ム ウ ェア を も

つ 。 新 発 売5機 種 に は,す べ て16Kビ ッ ト ・

チ ッ プ を採 用 し た 。 両 シ リ ー ズ 用 にIBM3350

対 抗 の 磁 気 デ ィ ス ク8450型 も 同 時 発 売 し た 。

な お,77年1月 に は ミニ コ ン のBC/7を 発 売

し て い る 。

Honeywellは,77年1月 に66/85と レベ ル ・

64の 三 機 種 を 発 売 し た が,5月 に66/85を 含

む,66,68の メ モ リー の 値 下 げ を し,さ ら に

303X対 策 と し て11月 に68/60,68/80を リ プ

レ ー ス す る68/DPSを 発 表 し た 。68/DPSは

4段 階 の パ フ ォ ー マ ン ス ・ レ ベ ル を 持 ち.IBM

3031の1.25倍 か ら3033の1.25倍 ま で の パ ワ ー

を カ バ ー す る 。 ま た,78年2月 に は66/DPS

を 発 表 し た 。 し か し,66/85は 回 路 技 術 お よ

び1/Oの 問 題 で 出 荷 遅 れ と な り,78年3月 に

は つ い に 生 産 を 中 止 し68/DPSに 統 合 す る

こ と に し た 。 な お,同 社 は77年 に イ ン テ リ ジ

ェ ン ト ・デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミナ ル の 専 門 メ

ー カ ー ,Incoterm社 を 買 収 し た 。

CDC社 は77年5月 にCyber171,176を 発 表,

5月 下 旬 に はIBMブ ラ コ ンCPUめOmega

ラ イ ン480-1とllを 発 表 し た 。IBM370

-135 ,145,138,148に 対 抗 し,価 格 は5--

30%安 い 。
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以 上 が アメ リカの大手 メイ ンク レーマ ーの

動 きであるが,ブ ラコンCPUメsカ ーのAmdahl

社 とltel社 も次 々 と手 を打 った。IBMが 考

えてい た以上 に,し たた かな存 在 が両 社で あ

る。""

Amdahl社 は,77年3月 に470V/6の 値 下

げを行 い,続 いてエ ンハ ンス された470V/6

11と,そ の 下位 ・上 位 マ シンの470V/5,470 〆

V/7を 表 発 した。Itel社 は77年4月 にAS/3.

を発 表 し,10月 の3031,3032発 表 に対 して は

AS/6を 同 じ日に発表 した。11月 半 ばには3031

対 抗 としてAS/5に モ デ ル7031を 追加 発表 し,

ま たAS/4,AS/5-1,AS/5-3の 値 下 げ

を行 った。

両者 とも3033シ ョ ックはあ った ものの,す

ぐに立直 り強気 のマ ーケテ ィングに転 じたの

だ った。IBMへ の牽制]i*は78年 に 入 って も

続 いて いる。Amdahl社 は78年1月 中旬 にIBM

の303Xの 出荷開始 に先 手 を打 った形で,470

V/6HとV5の 値 段 を約9%引 下 げた。 また

Amdahl社 は1977年 度(12月 末)の 業績 を総

売上高1億8,800万 ドル(前 年比103%増),

税 引 前利益5,429万 ドル(同126%増)に なっ

た こ とを発表 して健在 ぶ りを示 した。

IBMは3033の 投 機 的受注 の事後処 理 に悩

ま され てお り,さ らに出荷遅 れ とい うマイナ

ス要因 をか かえてい る。 ユーザ ーの中 には ブ

ラコンCPUへ の移行 も出始 めて お り,ま す

ます ブ ラコ ンCPUメ ー カー を強気 に させて

い るわけであ る。

FSの 遅れで一息の各社
、

1977～ 工978年 の ア メ リ カ 業 界 は,IBMの

FSの 遅 れ を ロ ケ ッ トに た と え て,第 一 弾 ロ

～

1



ケ ッ トが303Xで あ り,FSは 第 二弾 ロケ ッ

トで1980年 代 初 め と判断 して い る。

た とえばUnivac社 は,IBMの プ ロダ ク

ト ・プランを図10の よ うに予 想 し,Univac

の ロ ング ・レ ンジ ・プ ランを図11の よ うに計

画 した。UPL(ユ ニ ファイ ド・プロダク ト・

ライン)はIBMのFSに 相 当す る もの で,

現 行の1100シ リーズ と90シ リ ーズを統合 す る

わけであ る。同社 は1976年12月 に「ノウホーク」

というUPL開 発 チームを発足 させ,1980年 か

ら82年 に かけて少 な くとも3つ の新機種 を発

表 す る予定 でハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,

回路 デザ インな どの研究開 発 を進 めて き‡こ。

図101BMProductPlan

しか し同社 は,1977年 末 にUPL開 発 プロ

ジェク ト開発担 当研 究者600名 を配置 転換 し,

現 行 の1100シ リーズ と90シ リーズの開発 に当

らせ,こ れ までの成 果 を両 シ リーズ に反映 さ

せ てい くこ とに した。IBMの303Xの 動 向

か らFSそ の もの は斬新 的な もので しか ない

とい う説 を裏 付 ける動 きであ る。

小型 か ら大型 まで初 の フル ライン完成 を急

いでい るNCR社 も,1981年 ま では8000シ リ

ー ズを展 開 して い くと述べて い る。 そ して,

81年 以 降はNGRS(NextGenerationSys-

tem)を 打 ち出 してIBMのFSに 対 抗 す る構

え。 ここで もFSの 遅 れ は,競 合 メーカーの

準備体 制づ く りに吉 となって現 われて い るわ

けであ る。
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IBMは,海 外 子 会社の株式 を100%保 有

す る ことを原則 に海外戦略 を展 開 して きたが

1977年 は,こ のかた くなな基本方針 が崩 れ始

めた年 とな った。 ナシ ョナ リズ ムの圧力 は過

去 に何 回 も経験 し,こ れ らを巧み に切 り抜 け

て きたIBMだ が,今 度 の発展途上 国か らの

総 ス カ ンはIBMの 歴 史上かつ て例 のなか っ

た もの だ けに,そ の対 応策 は注 目 され る とこ

ろ。

77年 夏 に表面化 したの は,1975年9月 に要

請 を受 けて いたIBMの イ ン ド子会社 の持 株

比率 を100%か ら40%に 減 らす とい うイ ン ド

政府 の指示 で ある。 イ ン ドにお け る既存 外資

系会 社 は,外 国為替管理 法(1973年)に よ り

原則 として持株比率 を40%以 下 とす るこ とが

求 め られて いる。iBMは,76年 初 め にイ ン

し

'
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ドの子 会社 を二 つ に分割 し,持 株 比率40%の

子 会 社 と,100%の 子 会 社の設立 を提 案 した。

100%出 資 子会 社 は製 品 をすべ て輸 出す る代

り,同 社が イ ン ド国 内で レ ンタル して いるコ

ンピュータの メ ンテナ ンスや計算 サ ー ビスを

40%出 資子 会社 で行 うとい う提案 で ある。 し

か し,イ ジ ド政府 は国産 ・外 国機 を問わず総

ての コン ピュー タの保 守 に当 る国営 メンテナ

ンス会 社 を設立 して い るた め,IBMコ ン ピ

ュー タとい え ども例外扱 い しないな どの理由

でIBMの 提 案 を拒否 した。IBMは,こ の

結果25年 間 にわた ったイ ン ドでの活動 を中止

レ78年5月 半 ば で撤退 す る ことを決定 した。

同様 の 国有 化 方 針 を,イ ン ドネ シア で も

IBMは 迫 られ てい る。 イン ドネ シアで営業

中の外 国企 業 は,す べ て1977年 末 まで に販売

活動 を イン ドネ シア企業 に移転 しな けれ ばな

らない ことにな って いた。IBMは,政 府の

イン ドネ シア化計画 に強 く反対 していたが,

結 局 はP.TJBMイ ン ドネシア社 は,現 在 の ま

ま残す代・りに,販 売 業務 を現地資本 代理 店 に

委託 す ることで政府 と合意 した。 いずれ に し

ろIBMの100%資 本 出資方 針が無条件 で受

け入れ られ るこ とは,過 去 の こ ととな って き

た ことを示 して い る。

ブラジル の コン ピュー タ国産化計画 で も,

100%進 出 に固執 したIBMはBurroughsと

共 に敗退 したの も,IBMの 子 会社政策 が岐

路 に立 った ことを示 す例 とな った。小型 コン

ピュータの 国産 化計画 にはIBM,Burr。ughs,

Olivettiな ど欧米 と日本 の16社 が生産計画 の

認可 を求 めて競 争 したが,Edesa(富 士 通 が

技術供 与),Sharp-lnopar-Dataserv3社 グ

ループ(フランスLogavax社 が技 術供与),Labo

Electronica(西 ドィッNixdorf社 が技術供
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与)の3社 が認可 され,既 存 のCobra社(ア

メ リカSycor社,イ ギ リスFerranti社 と技

術提携)の 合計4社 に決 定 したのが そめ経 緯

であ る。

コン ピュー タ企業 の国有化 は,マ レニ シア

やナ イジェ リアな ど も計 画 してい る。先 に紹

介 したECの 独 禁法 問題 もあ り,IBMは 各

国政 府 との協調 が火 急な課題 にな って きてい ・

るわけ であ る。

4中 国への進出

フラ ンク ・T・ ケア リーIBM会 長 は,77

年10月 の 日本 での合 同役 員会 を終 えると,そ

の足 で中国訪 問に旅立 った(28日)。IBM訪

中団 は11日 間 にわた る訪 中後,香 港 に立 ち寄

り帰 国 した 。 この訪 中 目的 は,予 想 どお り

IBMの 中 国進 出のための最初 の重 要 な クサ

ビとな った のだった。

IBMの ス ポー クスマ ンは コメ ン トを出 し

ていないが,こ の結果IBMは 中 国人民銀 行

の外為部 門 であ る中国銀 行香港支 店 にIBM

3032を2台 成 約 した。Univacの1100/82と 競

り合 っての受注 であ る。3032は 香 港 地区13の

ブ ランチ ・オフ ィスに対 す るサー ビス に使 わ

れ る模様 で最終的 には,500万 一一1,000万 ドル

にお よぶ プ ロジェク トとな り,中 国最 大 の コ

ン ピュー タ規模 にな る もの と見 られて い る。

IBMの 成 約 は,中 国が門戸 を開放 した も

の と西側 関係者 は見 てお り,中 国 に向 け る目

は グ ッと熱 っぽい ものにな りそ う。た とえば,

中 国銀行 だ けで も1,300も の 支店 を持 つ ため,

そ の潜在 需要 は極 めて大 きい ためで ある。

な お,IBMは 米 中学 術交 流委 員会(CSC

PRC)の 委 員長に,副 社長 で チー フ ・サ イ エ



ンテ ィス トの ルイズ ・ブランズカ ム氏 を送 り

込ん でお り,中 国に対 して は有利 な立 場 と も

いわれて い る。 また1969年12月 に,ニ クソ ン

政府 は対 中国貿易の制限 を緩和,ア メ リカの

在 外子会社が中 国 と取 引 す るこ とを認 めてお

り,対 中 国輸 出に際 しては 日本 ア イ ・ヒ㌧ ・

エム社 の持 つ役割 が極 めて高 くな る もの と予

想 されてい る。

◆

汐
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第3章 コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス産 業

ソフ トウェアお よびEDP関 連 サ ー ビスに

対 す る投資 が,CPUを 中 心 とす るハ ー ドウ

ェ アに対 す るそれ を上 回 った1960年 代 半 ば以

来,ア メ リカで は1969年 のIBMの 発 表 を契

機 と した メインフレー ム ・メーカ ーによ るア

ンバ ン ドリング策 もあって,コ ン ピ ュー タ ・

サ ー ビスが1つ の産業 として確立 し,そ の後

大 きな発 展 を遂 げる ことにな った。当初,汎

用 ア プ リケ ーシ ョン ・パ ッケージ を中心 とし

たソ フ トウェアの開発 と,バ ッチ処 理 サ」 ビ

スが コンピュータ ・サー ビス産業 の売上 げの

ほ とん どを占 めサー ビスの主流 となってい た。

その後,企 業の メイ ンフ レー ムの 自社導 入の

増加,ハ ー ドウ ェアの複雑化,熟 練 ス タ ッフ

の不足 な どか ら,サ ー ビスの提供 者 と顧 客 が

長期 の契約 に基 づいて コン ビ三一 タの導 入 に

伴 う各種 コンサ ルテ ーシ ョン,シ ステ ム開発,

要 員 の訓 練 な どEDPに 関 連 す るあ らゆ るサ

ー ビス を含 めて行 うフ ァシ リティ ・マ ネジメ

ン ト(FM)・ サ ー ビスがt躍 脚 光 を浴 びる こ

とにな った。,

一 方
,コ ンピュー タ とコ ミュニケ ーシ ョン

で ロ 　

の結 合 は,バ ッチ処理 サ ー ビスか らオン ライ

ン処 理サ ー ビスへ どサ ー ビス形態 を移 行 させ

ることに な り,こ の傾向 は今後 もます ます強

ま るこ とになろ う。 また,FMに つ い て もバ
づ

ッチ をベース とした もの か ら,オ ンライ ンを

ベー ス とした もの に急速 に移 行 しつつ あ る。

今 日の大手 サー ビス ・ベ ンダーの ほ とん どは,

バ ッチおよびオ ンライン処理 サー ビス,ソ フ
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トウ 、エア開発,さ らには ネ ッ トワーク ・サ ー

ビスな ど,あ らゆ るサー ビスを提供 す るマル

チ ・サ ー ビス ・ベ ンダ ーの性格 を持 つ よ うに

な って きて い るが,こ れ はまた,大 規模 ベ ン

ダーが この分野 で生 き残 る道 で もある。 十数

年前 にわずか十数人 のス タ ッフで簡単 なソ フ

トウェアの開発 を行 って いたCSCは,そ の

後Univac用 の 効 率 の良 い コ ンパ イラーの

開発,こ れの汎用化 に よる販売 で着実 に実績

を上 げ,現 在 では従業 員8000人 を数 え る押 し

も押 されぬアメ リカの トップクラスのマルチ・サ

ービス ・ベ ンダー とな ってい る。特 に同社が

提 供す るネ ッ トワーク ・サー ビス,INFONET

は,も と もと連邦政府 か らの受注 をベ ース と

した もの であ るが,今 日では このネ ッ トワー

クを拡張 し,ヨ ー ロ ッパか らアジア,ア フ リ

カ,さ らに 日本 に まで伸 び る一大 国際 ネ ッ ト

ワー クを形成 しつつ あ る。

CSCは,ネ ッ トワー クを通 じた りソース・

シェア,メ ッセ ージ伝送,各 種 のデ ータベー

スへ の接続 に よって,顧 客 に対 す る多彩 なサ

ー ビスの提供 を可 能 に して い る。 この よ うに,

高 度 な コ ミュニケーシ ョン技術 の利 用,各 種

専用 ター ミナルの開発 と高 度化,付 加価値 の

増加 な どによって,こ の分野 は今 後共 ます ま

す発 展す るこ とが期待 されて い る。

競 争の原理 を重 ん じるアメ リカ と異 なって,

ヨー ロ ッパ諸国 はわが国 と同様,政 府指導型

の国であ るが,メ イ ンフレー ムの分野 におい
●

ては,今 日までアメ リカの 巨大資本 攻勢 に屈 し

、

1



て きた といえ る。 コン ピュー タ ・サー ビスの

分野 にお いて も同 じ危 険に さ らされてお り,

た とえば,最 近 イギ リスでサ ー ビス を開始 し

たCSI・UKは,豊 富な ア プ リケーシ ョン

とき目の細 いサ ービスに よって着実 にマーケ

ッ ト・シ ェア を拡 大 しつっ あ る。 同社 は もと

もとアメ リカ系 の多国籍企 業 とアメ リカ政 府

の ヨーロ ッパにお ける出先 機関 との メ ッセ ー

ジ通信 な どを,本 来の 目的 として設立 され た

CSI・Europeの イ ギ リスの 拠 点 で あ り,他

の諸 国 と同様 ブ ラッセル に あ るセ ンターを通

じて衛星 通信 によ りアメ リカのセ ンター と接

続 されて いる。

CSCは ア メ リカ で10数 セ ッ トUnivac

1108を 導 入 してお り,CSI・UKの 場 合 は,

時 差 の関係 な どか らシ カゴに あるセ ンターが

利用 されてい る。 なお,ヨ ー ロ ッパでは,最

近 スペイ ンにUnivacの ホ ス ト ・コ ンピ ュー

タ を設置 した が,こ の場 合 は直接衛星 通信

を通 じて,ア メ リカのセ ンター と結 ばれて い

る。CSI・UKが 今 日まで に獲得 した顧客

数 は,す で に100社 近 くとな ってい るが,こ

の うちの50%以 上 は完全 な ドメステ ィッ ク企

業で ある。 イギ リス国 内の新規 ユーザ ーは,

CSI .・UKの サ ー ビス を高 く評 価 してお り,

イ ギ リスの他 のサ ー ビス ・ベ ンダーか らCSI

に移 行す るユ ーザ ー も出 て きて いる。また,

も う一方 の大手 マルチ ・サ ー ビス ・ベ ンダー

であ るTymshare社 も,TYMNETを 介 した

サ ービスを ロン ドンに置 い た拠点 を通 じて開

始 して いる こと もあって,今 後 の イギ リス国

内 にお け るオ ンライ ン ・サー ビス分野 にお け

る競 合 は極 めて厳 しい もの とな ろ う。

一方
,ア メ リカの大手 商用 デ ータベース ・

サ ー ビス ・ベ ンダーで あ る,Lockheed社 は,
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同 社 のDIALOGシkテ ムを通 じて アメ リカ

国内 のデ ー タベ ースを ドイツで利用 させ る と

い う触 れ込 みで,ド イツ ・マー ケ ッ トに乗 り

込 んだが,同 社 はまた通常 の3分 の1と い う

安 い料 金 でオ ンライ ンによ る処 理サ ー ビス を

も行 お うとして お り,ド イツ政 府 では頭 を痛

めてい る。

ドイツ政 府 は,自 国内の サプライヤー とか

ベ ンダー に対 す る財務 的援助 は行 ってい る も

のの,マ ーケ ッ トにお いては常 に 自由競争 の

建前 を取 って い ることか ら,今 回のLockheed

社 の 場 合 につ いて は,市 場 を混 乱 させ る もの

として,ド イツ国 内の サー ビス ・ベンダーか

らの 突 き上 げ もあって憂慮 してい る もので あ

る。

フ ランスに おけるサー ビス産業 は極 めて強

固で あ る。QuantumScience社 が,ヨ ーロ ッ

パの コ ンピュー タ ・サ ー ビス ・ベ ンダー協会

ECSAか らの受託 によって最近 完成 した レ

ポー トに よれば,ヨ ー ロッパの トップ30の サ

ー ビス ・ベ ンダーの うち13社 は フランス企 業

であ り,ま た,CEA,CGE/SG/CCF,

Sogeti/CISI,MetraGroupは いず れ も従

業員数 千人 以上,約500万 ドル以上 の売上 げ

を持 つ ヨー ロ ッパの トップ4ベ ンダーで ある

が,こ れ らはまたいずれ もフ ランス企業 であ

る。

ヨー ロ ッパ諸 国は,,か つ てのUNIDATAの

設 立 に も見 られた よ うに,ヨ ーロ ッパ連合 と

して の意 識 が強 く,コ ンピュータ ・サー ビス

の分 野で もCAP・Europeと か,METRA

Groupな どの ヨー ロッパ諸国 にまたが る組織

が見 られ る。 また,サ ー ビス ・ベ ンダーの大

規模 な合 併 もしば しば見受 け られ るが,米 国

の 巨大 資本 によ る侵 入に対拠 す るた めには,

◆

,
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この よ うな対策 が必要 で ある。ヨーロッパ諸 国

はわが国 と同様,閉 鎖 的 な考 えが強 くかつ て

は外部 のコ ンピ ュー タ ・サー ビスの利用度 は

非常 に低 か った が,最 近 では次第 に利用 率が

高 まって きて い る。

QuantumScience社 に よ るECSAのAn-

nualReportで は,1975年 にユ ーザ ーが外部

のサ ー ビス ・ベ ンダ ー を利 用 す る度 合 が,

EDP全 支 出額 の18.6%で あ った ものが,1970

年 代 の末 には20.8%に 達 す るもの と予測 して

い る。 これ を見て も明 らか なよ うに,今 後 の

ヨー ロッパにお け るコン ピュー タ・サ ー ビス・

マーケ ッ トは有望 で あ ることか ら,サ ー ビス・

ベ ンダーは効果 的なサ ー ビス を提供 で きるよ

う体制 を整 備す ると共 に,こ の分野 の新 しい

動 きに対 応す る必 要 があ る。

わが国の コ ンピ ュー タ ・サー ビス ・ベンダ

ーのほ とん どは ,極 めて零細 であ るといえ る。

ソ フ トウェア開発,処 理 サ ー ビスな どについ

て は,わ が国にお いて は未 だ メーカーによ る

影 響が強 く,大 手 ソ フ トウ ェア会社 の多 くは

メーカー直 属の もの となってい る。 また,銀

行系 な ど大手 企業 か らス ピン ・アウ トによ る

ベンダー も相当数存 在す るこ とか ら,独 立系

ベンダーは,資 本 的 な問題 もあって極 めて限

られてい る。大規模 ベ ンダーの多 くは,ア メ リカ

にお けるの と同様,ソ フ トウ ェア開発,バ ッ

チお よびオン ライ ンに よる処理 サービス,FM

サ ー ビス な どマル チ ・サ ー ビス を提供す る道

を歩 みつつ あ るが,今 後 もこの方向 を進 むほ

かは あるまい。

一方
,中 小規 模 ベ ンダーに とっては,自 社

独 自の ソ フ トウェ ア開発 は リス クが大 きいだ

けに危 険であ るため,政 府の助成 あ るいは,

同業者 との共 同 で ソフ トウェアの 開発 を行 っ

39

て い くな どの対策 の必 要 があ る。また,FM

サ ー ビスは,わ が国で は単 にオペ レー ター・の

派 遣の みを指 してい る場合 が多い が,こ の分

野 の サー ビスの今 後 が期待 されて い る。 とい

うの は,大 手ユ ーザ ーの多 くが,人 件 費 の昂

騰,ロ ーテーシ ョンな どを含 む人事 の問題,

労 基法 な どに関連 した残 業問題 な どか ら外 部

の オペ レー ターを利用 す る傾向 が強 まって い

るか らであ る。また,最 近 のオ フィス ・コン

ピュー タ,ミ ニ コン ピュー タ,マ イ クロコ ン

ピュー タの急激 な増加 に伴 って,こ れ らに関

連 す るア プ リケ ーシ ョンの開発 も今後 の大 き

な市場 であ る。た とえばIBMの シ リーズ1

は,ハ ー ドウェアの コス トよ り,こ れに 関連

す るソ フ トウェアの価格 の方 が高 い とい われ

て い る。

わが国 も,ヨ ー ロッパ諸国 と同様 政府指 導

型 の国 とい えるが,そ の現 われの1つ が法律

に基 づ く昭和45年 の 情報処理振興 事業協 会 の

設立 で あ る。同協会 は,プ ログラムの開発,

利 用の促進,情 報処 理 サー ビス企業 の助 成 を

行 う目的 を持 った ソフ トウェアの振興 分野 で

の唯一 の国家機 関で あ る。 また,そ の他会 員

に よ る協 会 としての ソ フ トウェア産 業振興 協

会,日 本情報セ ンター協 会,さ らに はソ フ ト

ウ ェア関連会社17社 お よび日本興業 銀行 ほか

12行 に よ る大型 ソ フ トウェア ・プロジ ェク ト

受注 の ための協 同 シス テム開発株式 会社 の設

立 な ど,わ が国にお けるソフ トウェア開発 を

中心 とした コンピュータ ・サー ビス産業 の動

き も活発 とな ってい る。

すでに,自 由化後のわが国に も着々とアメ リカ

の大手 サ ービス ・ベ ンダー,GE,CDC,

Tymshare,CSC,Comshareな ど が大 資本

と豊 富な アプ リケ ーシ ョン,き 目の細 いサ ー



ビス を武器 に乗 り込ん で きてい るが,わ が国

のサー ビス ・ベンダー も,政 府 の指導 と助成 だ

けに頼 らず,前 述の同業者 に よる協力体制 な

ど独 自に対処 す るた めの対策 が必要 とな って

きて いる。'

バ ッチ処理 サ ー ビス とソ フ トウェア開発 が

中心 として始 まった コン ピュータ ・サー ビス

産業 も,そ の後 のコン ピュー タ とコ ミュニケ

ー シ ョンの結 合
,最 近 の テキ ス ト処理,ワ ー

ド ・プ ロセ ッシング,電 子 メイルな どによ る

オフ ィス ・オー トメー シ ョン,オ フ ィ'ス ・コ

ンピュー タとか ミニ コン ピュー タの発展 な ど

によ って,大 きな変革 を迎 えてい る。メー カ

ーによ るアンバ ン ドリングの傾 向 ,ユ ーザ ー

の分散 処理化,優 秀 な スタ ッフの不 足な どか

ら,今 後 もコ ン ピュー タ ・サー ビス産業 に期

待 され る所 は大 きい。 ベンダー は,今 後新 し

い技 術 とか新動向 に常 に目を向 け,こ れ らに

対応 した ユニー クで き目の細 いサ ー ビスが提

供 で きるよ うに留意 すべ きであ る。

●
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第4章 電気通信業界の動向

1デ ータ通信の重要性

コンピュータ技術 の発 展,ア プ リケ ーシ ョ

ンの高度化 が進 むにつれ,デ ー タ通信 の重 要'

性 はます ます大 きくな って きてい る。主要本

体 メーカーは ネ ッ トワー ク ・アーキ テ クチ ュ

ア を次 々 と発表 し,ユ ーザー を分 散処 理,オ

ンライン処理 の世 界へ とい ざな ってい る。 ま

た先進 ユ ーザーは,単 独 であ るい は共 同 して

大規模 な ネ ッ トワー クを開発 して い る。 こ う

したオ ンライン化 の進 展 は,通 信 網 に対 す る

よ り高度 な需要 を生 むが,こ れに応 え るよ う

に各国 で次 々 と新 しい通信 サ ー ビスが開花 し

てい る。

デ ータ通信 に用い られ る回線 には,公 衆交

換網 と専 用通信 回線 とが あ り,前 者 で最 も一

般的 なの は公衆電話網 お よびテ レ ックス網 だ

が,こ れは幅広 い地域 をカバ ー して い るこ と

な どの利点 は あ るものの,デ ー タ通信 のた め

の ネ ッ トワー ク としては速度,品 質,サ ー ビ

ス機 能 とい った面 か らして必ず し も十分 な機

能 を有 して いない。 このため,こ れ ら既存 の

交換網 とは別個 のデ ータ通信交 換網 の建設 が

世界 的に盛 ん にな って い る。専 用線 は,大 量

の デー タ伝送 を行 う大規模 ユーザ ーに とって

は メ リッ トの大 きい もので,こ の効率 的な利

用 法 も次 々 と開発 されてい る。

新 しい タイ プの,つ ま りデ ータ通 信 を 目的

とした交換網 の建 設や計画 は主 要各 国 で進 め
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られ,さ らにその相互 接続 の計画 も進 め られ

ているが,こ れ らネ ッ トワー クは大 きく回線

交換網 とパケ ッ ト交換網 にわけ られ る。

回線交換 とは,通 常 の電 話交換 の よ うに,

具 体的 な通話要求 が生 じた場合,発 信地 と受

信地 の間 に物理的 な伝送路 が設定 され,そ れ

を介 して メ ッセー ジが送信 され る方式 をいい,

交 換施設 の費用 が小 さ く,大 量の デー タの連

続伝送 や アナログデー タの転送 等 に向 くとい

った利点 を持 って い る。 これ に対 しパケ ッ ト:

交 換 とは,受 信地 か ら出 され るメ ッセ ー ジを

パ ケ ッ ト(packet:小 包 の意)と 呼ぶ行先 ア

ドレス をっ けたい くつ かの伝送単 位に分割 し,

そ れ ぞれのパ ケ ッ トをその時点 の トラフ ィッ

クや障害状況 に応 じて最適 のル ー トを通 して

目的地 に送 り,目 的地 で再 びそれ を元 の メ ッ

セージに組立 て る方式 をい う。 これは接続 時

間が短 い,デ ータの信頼 性 が高 い,符 号変 換

や速度変換 な どが可能 な ため異 なる速度 や手

順 を持つ端末 や コン ビ二一 タ間通 信 に適 す る

とい う利点 を有 して い る。

現在 までに,建 設 あ るいは計画 が具体 化 さ

れてい る公衆回線交換 網 として は,ア メ リカ

AT&TのDSDS(DataphoneSwitched

DigitalService),カ ナ ダCNCPのINFO-

SWITCH(回 線+パ ケッ トのハ イブ リッ ド交

換),イ ギ リスのPSDDS(Public .Switched

DigitalDataService),西 ドイツのEDS

(ElectronicDataSwitchingSystem),

北 欧4カ 国のNPDN(NordicPublicData



Network),そ して 日本のDDX(DDXに は

パケ ッ ト交 換 もあ る)な どが あ る。

パケ ッ ト交換 は アメ リカ国 防省 のARPA

(.AdvancedResearchProjectsAgency)

に よ る全 国規模 の コン ピュー タ・ネ ッ トワー

ク,ARPANET網 で 開 発,採 用 された こ と

で一躍 全世 界か ら注 目を浴 び ることにな った。

このARPANETの 技 術 を継承 して,Telenet

社 が パ ケ ット交 換 サ ー ビス を商 用 ベ ースで

提供 した。い わゆ るVAC(Value-Added

Carrier:.付 加 価 値 通信業 者)の 出現 で あ る

(75年8月)。

VAN(Value-AddedNetwork:付 加 価

値通信 網)サ ー ビス を提供 す るのがVACで

あ るが,こ のVANに つ いて の定義 は必ず し

も明確 とはい えない。 しか し一 般的 に,VAN

サ ー ビス とは既存 の通信機 能 に,接 続端末 に

対 す る柔軟性,広 範 な適用 業務,高 い伝送品

質,信 頼性 の向上な どの何 らかの付加価値 を

備 えた通信機能 を提供す る もの,と 解 されて

いる。VAC各 社 のサ ー ビスは,必 ず しもパ'

ケ ッ ト交換 によ る もの で はな いが,パ ケ ッ ト

交換 およびその類似 の もの が主流 とな って い

る。典型的 なパ ケ ッ ト交 換VACはARPAN

ET技 術 の直系 と もい うべ きTelenetで あ る。

現在 までに アメ リカでVANサ ー ビスを提

供 あるいはすで に認可 を受 けて いる企業 に は,

上 記 のTelenetの 他,GraphnetSystem,

Tymnet,ITTDomesticTransmission

Systemの 各 社が あ る。AT&TもTNS

(TransactionNetworkService)と よばれ

るサー ビス をワシ ン トン州,ミ ネソタ州 で州

内サー ビス を行 ってい るが,州 際サ ー ビスは

コモ ン ・キ ャ リアに対す る規制 とい う観点 か

ら,ま だ認可 には至 ってい ない。
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そ の他 の各国 では,ス ペイ ンのCTNEが

最 も早 くパ ケ ッ ト交 換サ ー ビスの提供 を始 め

たほか,カ ナダのTCTNがDATAPACを,

イ ギ リス郵電 公 社 は実 験 的 シ ス テ ム として

EPSS(ExperimentalPacketSwitching

Servipe)を,フ ラ ンス郵電省 はTRANSPAC

を提 供 してお り,イ ギ リスで は さらにEPSS

に か わ る公衆 パ ケ ッ ト交 換網 の整備計画 に着

手 して い る。 日本 で もDDX計 画 が進 め られ

てい る。

こ うしたパ ケ ッ ト交換 網の 国際標準 と して,

CCITT(国 際電信電 話諮問委 員会)は,X.25

と呼 ばれ る標準化案 を勧告,各 国PTT(電

気 通信主管 庁)は 次 々 とこのサポー トを表 明

して い る他,ネ ッ トワーク ・ア ーキ テクチ ュ

アを発表 してい る各本体 メーカ ーや,関 連装

置 メー カー もX.25サ ポ ー トを打出 してい る。

今の ところIBMは 積 極 的な姿 勢 をみせ ては

いないが,カ ナダ とフ ランスのユ ーザーに,

Transpac,Datapacへ の 接続 のためのX.25

サ ポ ー ト・アダプターを提供 して お り,今 後

この方 向 が よ り進 め られ る可 能性 も強 い。

アメ リカで は民間企業 が こ うした新 しいデ

ー タ通 信網 を整備 してい るが ,ヨ ー ロ ッパや

日本 で は政 府 あるいは政 府管掌 の電気通 信主

管 庁が建設 を進 めてい る。 そ して これ ら各 国

の ネ ッ トワー クの接 続 も進 め られて いる。す

で にTelenet,Graphnet,Tymnetな どは西

ヨー ロッパ に足 を伸 ば して お り,ヨ ー ロッパ

内部 の ネ ッ トワー ク も次 々 と相 互接続 されっ

つ あ る。

専用 通信網 は,SWIFTの よ うな大規模 な

ものか ら一 企業内 の ものまで様 々な ものが あ

るが,最 近 この分野 で問題 とな ってい るの は,

国 際専用線 の料金 問題 だ。77年 初 頭 にイタ リ

■
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アPTTが,従 来 の定 額制 にか えて従量制 の

導 入 を検討 すべ きだ,と の提案 をCCITTで

行 ったので あ る。

この調査 を実 施 に移 す とい う暫定 的結 論 が

出た直 後,日 本 の国 際電 電が一部従量制 を採

り入 れた新 料金体 系 を発表 す るな ど,早 くも

影響 が現れて お り,ユ ーザ ー側 の強 い反 発 を

生 ん でい る。通信 業者 側に して みれば収 入増

とな るタ リフであ り,ま た小量 データ ・ユ ー

ザ ーに とって も専 用線 の恩 恵が得 られ るとい

うメ リッ トは あ るが,技 術革新 を遅 らせ る可

能 性や,現 ユ ーザーの 自衛策 の結果逆 に収 入

が減 るお それ もあ り,ま た通信 業者 によ る規

制 が強 まる とい うことか らユーザ ー,関 連機

器 メー カーの反 発 も強 いこ とな どか らして,

通 信業 者の 中に も一 一特 にアメ リカ系の国 際

キ ャ リアー 慎 重論 を とる もの もあ る。

2ア メ リカで の最近 の動 向

政府管掌事業体が行 っている諸国と異な り,

アメリカの通信業界では独 自の問題が持 ち上

ってい る。AT&Tの 独禁法係争などは,そ

の最たるものであろ う。史上最大の独禁法係

争 といわれるAT&T対 司法省の係争は,74

年11月 に再度法廷 に持 ち込 まれ(第1回 目は

49年 で,56年 に 同意 審決 とい う形 で決 着 がつ

け られて いる),や っ と76年11月 に な って予 審

に向か って動 き出 したが,そ の後 も遅々 た る

動 きしか みせて いない。

一方AT&Tは ,34年 通 信法 の改正 によ り

自己の独占的立 場 を さ らに確 固 たる もの に し

よ うと画策,議 会 に働 きか けて いるが,特 殊

通信会 社や相互接続機器 メーカ ーを始 め とす

る反対 陣営 もこれ を阻止 しよ うと してい る。

また,技 術革 新 によ り通信 と情 報処理 の境

界がますますあいまいになって きたため,FCC

(連 邦 通信 委員 会)は 第2次 コ ンピ ュー タ/

通 信調査 に着手,77年 末 には関係各 方面 か ら

の意 見聴取 を終 え,目 下最終 検討 に入 って い

る。

この調査 の結 果,ど の よ うな裁定 が下 され

るか は定 かではない が,AT&Tを 始 め とす

る通 信業者 各社,改 正 が論 じ られてい る通 信

法,さ らにはAT&Tの 独 禁 法係争 の行方 に

も有 形無形 の形 で影響 があ るこ とは心至 だ。

また,通 信 と情 報処理 との間 に一 線 を画す る

とい うことであれ ば,他 の諸国の通信 行政 や

情報 処理 サー ビス関連施策 に も何 らかの波及

効果 が及 んで こよ う。

●

■
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第5章 利用動向と最近の課題

・

1幻 のMISか ら現 実 の

分散処 理 へ

、
かつてMliS(ManagementInformation

System':経 営 情報 シ ス テ ム)が,今 後 の コ

ン ピュー タ利 用の主流 にな る として,MIS

の 嵐 が世界 中 を吹 き荒 れた。 しか し,現 実 の

コ ンピュー タ ・テ クノロジーや利 用技術 は,

トー タルな,真 の意味 での経営情 報 システ ム

を構築 で きる基盤 を提供 で きるよ うな もので

はなか った。 コ ンピュータの利 用体制 づ くり

に対 す る見通 しの甘 さ も,こ れ に輪 をか けた 。

こ うしてMISは,ミ ス(myth:神 話,つ く

り話)の まま消 え去 り,MISはmiss(失 敗)

だ った,と までいわれ るよ うになった。

一 方 ,す でにその頃か ら思 想的萌芽 がみ ら

れた分散処理 は,今 や現実 の処理形態 と して

徐 々 に定着 しつ つあ る。事業 運営 の流 れ に則

した よ り柔軟 な処理形 態 として,分 散 処理化

の方 向 はタイ ムテ ーブルにの って きたの だ。
・

コ ン ピ ュ ー タ本 体 メ ー カ ー,ミ ニ コ ン ・メ ー

カ ー は 続 々 と独 自 の コ ン セ プ トを 発 表,ネ ッ

ト ワ ー ク ・ ア ー キ テ ク チ ュ ア を 整 備 す る と と
'

もに,'そ れ に基 づ く製品 を送 り出 して い る。

コンピュータに通信 回線 を介 して ター ミナ

ル機器 を接 続 し,入 力処理 の一部 をター ミナ
'

ル側 で行 うな どの,オ ンライ ン処 理 や簡単 な

機能分散 は今 まで もあ った。 しか し,そ れ ら

は アプ リケーシ ョンごとに ター ミナルや通信
.
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ソ フ トウ ェアを開発す る とい うや り方 で,一

貫.した マス ター ・プランや将来 展望 に基 づ く

もので はな く,複 数 アプ リケー シ ョンを扱 う

場合 や新規 アプ リケーシ ョンを追 加す るよ う

な場 合,そ の ネ ッ トワー ク構築 は,コ ス ト面

でユ ーザ ーに多大 の負 担 を強 い る ものだ った。

ホス ト ・コンピ ュー タの効率 の低下 も,無 視

で きな い問題 だった。 しか も一つ の システ ム、
.

内 に,複 数 の ホス トを組 み込 むよ うな場合 は,

技 術 的 に対 応 が困難 だったので あ る。

こ うした認識 の もとに,従 来 のオンライン・

システ ム開発 の行 き詰 ま りを打開 し,回 線制

御の標準 化,ア クセスの一 本化 を行 うことで,

効 率 のよ い情報処理体系 づ くりを図 ろ うとす
.

るの が ネ ッ トワー ク ・アーキテ クチ ュアで,

各 社共独 自の特徴 を打 出 して い る。'

現 実 の事務 の流 れ,命 令指揮系 統 に沿 った
・

形 で コ ン ピ ュ ー タ を利 用 し そ こ そ,コ ン ピ ュ
`

一 夕は企 業経営 上の有力 なツ ール とな りうる
.

ので ある。分散処 理概念 は この思 想 に よる も
.

ので,こ れによ り全社的 な コン ピュ一 夕 リゼ
.

一シ ョンが始 まるの であ る。 そ して,こ うし

た全 社的 シス テムの完成 こそが,か つてのM

ISの 完 成 で もあるのだ。 ・
A

くり返 す よ うであ るが,分 散処理 は決 して
・

.

.

新 しい利 用形態 ではない。 また,コ ン ピュー

タ ・シス テムに限 る もので もない。計測分野

あるいは身近か な例 では,ビ ルや家庭 の冷 暖
⑳

房設備にっいて も同じ議論が常に繰 り返 され
・

て い る 。 コ ン ビ 三 一 タ ・シ ス テ ム で も:そ の

一.
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発 展形 として分散処理 が登場 して きたの だっ

た。 そ して,そ の引金 は① 「よ り大 き くな る

ことは良 いことで あ り,よ り安 くな る」 とい

ういわゆるグ ロッシ ュの法則 が成立 しな くな

って きたこ と・② ミニ コン ピュー タの発展 と

ミニコン ・ネ ッ トワー クの登 場,③ マイクロ ・

プ ロセ ッサーの誕生 によるインテ リジェン ト・

ター ミナルの発展促進,あ るい は オフ ィス ・

コン ピュー タの機能向 上,さ らに④ ネ ッ トワ

ーク ・アーキテ クチ ュアの提 唱 と,こ れ によ

る異機種 コン ピュー タの結合利 用 が可 能 にな

って きたこ とな どであ る。 しか し,分 散処理

の定義や,そ の背景 は メーカ ー,ユ ーザーに

よ りバ ラバラである。が,全 体 として は集 中

システム ・オン リーに対 す る反 省 が あ り分散

処理 を指向 している。そ して,最 近 で は分散

化 に当 り次の二つ の原則 が提 唱 され るよ うに

なった。

〈分散処理の原則〉

(1)80対20の 原 則(IDC社)

分 散 シス テ ム に 含 ま れ る任 意 の ノ ー ド ・プ ロ

セ ッサ ー を1台 とっ た と き,そ の プ ロセ ッサ ー

が 発 生 す る全 デ ー タの 内 の80%以 上 が そ の ノー

ドで しか 有用 で な い よ う な ら ば こ の シ ス テ ム

は成 立 し うる 。

(II)分 散 化 の 原 則(lnformatics社Wagner氏)

30人 以 下 の 人 員 か ら成 るユ ーザ ー部 門 が ノー ド

・プ ロ セ ッサ ー を10%以 上 の 使 用 率 で そ の 業

務 に 活 用 で き るの な らば,そ の 部 門 は ノ ー ド ・

プ ロ セ ッ サ ー を導 入 せ よ 。

しか し,こ こで注意す べ きことは,従 来 の

集 中処理 は否定 され るべ きだ とい うことで は

ない,と い うことだ。集 中処理 が効率 的な所

では,よ り規模 の大 きな コン ピュー タの導 入

によ り,効 率化 が図 られ るべ きな ので あ り,

この意味 か らい えば分散処 理 は集 中処理 の対

概念 としてではな く,並 列 概念 と して把 える

べ きだ とい うことがで きよ う。 もちろん,こ
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う した集 中 システ ムが さ らに大 きな分散 シス

テ ムに組込 まれ るよ うな場 合 もあ る。 こ う考

えると,分 散処理 は,集 中処理 をその特殊 な

形 として包含 す るよ り広 い概念 であ る とい う

こと もで きるわ けだ。

こ うした分散処 理 の端末 機器 として,今 後

の利 用拡大 が見込 まれてい るのが インテ リジ

ェン ト・ター ミナルであ り,サ テ ライ ト ・コ

ンピュー タとしての超小型 コ ンピュー タで あ

る。 マイ クロ ・プ ロセ ッサ ー,マ イク ロ ・コ

ンピ ュー タの発展 は,安 価 で高性 能な ター ミ

ナルの出現 を可能 とし,オ ン ライン処理,分

散処 理の方 向 に拍車 をか けてい る。大 きな情

報処 理 システ ムの一部 として汎 用超 小型 コン

ピュータが組込 まれ,ホ ス ト・コンピ ュー タ

に対 す るサテ ライ ト・マ シン として使 われ る

こと もふ えてい るが,こ の汎用超小 型機 は独

立 システ ムとして今 まで コン ピュータな ど縁

もなか った中小 事業所 で も使 われてい る。

日本で は,オ フ ィス ・コン ピュータ と呼 ば

れ,ア メ リカではSBC(ス モ ール ・ビジネ

ス ・コン ピュータ)と 呼ば れ る超小 型機 が こ

れだ。設置,使 用 そ して メンテナ ンスの容 易

さと安 価 さを武器 に,こ の ク ラスの コン ピュ

ー タの利用 は急速 に増 えて いる
。 こう したS

BCの 発 展 は,コ ン ピュータ ・サ ービス業 の

市 場 を奪 う もので もあ るが,サ ー ビス会社 は

よ り付.加価値 の高 いサ ー ビス を提供 した り,

SBCを トー タル ・パ ッケ ージ ・サー ビスの

一部 として販 売す るな どの新 しい手 を打 って

・い る。

.SBC市 場 に参 入 じて い るメー カーの数 は,

ア メ リカだけ をとって みて も450社 に達 して

い る。 しか し,市 場の大部 分 はBurroughs,

IBM,NCRな どの大 手 メイン クレーマー



に よ っ て 占 め られ て い る 。 今 後 の 市 場 展 望 も,

い ろ い ろ な 市 場 調 査 会 社 が 口 を そ ろ え て い っ

て い る よ う に,非 常 に 有 望 で あ り,新 規 参 入

メ ー カ ー も相 次 ぐ一 方,メ イ ン ク レ ー マ ー は,

大 型 機 と と も に こ の 分 野 を 新 機 種 発 表 の 中 心

分 野 と し て い る 。 最 近 の 例 を み る と,IBM

が シ ス テ ム/34でSB℃ の 上 位 を か た め る と

と も に,5110で ロ ー エ ン ド を も お さ え よ う と

し て い る ほ か,BurroughsはB80-20,.同60,

UnivacはBC/7-611,860,865,870,そ し

てNCRは7200モ デ ルVIを 相 次 い で 発 表 し

て い る 。

2日 常 生 活 に も コ ン ピ ュ ー タ

化 の波

マイ クロエ レク トロニ クス技 術 の急速 な発

展 は,各 産業市場 分野 にお け るコ ンピ ュー タ

利用 を一層促進 して い るが,こ れ と同時 に個

人 レベルの利 用 も促 して い る。欧米 で はパ ー

ソナル ・コン ピュー タ,そ して 日本で はマ イ

コンと呼 ばれ る個 人向 けの安 価 な コン ピュー

タが完成品,そ してキ ッ トの形 で販売 されて

お り,一 般の小売 ル ー トに も乗 ろ うとして い

る。

パーソナル ・コン ピュータの上位 モ デルに

は,大 手 メインクレーマ ー も参入 し始 めた。

これ らのパー ソナル ・コン ピ ュー タは,簡 単

な会話型言語 とパ ッケー ジ化 された オプ シ ョ

ンの ソフ トウェアを持 って お り,コ ン ピュー

タの プログラマーよ りも研究 者 や ビジネス マ.

ン に広 く受 け入 れ られ よ うと して い る。IB

Mは5100を 持 ってい る。 またWang社 は 会計

用/伝 票発行 用の ソフ トウェ ア ・パ ッケ ージ

と ミニ ・フ ロッピーの使 え るPCS-IIを,
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Hewlett・Packard社 は210Kバ イ トのマイク

ロ ・カー トリッジ ・テー プを内蔵 した強力 な

卓上型 パ ーソ ナル ・コンピュータHP9845を

持 って い る。

パー ソナル ・コ ンピュータは個 人 レベルに

広 が る一方 中小企業 向 けと して も注 目の的 と

もな って お り,マ ネジメン ト向 きソ フ トウェ

アの開発 も盛 んで ある。

こ うした個 人 向 けの コン ピュー タは,そ の

組 立て は勿 論,利 用 において も,あ る程度の

専 門知 識 が必要 と され るが,よ り操 作 が簡単

で,完 成 品 の形 で供給 され るコン ピュー タも

ぼっ ばっ と出始 めてい る。いわ ゆるホー ム ・

コ ンピュー タで あ る。

コンピ ュー タその ものが一般家庭 に入 り込

み始 めて い るが,そ の応用装置 は もっと目立

たない形 で,し か も急 速 に,そ して よ り大 き

な変化 を伴 って 日常 生活 に入 って きて いる。

民生 用電子 機器 や家電製品,そ して 自動車 な

どにマイ ク ロ ・コ ンピュー タが組込 まれ始 め

て いるのだ。 マ イ コン革命,あ るいはスマー

ト・マ シン革 命 と呼ばれ る新 しい変革 の波 で

ある。

世界 中 の 自動車 メーカーは,各 種 の制 御 シ

ステ ムを組 み合 わせた マイ クロ ・プロセ ッサ

ー ・システ ムの開 発 に力 を入 れてい る。1980

年 代 中頃 に は,1台 の 自動車 に4-8個 もの

マイク ロ ・プ ロセ ッサーが使 われ る もの と予

想 され てい る。

ビデオ ゲー ム界 では,異 な った魅力 あ るゲ

ームの開 発 に力 を入 れて いる。 プ ログラムの

入 った カセ ッ ト・テ ープ とマイク ロ ・プロセ

ッサー を組 み合 わせ た もの もあ る。またCR

Tを 使 わず に発光 ダイオー ドや液 晶デ ィス プ

レイで表示 す るゲ ーム も現 われた。 日本の家

8
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電 メ ー カ ー は,テ レ ビ,エ ア コ ン,電 子 レ ン

ジ,VTR,オ ー デ ィ オ 機 器 に 次 々 と マ イ ク ロ

・プ ロ セ ッ サ ー を採 り入 れ て い る 。 中 で も期

待 を か け て い る の は 家 庭 用VTRで あ る 。

3ト ー タ ル ・オ ー ト メ ー シ ョ

ン を 目 ざ し て

分散処理 を始 め とす るコ ンピ ュー タ ・テク

ノ ロジーの進展,応 用技 術 の蓄 積 は,ト ータ

ルなオ フィスの オー トメー シ ョン化 の途 を拓

いてい る。

100年 前 と同 じペ ーパー ・ワー クが行 われ

て い るオ フィスの 日常事 務 に コン ピュータ ・

パ ワーを導 入 し,よ り効 率 的な企業運営 に役

立 たせ よ うとす る もので,い ってみれば これ

がかつてのMISを 完 遂 させた姿 なので ある。

このオ フィス ・オー トメー シ ョンに有効 なの

が分散処理 の概 念 であ る。 そ して ワー ド・プ

ロセ ッシ ング,COMを 始 め とす るマイク ロ

・テ クノロジー,フ ァク シ ミリな どが有力 な

ツール とな る。電子郵便 や企 業 内/企 業間E

FTSの 果 す役割 も増 々増 大 しよ う。

アメ リカの コン ピュー タ ・メー カーはオフ

ィス用 マシンの未来像 を盛 ん に模索 して お り,

残 された急 成長 マーケ ッ トへの アプローチ与

始 めた。Xerox社 の フ ァクシ ミリ事業 やDia-

blo社 の 吸収,BurroughsのGraphicScie-

nceの 吸収,SperryRand社 の タイプライタ

ー部 門のUnivac部 門 へ の吸収 ,IBMの 一連

の ワー ド ・プ、ロセ ッシン グ装 置 の強 化や通信

衛 星 ビジネスへ の進 出 は,そ の具体 的 なア プ

ローチであ る。 また,世 界最 大 の石 油資本,.

Exxonが 将 来のオフ ィス市 場 を 目指 して動 き

出 した こと も注 目 され る ところだ。Exx。nは,
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子 会 社ExxonEnterpriseの 傘 下 に約20社 の

情 報関連 企業 を有 してお り,特 にその豊 富 な

資金力 を考 えれば,今 後の勢 力 として無視 で

きない ものがあ る。

オフ ィス ・オー トメーシ ョンの有 力 なツ ー

ル として,先 にのべ たよ うに,ワ ー ド・プロ

セッシ ン グ装置 が あ り,ア メ リカで はす で に

か な り広 く使われて いる。今後 は特 にデ ィス

プ レイ ・タイプの ワー ドプロセ ッシング装 置

が急速 にふ え,80年 に は市場 の大 半 を占め る

よ うに な るだろ うといわれてい る。 これ らは,

ま だまだ独 立 マシン としての使 用 が大部 分で

あ るが,オ ンライン接続能力 は不 可欠 の機 能

となろ う。 日本 では,漢 字処理 システ ムの開

発 が連 動 して行 われない限 り,急 速 な展 開 は

見込 め ない と思 われ る。

一 方電 子郵便 は,す でに一部 で試行 的 なが

ら実 施 に移 され てい る。

アメ リカ郵便事業公社(USPS)は,19

72年 か ら3年 間 ニ ュー ヨークとワシ ン トンD

C間 で 実 験 サー ビス を行 ってお り,1978年 か

らは6大 都市 でサー ビス を始 め,1983年 に は

125都 市 に拡充す る計画 。 カナダでは72年10

月 か らテ レポス トとい う名でサ ー ビス ・イ ン

して い る。1974年 か らは,1イ ギ リス郵 電公社

も試 行的 に郵便局窓 口で受付 けて着信 電報局

か ら配達 を始 めた。 フランスの郵政 当局 は,

メ ーカー4社 に電子郵 便用 フ ァクシ ミリの開

発 を依託 してい る。

日本 は国際電電 が東京 一 ソウル間 で フ ァク

シ ミリ電 報 を実施 してい るほか,郵 政 省 が75

年9月 か ら調査検討 に入 った。

将来 的 にはオ フ ィス ・オー トメー シ ョンを

支 える有力 な手段 に なる可能 性が あ り,各 国

の研 究開発 は拍車 が かか りつつ あ る。
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出所:郵 政省調 査団報告書(51年)

新 たなアプリケーションへの扉 を開 く大 きな

源動 力 となってい るのが,ハ ー ド/ソ フ トの

技術進歩 であ り,通 信技術 の革 新で あ るが,

中 で もハ ー ドウェアは,す でに述 べ たよ うに,

ます ます コンパ ク ト化 され,量 産効 果 によ る

低 コス ト化 は さらに量産 を生 んでい る。回路

集積 の究 極 ともい える超LSIは 日本,ア メ

リカの開発競争 が続 け られて お り,西 ヨー ロ

ッパで も開発計画 の策定 が急 がれて い る。 さ

らに,CCD,磁 気 バブルな ど新 しい素子 も次

々 と実 用化 されつつ あ り,将 来 の素子 として

ジ ョセ ブソン素子 の名 もあが ってい る。

通信技 術の発展 も目をみ は る ものが あ り,

大 量 のデ ータの高速か っ正 確 な伝送 が可能 に

なってい る。

パ ケ ッ ト交 換 や衛生通信 な どの技 術革新 に

加 え,t各 国PTT(電 気 通 信主 管庁)は デ ジ

タル通信 網 を始 め,各 種の新 デ ータ網 の整 備

に力 を入 れて い る。 アメ リカで は,VACと

呼 ばれ る新 しい通 信 サー ビス会社 が現 れ,今

後の急速 な伸 長が予想 されて い る。
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4新 た な 問 題 も・・… ・

トー タル ・オフ ィス ・オー トメーシ ョン,

ホ ーム ・コン ピューテ ィング… … とコ ンピュ

ータの普及 によ る社会変 革 は ,バ ラ色 の未来

を約束 して い るかの よ うで あ る。 しか し,新

たな問題 も次 々に生 れて い るのだ。

新技術 の導入 は よいが,そ れが果 して投 資

にみあ うだ けの効果 を生 ん でい るの か どうか

は,ユ ーザ ー としてみれ ばあた りまえの,そ

して最 も主要 な関心 事で あ る。導 入 してい る

システ ムが経営 に プラスにな るよ うな形 で適

正 に運 用 され てい るか,ま た不 正 な利用 や濫

用,誤 用が行 われてい ないか,な どを公正 中

立的 な観 点か ら判 断 し,こ の問題 に対処 しよ

うとして生れ たのが システ ム監 査の概念 で あ

る。 コン ピュー タ犯罪の発見,防 止 もこの対

象 であ る。

システ ム監査 を実施 して成功 を収 めてい る

著名 な例 は,ア メ リカ海軍省 ・海軍監査 局 で

あ る。同局 は,コ ンピ ュー タ化 されたデ ー タ

を対象 に 多種 多様 な監査機能 を遂行 す る汎用

検索 シス テムCARS-2(ComputerAu-

ditRetrievalSystem2AuditReporter)

を 開発 し,活 用 してい る。

全 国規模 あ るい は世界的規模 でのネ ッ トワ

ー ク処 理 の進 行 は,と り もなお さず大 規模 な

デー タベースの問題 を提起 す る。技術革 新 は

様 々な効率 的 なデータベース ・マネジメン ト・

シス テム(DBMS)を 生 み,ま た一方 デ ー

タベ ースの提 供 を生業 とす るオ ンライン ・デ

ータベース ・サー ビス業者 を誕生 させ たが
,

その データベ ースその もの に関 す る問題 は逆

にます ます複 雑化 して きた。
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まず問題 とな るの は,コ ン ピュー タ ・ス ト

アの データをどの よ うに して不正 使用 か ら守

るか とい うことだ。 この セ キ ュ リテ ィ技 術の

研究 開発 は,1972年 にIBMが は じめた大規

模 な調査 開発 を機 に,COMPCON'75や'76N

CCな どで特別 テー マが設 けられ るな ど活発

化 してい る。 コンピュー タ ・メー カー もコン

ビ三一 タのセキ ュ リティ機能 を重視 す るよ う

にな り始 め,中 で もHoneywellの68/80はM

ULTICSの 成 果 を採 り入れてあ り,商 用機 の

中 で最 もセキ ュリテ ィに配慮 が な され たハー

ドウ ェア,ソ フ トウ ェア機構 を 持 つ と評価 さ

れて いる。

IBM社 は78年1月 〉 オン ライ ン ・ネ ッ ト

ワークや大 規模 な370シ ス テムの フ、アイル運

用 に当 って情報 を保 護す るた め 「デー タ暗号

化 シス テム」を発表 した。モ デル3845,3846

と呼 ばれ る,こ の暗号化 シス テ ムは,IBM

が、開発 し,ア メ リカ標 準局 の連邦 情報処理標

準 とな った暗号化 アル ゴ リズ ムを使 って情報

を符号化 し複合す る もの。IBM以 外 の メー

カーのハー ドウ ェアに も接続 で きる。

ス トア されるデー タその ものの 問題 として

あ げ られ るの は,個 人 の プ ラ イバ シ ーの 問

題 だ。 この ため先 進諸 国で は次 々 とプライバ .

シ ー保護法 を成立 させ つつ あ るが,民 間企業

を どの程 度規 制す るか な どの面 で問題 も多 く,

ま た個人 ファイルの保有 を認 め られた機関 で

も,そ の システ ムの不正使 用 の防止 とい う課

題 が残 され る。 これ に加 え,最 近 各国 で問題

視 されてい るのは国境 を越 えて の デー タ通 流,

い わゆ る トランスナ シ ョナル ・デ ータ ・フロ

ーの問題 だ
。
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あ る国 で厳 しい プライバ シー保護 が行 われ

て いる として も,全 く規制 の ない国 にフ ァイ

ルが置か れ,必 要 な時に必 要 な形 に処 理 され

て転 送 され ると した ら,プ ライバ シー法 な ど

何 の役 に も立 た な くな る。現 在 の技術 か らす

れば,こ ん な ことな ど朝 メシ前の こ となの で

あ る。 こ うしたデ ー タに規制 の ないデー タ ・

ヘイブンの問題は,現 実 の もの とな ってい るの

だ。 さらに極端 な例 を考 えれば,人 工衛星 や

月面 に ファイル を置 くこ とだ って で きな くは

ないので ある。

個 人 ファイルが特定企 業 によ り,他 国 で保

持 され るとい うことは,ま た別 な問題 をひ き

起 こす。たとえば,一 国 あるい は一地域 の住 民

ファイルが他 国 で管理 されて い るとした ら,

そ の国の ナ シ ョナル ・セキ ュ リテ ィの面か ら

い って好 ま しい こ とでは決 して ない。 スウ ェ

ーデ ンの デー タ監 査委 がReade
、r'sDigest社

を問題祝 してい るの は,ま さにこの点 に ある。

こうしたデー タ ・フ ローの規 制 に対 す る関

心 は最近 とみに高 ま り,OECD主 催 を始 め

とし,各 地 で国際会議 が開 かれ,検 討 が進 め

られ てい る。単 に規 制 を強化 し,全 世界 的 に

これ を実旋 す れば事が済 むわけでな い ところ

に,こ の問題 の難 しさが ある。多国籍 企業 が

従業 員 の一 括 フ ァイル保持 を規制 され た とす

れば,余 分 な コス トが強 い られた り,円 滑 な

企業 活動 が防 げ られた りす るよ うな場 合 も出

て こよ う。 またこの規制 は,世 界 のオ ンラ イ

ン ・ネ ッ トワークを牛耳 るアメ リカ系 ベ ン ダ

ーに対 す る各 国
,持 に ヨー ロ ッパ諸 国の規制

策 として も働 くとい う政治 的な意味 あい も持

って い るこ とに も注意すべ きであ る。
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各 国 の コン ピ ュー タ市場

1世 界の コ ン ピュー タ市場

1-1世 界 各 国 の汎 用 コ ン ピュー タ設置 状況

■

・1976年 末 現 在,IDC調 べ

・ ミニ,お よ び ス モ ール ・ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュー タ は含 ま な い 。

`

■

●

(1)各 国別設置台数 ・設置金額

国 名 設置台数 設置金額

ア メ リ カ 61,120 372億8,700万 ドル

西 ド イ ツ 10,660 65億2,700万 ドル

イ ギ リ ス 8,543 47億9,400万 ドル

フ ラ ン ス 9,186 47億6,800万 ドル

イ タ リ ア 4,491 21億1,900万 ドル

オ ラ ン ダ 2,469 12億5,400万 ドル

ス イ ス 1,723 11億4,400万 ドル

ス ペ イ ン 1,613 8億 ドル

ス ウ ェ ー デ ン 975 7億6,300万 ドル

ベ ル ギ ー 1,106 7億3,400万 ドル

デ ン マ ー ク 808 5億2,700万 ドル

オ ー ス ト リ ア 712 4億1,900万 ドル

ノ ル ウ ェ ー 565 3億2,500万 ドル

フ ィ ン ラ ン ド 396 2億5,400万 ドル

ア イ ル ラ ン ド 167 7,600万 ドル

ポ ル ト ガ ル 136 7,000万 ドル

ギ リ シ ャ 103 4,800万 ドル

その他

西 ヨーロッパ諸国
80 4,300万 ドル

西 ヨ ー ロ ッパ 合 計 43,733 246億6,500万 ドル
.

日 本 19,319 83億3,100万 ドル

カ ナ ダ 3,372 23億100万 ドル

オ ー ス ト ラ リ ア 1,874 9億8,500万 ドル

ブ ラ ジ ル 1,273 5億3,200万 ドル

南 ア フ リ カ 851 4億9,400万 ドル

メ キ シ コ 536 2億8,100万 ドル

東南アジアおよ び
オセアニア

1,549 7億2,900万 ドル

その他南 アメ リカ 1,101 4億8,100万 ドル

中 近 東 549 3億2,800万 ドル

ア フ リ カ' 437 1億7,900万 ドル

カ リ ブ 諸 島 327 1億200万 ドル

その他自由諸国合計 31,188 147億4,300万 ドル

ソ 連 ・東 ヨー ロ ッパ 15,299 54億9,400万 ドル

総 計 151,340 821億8,900万 ドル

(2)設 置金額に占める各国の位置

(1976年 末,IDC調 べ,設 置 金額ベ ー ス)

非 アメdJ力 系

ア メリカ系メーカー

82,8%

計821億8,900万 ドル

1-2世 界 の汎 用 コ ン ピ ュー タ市

場 に占 める アメ リカ系 メー カ ーの位 置

世界市場
(1976年 末IDd調 べ。設置金額 ベー ス)

その他 自由
諸 国 合 計

17.9%

講
西 ヨーロ ッパ
合計30.0%

み ぷ'西 ドイ ツ

7.9%

総額82t億8,900万 ドル
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アメリカ市場

IBM以 外

のア メ リカ

系 メー カー

30.0%

その他自由諸国市場

IBM

70.0%

総 額147億4,300万 ドル

1-3ア メ リカ系 メ ー カ ー以

外 によ る世 界市場 の概況

(1976年 末IDC調 べ,設 置金額 ベ ース,汎 用のみ)

η21e

ソ連/
束ヨーロッパ
メーカー

33%

日本メーカー33%

ッ
一
回
カ

%

=

34

ヨ
メ
西

・
弐

総 額141億6,300万 ドル

西 ヨーロッパ 市場

総 額246億6,500万 ドル

ソ連/東 ヨーロッパ全体市場

IBM以 外のIBM

ア メ リカ系 メー カー

6.94・1%

%

非 アメ リカ系 メーカー

89%

総 額54億9,400万 ドル

1-4世 界 の 汎 用 コ ン ピ ュー

タ市 場 に お け る メ ー カ 一

別 シ ェ ア

世 界 市 場

その他 日本2.3%

Burroughs3.2%

(1976年 末IDC調 べ,設 置金額 ベース)
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ICL4・6%

Univac

5.6%

HIS

5.8%

その他

9.2%

ソ連

&
東欧

10.4%

IBM

48.8%

総 額821億8,900万 ドル

●

'

∠
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アメリカ市場

NCR2.4%

CDC3.3%

Burrou-

ghs

その他2.6%

総 額372億8,700万 ドル

西 ヨ ー ロ ッパ 市 場

CII1.6%そ の他2.2%

そ の 他 ア メ リカ
・メ ー カ ー

2.6%

CDC2.9%

Burroughs

2.6%

Univac

5.9%

総 額246億6,500万 ドル

その他自由諸国市場

,NCR2.2% 7

%

6'
4

%

5

.

冶

総 額147億4,300万 ドル

ソ連 ・東ヨーロッパ市場

HIS2.ユ% その他3.2%

総 額54億9,400万 ドル'

●

● ・

1-5 GNPお よ び単 位 人 口当 りの汎 用 コ ン ピ ュー タ利用状況

1975年 の人 口 コン ピュー タ 人 口100万 人 1975年 め 1976年 の コンビ GNPに 占め る

国 名 設 置 台 数 当りコ ンピュ GNP ユ一夕設置金 額 設置金額比率

(100万 人) (1976年 末) 一 タ 台 数 (10億 ドル) (100万 ドル) (%)

ア メ リ カ 213.63 61,126 286 1〆516.30 37,287 2.5

西 ド イ ツ 61.83 10,660 172 379.90 6,527 1.7

イ ギ リ ス 55.96 9,543 153 200.49 4,794 2.4

フ ラ ン ス 52.91 9,186 174 305.56 4,768 1.6

イ タ リ ア 55.81 4,491 80
.

159.72 2,119 1.3

オ ラ ン ダ 13.65 2,469 181 67.77 1,254 1.9

ス イ ス 6.40 1,723 269 44.64 1,144 2.6

ス ペ イ ン 34.47 1,613 45 73.78 800 1.1

ス ウ ェ ー デ ン 8.20 975 119 60.91 763 1.3
●

ベ ル ギ ー 9.79 1,106 113 53.29 734 1.4

デ ン マ ー ク 5.06 808 160 29.74 527 1.8

オ ー ス ト リ ア 7這.52 712 95 3L29 419 1.3

ノ ル ウ ェ ー 4.01 565 141 23.33 325 1.4

フ ィ ン ラ ン ド 4.71 396 84 19.33 254 1.3

ア イ ル ラ ン ド 3.13 167 53 7.41 76 1.0

ポ ル ト ガ ル 8.76 136 16 11.68 70 0.6

ギ リ シ ャ 9.05 103 11 17.44 48 0.3

その他
面 ヨーロッパ諸国

0.95 80 84 3.44 43 1.2

日 本 110.95 19,319 174 483.50 8,331 1.7

カ ナ ダ 22.83 3,372 148 145.25 2,301 1.6
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国 名

|975年 の人 口 コン ピュー タ 人ロ

設 置 台 数

100万 人

当 りコン ピュ

1975

G
年 の
NP

1976年 の コンピ

ュータ設置金額

GNPに 占める
設置金額比率

(100万 人) (1976年 末)一 タ 台 数 (10億 ドル) (100万 ドル) (%)

オ ー ス ト ラ リ ア 13.51 1,874
■139

73.28 985 1.3

ブ ラ ジ ル 107.14 1,273 12 97.81 532 0.5

南 ア フ リ カ 26.35 851 32 34.50 492 1.4

メ キ シ コ 60.15 536 9 64.36 281 0.4

東南 アジア/
オセ アニア

1,113.69 1,549 1 250」5 729 0.3

そ の他 中 南 米 134:72 1,101 8 126.11 481 0.4

中 近 東 172.98 549 3 189.41 328 0.2

ア フ リ カ 諸 国 316.98 437 1 98.35 179 0.2

カ リ ブ 諸 国 7.37 327 44 12.81 102 0.8

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 21.33 417 33 35.20 320 0.9
ソ 連 254.50 11,482 45 786.70 3,979 0.5

その他東欧諸国 106.10 3,103 29 291.27 1,195 4).4

世 界 全 体 3,025.44 151,346 50 5,692.72 82,189 1.4

1-6
む

各 社 の ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ クチ ュア の 比 較

(IDC調 べ)

メーカ ー名
ネットワーク

アーキテクチュアの名称 発表時期 ホスト
DLC

プロトコル
特 徴(セ ールス ・ポイント)

㊨.

IBM
SNA

(SystemsNetw・rk

Architecture)

1974.9

1976.10

(拡 張)

S/3冗

シ リー ズ
SDLC

○機能の分散O通 信制御およびネットワーク管理機能の独立

○端末装置制御の標準化Oシ ステム構成の融通性

処理の分散(複 雑 システム ・ネットワーキング機能)

OSDLCの 採用

DNA PDP ○ フ ァイル ・シェア リン グ ○ プ ログラ ム ・シ ェア リング

DEC (DigitalNetw・rk

Architecture)
1975.4

11.15

シ リー ズ

DDCMP
○ プログ ラム ・デー タ ・シ ェア リング ○ 回線特性 か らの独 立

○ ダウン ・ラ イン ・システ ム ・ロー デ ィング

○ ダウン ・ライ ン ・エ グゼ クテ ィブ ・デ ィレクテ ィブ

Burroughs

DNS

(DecentralizedData

Pr・cessingNetwork

System)

1976.6

B700

B800

シ リーズ
、

BDLC

ベ ー シック

○ コミュニケーションの分散 ○処理の分散

○データベースの分散 ○ システム全体の監査,機 密保持対策

○ ジェネレ∴タ形式のソフ トウェアによる柔軟性,拡 張性

○使用する言語は全てハイレベル言語

DCA ユ ニパ ッ ク ○ コ ミュニケ ー シ ョン ・シス テ ムの ブラッ ク ・ボ ックス化

Univac (DistributedCommuni-

cati・nArchitecture)

1976.11 1100

シ リーズ

UDLC ○あらゆるネットワーク形態が可能 ○処理の分散

○ネットワークの独立 ○ システムの信頼性(ARMIS)

○接続に対する柔軟性(異 機種 もサポート)

PNA PTS RDLC ○分散処 理 ネ ッ トワー ク ○ ホス ト・コ ンピ ュータ負 荷の軽 減
Raytheon (ProcessingTerminal 1976.11 1200 'BSC ○システム開発が容易 ○キーステーションの分散配置

NetworkArchitecture) シ リーズ S/S ○ コス トの節減

東 芝

ANSA

(AdvancedNetwork
SystemArchitecture)

1976.12

ACOS77

600～900

'

HDLC

ベーシック

O機 能の分散 ○処理の分散 ○管理の分散OHDLCの 採用

OCCITTX.25に 準拠 した方法を採用

○パケット交換技術の採用 ○データベースの分散

'〉

日 電

DINA

(DistributedInforma-
tionProcessingN.AJ

1976.12

ACOS77

200～900 HLDC

○処理の分散 ○コ ミュニケーションの分散

○データベースの分散OHDLCの 採用

○新データ網への接続(X.28イ ンタフェース採用)

○バーチャル ・ターミナル思想 ○パケット交換技術の採用

DSE

'
○ユーザーの選択範囲が広 く柔軟性が強い。

Honeywel1 (DistributedSystems 1977.1 60シ リーズ 060シ リー ズをホ ス ト,サ テ ライ トの いずれ に も使用可 能。

Environment)
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○ マル チ ・ホス ト,シ ングル ・ホ ス トの双 方 が可能。

○ 他 メー カーのメ イン フ レーム と接続 可能 。

,
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メー カー名
ネットワーク

アーキテクチュアの名称
発表時期 ホスト

DLC

プロ トコル
特 徴(セ ールス・ポイント)

電電公社

DCNA

(DataCommunication
NetworkArchitecture)

1977.3
DIPS

そ の 他
HDLC

OCCITTX.25に 準拠 した方式を採用 ○デ ィジタル ・デー
タ交換網(DDX)を 有効に利用するプロトコル

○ ネットワーク・ユーテ ィリティの実現 ○端末の仮想化機能

○ 日電,日 立,富 士通,沖 のメーカー4社 との共同研究

富士通/日 立

MSNA

(MトSeriesNetwork

Architecture)

1977.3 Mシ リーズ HDLC

○通信ネットワーク資源の共用 ○変更の柔軟性,拡 張性

○通信制御およびネッ トワーク管理機能の独立 ○機能の分散

○処理の分散 ○データベースの分散OHDLC手 順の採用

沖

DONA

(DecentralizedOpen
NetworkArchitecture)

1977.3

OKITAC・

50シ リーズ

HDLC

O柔 軟 性 のあ るネ ッ トワ ー ク構築(DCNA,他 社 ネ ッ トワー ク

との 接続)○ リソース ・シ ェア リング ・ネ ッ トワーク

○ 分 散処理 ネ ッ トワーク ○ メ ッセ ージ交換 ネ ッ トワー ク、

○ ミニ コン ・ネッ トワー クによ る経済性 の追求

Nixdorf

NCN

(NixdorfCommunica.
tionNetwork)

1977.3
8800

シ リー ズ

HDLC

SDLC
BSC

S/S

○機能の分離独立化 ○資源の共用

○機能相互間の共通化,標 準化 ○データベースの分散

○ モジュール構造による変更の柔軟性,拡 張性

○共通の言語(ビ ジネスBASIC)

富 士 通
FNA

(FulituNetwork
Architecture)

1977.5

Mシ リーズ

ド5"/"8"

シ リーズ

HDLC

ベ ー シック

○ リソース ・シェアリング ○ ネットワークのバーチャル化

○高効率/高 信頼性システム ○ コンポーネントの充実

○ ネットワーク資源の活用 ○ 回線網設計の柔軟性

○国際互換の推進'○ セキ ュリティの配慮

三 菱
MNA

(Muhi-shareNetwork
Architecture)

1977.6
COSMO

シ リーズ

HDLC

ベ ー シック

○ マルチシェア ○分散処理,分 散制御OHDLC手 順の採用

○新データ網への接続(X.25イ ンタフェースの採用)

○異種計算機,従 来端末との接続

NCR

DNA

(DistributedNetwork
Architecture)

1977.7

Century,

8000

シ リー ズ

NCR/

DLC

○ ネットワーク管理の分散 ○ あらゆる製品が接続可能

○複数ホスト間でのデータ通信 ○融通性,透 過性,積 木構造

方式 ○分散処理システム,メ ッセージ交換システム,さ らに

はEFTを 含む流通業,金 融機関ユーザーまで広範囲に使用可

能 ○他社のプロトコルと互換性

日 立

HNA

(HitachiNetwork
Architecture)

1977.9 Mシ リー ズ HDLC

○通信ネ ットワークのブラック・ボックス化

○新データ網への接続 ○ ネットワーク資源の有効作用

○通信 ネットワークの変更の柔軟性 ○負荷の分散

○ リスクの分散 ○運用操作性,保 守性の向上

Datapoint

ARC
(AttachedResource
ComputerSystem)

1977.12
6600,5500,

1170.1150

○ ス モール ・ピジネル ・コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

○ 処理 の分散,デ ー タベー スの分散

◆

●、

1-7 世界各国のPPT－ 覧
(国名 アルフ ァベ ット順)

国 名 PTT' ・ 本 部 所 在 地
.

ア ル ジ ェ リ ア MinisteredesPostedet 2bis,Blvd.SalahBouakouir,Alger

Teleco㎜un
.

catlons

ア ル ゼ ン チ ン EmpresaNac onalde AdministrationGeneral,Defensa143,BuenosAires

Teleco㎜un
.

catlons ♪s ArgenUna

オ ー ス トラ リ ア AustralianTeleco㎜unications Co㎜unicationsHouse,199WilliamSt.,Melboume,Vic.,

Co㎜ission, 3000

オ ー ス ト リ ア Directiong6n6raledespostes Postgasse8A-1011Wien

etdest616graphes

ベ ル ギ ー RegiedesTelegraphesetdes 42ruedesPalaisB-1030Br田 《elles

Telephones

ブ ラ ジ ル MinisteriodasCo㎜unicaoes EsplanadadosMinistirios,BlocoR-60.ander,7000一

Compa品iadeTeleco㎜unicaoes BLASILIA,DF(Brasil)

doParana Parana
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国 名 PTT 本 部 所 在 地

ブ ラ ジ ル CompaniaAmazonensede 臨nans-Amazonese

Teleco㎜unicaose .

Teleco㎜unicaoesde Recife

Pemambuco

CompanhiaTelefonic6 Av.PresidenteVargas,no2560-100andar-Riodejaneiro一

Brasileira
「

RJ
.

Companhi6Telefonic乱do EspiritoSanto

EspiritoSanto

Teleco㎜micaoesdeSaoPaulo Av.S亘oLuiz,n。50-40andar-S哀oPaulo-SP

Companhi6Telefonica Pelotas

MelhoramentoeResistencia

チ リ CompaniadeTelefonosdeChile SanMartin50,SANTIAGODECHILE(Chile)

EmpresaNationalde
.

CasHla4254SantiagodeChne

Teleco㎜unicationsS.A.

中 国 MinistryofPostsand Peki㎎

Teleco㎜unications

台 湾 Ministry。fCo㎜unications P.0.BOX84Taipei

コ ロ ン ビ ア EmpresaNacionalDe Bogota

Telecomunicaciones

EmpresaMUnicipalde Baranquilla

Telefonos

EmpresadeTelefonosde Bogota

Bogota・

EmpersadeTelefonosde Buc

Bucarama㎎a

CiaTelefonicadeSanGi1 SanGil

CompaniaTelefonicade Medillin

Cartagena ,

チ ェ コ ス ロバ キ ア FederalMinistryofPostsand Olsansk65PRAHA3(Czechoslovaki'a)

Teleco㎜unications
..

デ ン マ ー ク GeneralDirectorateofPosts● Tietgensgade37DK-1530KOBENHAVNV.

andTelegraphs

エ ジ プ ト MinistryofTranSportand Cairo

Co㎜unications

フ ィ ン ラ ン ド DirectionGeneraledesPosts Posti-JaLennatinlatios

&Telegaphs

フ ラ ン ス MinistryofPostsand .20,avunuedeS6gurF-75700PARIS
'

Teleco㎜unications
.

西 ド イ ツ MinistryofPostsand Adenauerallee,81D-53BONN

Teleco㎜unicati。ns

東 ド イ ツ FederalMinistryofPostsand Mauerstrasse,69-75DDR-1066BERLIN

Teleco㎜unications

ギ リ シ ャ DirectionGeneraledes 56,avenueSy㎎rouAthensGreece
,

Teleco㎜unications

ホ ン コ ン Ho㎎Ko㎎TelephoneCompany Ho㎎Ko㎎

ハ ン ガ リ ー GeneralDirectionofPosts XII.1(risztinaKrt6/8H-1540BσDAPEST

イ ン ド Indian.PostsandTelegraphs NewDelhi

イ ン ド ネ シ ア PerumTelekomunikasi JalanCisanggarung2,Bandung

イ ラ ン

ア イ ル ラ ン ド

Teleco㎜ 皿icationCompanyof

Iran

DepartmentofPosts&

SherikatMukhabaret,Iran

OCo皿ellStreet,Dublin1.Ireland

Telegraphs
「

イ ス ラ エ ル Minist町ofCo㎜unications 91999Jerusalem,Israel

イ タ リ ア Societ江Italianaper CasellaPostaleAD2420ViaGianturco,21-00196

rEsercizioTelefonico ROMA
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国 名 PTT 本 部 所 在 地
-

日 本 NipponTelephoneand 東京都 千代 田区内幸町1-1-6

TelegraphPublicCorp.

KokusaiDenshinDenwa 東京都新宿区西新宿2-3-2
(InternationalCo㎜.)

韓 国 Ministry。fCo㎜unications Seoul

メ キ シ コ CiaTelefonicaFronteriza Tijuana

TelefonosdeMexico ParqueVia,198Mexico5,D.F.

.
TelefonicaNacional Sabinas

Teleinfor㎜tiadeMexic。 MexicoCity

S、A.(PacketSwitch三ng)

オ ラ ン ダ

ニ ュ ー ジ ー ラン ド

Postal&Teleco㎜unicatlons

Services

NewZealandPostOffice

LAHAYE,Pays-Bas

.

Wellington

ノ ル ウ ェ ー TheNorwegian N-OSLO1

Teleco㎜unicati。nsAdm.
`

ペ ル ー EmpresaNacionalde LasBegoniasN.375SanIsidroLIMA27,Peru

Telecommunication

ポ ー ラ ン ド MinistryofPostsand Warszawa

Teleco㎜unicati。ns 「

ポ ル ト ガ ル

フ ィ リ ピ ン

CorreioseTelecommunicaoesde

Portugal

PhilippineLongDistance

RuadeS.JCse20LISBOA2

PLDTBuildi㎎,LigazpiStreet,Makati,Rizal,Philippines

TelephoneCo. P.O.BoxNo.952

RepublicTelephoneInc. Manila

Eva㎎elistaTelephoneCo. AngelesCity

プ エ ル ト リ コ

DepartmentofTelephone

System

PueftoRicoTelephone

Zamboanga.

SanJuan」

Compとny

PuertoRicoCo㎜unications SanJuan,

Authority
.

ル ー マ ニ ア MinistryofTransports& BUCURESTI

Teleco㎜unications

南 ア フ リ カ DepartmentofPostsand Teleco㎜unicationOperati㎎Ro。m400,・ElectroB1(㎏.、,Bosman

Telegraph St.,Pretoria

ス ペ イ ン

・

CompaniaTelefonicaNational
deEspana

Av.JoseAntonio28MADRID13

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

SwedishTeleco㎜unications

Authority

Enterprisedespostes,

S-12386FARSTA

Viktoriasrasse21CH-3000BERNE33

telephonesettelegraphs
、

ト ル コ GeneralDirectionofPosts& ANKARA,Turquie

Teleco㎜unications

イ ギ リ ス UnitedKi㎎domPostOffice CentralHeadquarters23HowlandStreet,LONDONWIP6HQ

ウ ル グ ァ イ

ソ 連

GerenteDivisionTelefonos

U.T、E.

MinistryofPostsand

Montevideo

7,rueGorkyMOSKVA

Teleco㎜unication
.

、A－

ベ ネ ス エ フ

ユ ー ゴ ス ラ ピ ァ

CompaniaAnonimaNacional

Telefones

Co㎜unatedesPostes,

AvenidaLivertador,SectorSantaRosa,105Caracas

Palmoticeva,211001BEOGRAD

TelegraphesetTelephones
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2各 国の コ ンピュータ市 場

2-1〈 ア メ リ カ 〉

(1)コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況

⑧ ア メ リカ ・メーカ ー製コ ンピュー タの設置状 況推移(IDC調 べ ・破線は予測)

●汎用 コ ンピュー タ

設置 台数推移 設置金額 推移

(万台)(億 ドル)

1000

10

(万台)

10

6.26.3
一

1974757677

● ミ ニ コン ピュ ータ

設置台数推移

7.26.9

500

373

…ゾ/

78798081(年)Ol97475767778798081(年)

"37.2

,"29.4

22.9

設置金額推移

(億ドル)

200

/57.4100

,'46.5

/37

0197475767778798081(年)0197475767778798081(年)

60

●

畠



●

s

● スモ ール ・ビジ ネス ・コ ンピュータ

設置台数 推移

(万台)

20

10

13.50,

9.80/

設置金額推移

(億 ドル)

5
4.8,1

0197475767778'798081(年)0197475767778798081(年)

9

⑤ メーカー別 シェア

CDC3.3%

総 額372億8,700万 ドル

●1976年 末,IDC調 べ

●設置金額ベ ース

●汎用のみ。 ミニ,SBCを 除 く。

⑥ ア メ リカの産 業別 コン ピュー タ設 置金 額

76年末,金 額単位100万 ドル

産 業 SIC分 類
汎用 コンピュータ

設置金額

農 ・鉱 ・建設 01-17 732

製 造 19-3X 9,303

運 輸 40-47 1,247

公 益 48-49 1,919

卸 売 50-51 1,703

小 売 52-59 1,208

銀 行 ・金 融 6X 4,186

保 険 63 2,497

サ ー ビ ス 7X&8X 6,463

医 療 80 663

教 育 82 2,284

連 邦 政 府 91 2,674

州および地方政府
」

92-93 2,408

(IDC調 べ)
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⑧ 主要都市圏におけるコンピュータ設置状況(1976年 末)

(注)人 口は73年

都 市 圏
汎用コンピ
ュータ設置

金額(100万例

コンピュータ・

サー ビス支 出

金 額(100万防)

人 ロ

(1,000人)

ニ ュ ー ヨ ー ク

(ニ ュ ー ヨ ー ク～ ニ ュ ー ジ ャー ジ ー州)

2,746.6 169.7 123,369

"

シ カ コ

(イ リ ノ イ州)
2,121.7 132.5 7,002

ロ ス ア ン ジ ェ ル ス

(ロ ング ビーチ州)
1,652.5 200.9 6,924

ワ シ ン ト ン

(DC－ メ リー ラ ン ド～ バ ー ジ ニ ア州)
1,296.4 127.2 3,020

一 一"

フ イ フ ア ル フ イ ア

(ペ ン シ ル バ ニ ア～ ニ ュー ジ ャー ジー 州)
1,040.7 78.8 4,806

サ ン フ ラ ン シ ス コ,オ ー ク ラ ン ド

(カ リフォルニ ア州)
924.2 79.9 3,143

ボ ス ト ン,ロ ー エ ル
ー 一.

(マ サ チ ュ ー セ ッツ 州)
906.4 91.9 2,130

七 ユ ー ス トン

(テキサス州)
837.6 56.0 2,168

デ トロ イ ト

(ミシガ ン州)
828.0 61.6 4,446

ダ ラ ス,フ ォ ー トク ー ス
,

(テキサス州)
773.6 82.5 2,464

セ ン トル イ ス

(ミ ズ ー リ～ イ リノ イ州)
625.8 41.1 2,391

ア トラ ン タ

(ジ ョー ジア州)
606.1 57.8 1,748

ミネ ア ポ リ ス

(セン トポ ール州)
489..6 99.4 2,000

ニ ュ ー ア ー ク

(ニ ュー ジ ャ ー ジ ー 州)
572.6 44.9 2,053

ク リー ブ ラ ン ド

(オハ イオ州)
503.9 56.1 2,006

ピ ッツ バ ー グ

(ペンシルバ ニア州)
482.6 38.8 2,365

バ ル テ ィモ ァ

(メ リーラン ド州)
465.3 20.2 2,128

カ ン ザ ス シ テ ィ ー

(ミズー リ～カ ンザ ス州)
461.6 22.7 1,299

ハ ー ト フ ォ ー ド

(ニ ュ ー ブ リテ ン州)
460.4 43.3 1,207

デ ンバ ー,ボ ー ル ダ ー

(コロラ ド州)
446.1 36.7 1,377

(IDC調 べ)
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論議蒜
㈱

ミ

一
97
メ
0

◎

メ ー カ ー 設置台数

Digital

Equipment

Corp.・

54,905

Data

General
Corp.

28,333

Hewlett
-Packard 16,870

General
Automation,

Inc.

13,895

Computer

Automation,
Inc.

13,663

MiCrodata
Corp.

8,845

Texas
InStrumentS

6,820,

Varian
5,885

Interdata
5,516

Honeywell
5,147

Lockheed
Electronics

Co.,Inc.

4,370

Cincinnati

M.ilacron
2,080

Modular
Computer

Systems

1,885

Raytheon

Data
Sylstems

1,219

GRI
Computer

905

Control

Data
Corp.

755

Harris
720

Prime

Computer
635

Westinghouse
Electric

503

Keron已
500

そ の 他 2,864

1976年 末

総設置台数 176,315

(IDC調 べ)
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② アメ リカの生産 ・輸出入額
(100万 ドル)

生 産 輸 出

輸 入
コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 端 末 計 コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 端 末 計

1974年 2,131 3,640 5,771 553 787 1,340 115

1975年 2,002 3,342 5,344 642 861 1,503 129

1976年 770 1,122 1,892 234

(3)ア メ リカのEDPユ ーザ ー支 出

(アメ リカ商務省統計 による)

(100万 ドル)

1974年 1975年 1976年 1977年

レ ン タ ル,リ ー ス 4,180 4,690 5,010 5,530

第3者 リース 870 935 1,030 1,110

買取り 1,643 1,900 2,280 2,620

保 守 478 575 680 800

EDPシ ステム 小 計 7,171 8,100 9,000 10,060

周辺機器等(a) 788 1,010 1,400 2,065

ミニコンピュータ,そ の他プロセ ッサー 898 1,105 1,515 2,050

データ通信機器 477 670 925 1,260

通信回線コスト 1,091 1,350 1,650 1,945

消耗品(b) 991 1,130 1,200 1,260

バ ッチ ・サービス(c) 1,580 1,740 1,860 2,010

リモ ー ト ・サ ー ビ ス(c) 1,105 1,375 1,725 2,245
、

ソフトウェア ・パ ッケージ 300 410 550 720

カス タム ・ソフ トウェア(d) 555 610 675 755

ファ シリテ ィ ・マネジメン ト 350 415 495 590

人件費 8,044 8,850 9,910 10,800

合 計 23,350 26,765 30,905 35,760

注:(a)

(b}

(c}

(d)

63

(IDC調 べ)

タ ー ミナ ル お よ び ター ミナ ル ・コ ン トロー ラ を除 く

EDP関 係 の み

コ ン ピ ュ ー タ を もた な い 会 社 を含 む

契 約 プ ロ グ ラ ミン グ,プ ロ グ ラ ム 開発 を含 む

●



(4)ア メ リカ の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 産 業

⑧ ア メ リカの産 業別 コ ンピ ュー タ ・サー ビス市場

(ioO万 ドル)
一

1976年 1977年 76/77年 成 長率 1979年 予測 1982年 予測

製 造 275 300 9% 350 495

運 輸 21 24 15 30 40

電力 ・ガス 55 59 9 70 90

銀行 ・金融 85 100 18 140 230

保 険 60 68 13 95 145

医 療 35 40 14 50 75

教 育 31 34 10 38 40

小 売 35 40 20・ 55 100

卸 売 33 37 12 45 66

連邦政府 255 330 29 440 620

州 ・地方政府 113 127 12 160 222

サー ビス業 8 9 15 12 19

その他 44 49 12 60 83

1,050 1,217 16% 1,545 2,225

⑤ アメリカの主要コンピュータ ・サービス会社一覧
●

(INPUT調 べ)

(売上1,000万 ドル以上)

会 社 名 所 在 地 代 表 者

コン ピュー

タサー ビス

関連社員数

最 新 決 算

状 況
サ ー ビス内容,そ の他

APPLIEDDATA Route206Center, JohnR. 270 売上: ・コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス の う ち

RESEARCH,Inc. Princeton. Bemett 15,762,000 80%が シ ス テ ム ・ソ フ トウェ ア

NewJerseyO8540 (President) ドル ・主 な シス テム製品

(76年12月決算) －AUTOFLOW

－ROSCOE(リ モ ー ト会 話 型OS)

－LIBRARIAN(人 事 フ ァ イル)

AUTOMATIC 405Route3 FrankR. 7,500 売上: ・独 立 系 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス最

DATA Clifton, Launtenberg 245,487,000 大 の ベ ン ダ ー ・

PROCESSING,Inc. NewJerseyO7015 (Chairman) ドル ・バ ッチ ・サ ー ビス(85%)お よ び

(77年6月 決算) NIS(15%)
・処理サ ー ビスには給与計算,受 取

勘 定,支 払勘 定,在 庫管理,財 務

サ ービス等 多岐 にわたる。
・設置 コン ピュー タ(各 地域 の処理

セ ンターに設置)
－IBM360お よ び370

,55台(こ の

うち370シ リー ズは 約10台)
－DECPDP10

,12台;PD

P8,90台
－Burroughs4700 ,2台,Hone－
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

コン ピュー

タサービス

関連社 員数

最 新 決 算

状 況
サー ビス内容,そ の他

「

ywell2200,3台,UNIVAC

418,3台

BOEING P,0.Box708 R.W. 3,500 売上: ・主な製品 およ びサ ー ビス

COMPUTER Dover,NJO7801 Tharrington 132,000,000 －MAINSTREAM:リ モ ー ト ・

SERVICES,Inc. (President) ドル コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビス

(75年12月 推定) ・ ネ ッ ト ワ ー ク

－REACT:デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ

ン ト ・シス テ ム(MAINSTRE・

AMネ ッ トワー クを通 じて利 用

可 能)料 金7,500ド ル
－SSDM:シ ス テ ム ・ソ フ トウ

ェ

ア開発 および メンテナンス
一 そ の 他 各 シス テ ム ・パ ッケ ー ジ

多数
・主 な設 置 コ ン ピ ュ ー タ:IBM370

/168…3台,IBM370/165,

IBM370/158…3台 他

BRADFORD 2Broadway PeterDe1 2,400 売上: ・特 殊 ア プ リケ ー シ ョン/サ ー ビス

NATIONAL NewYork,NY Co1 65,804,000 (76%),FM(5%),コ ン サ ル

CORP. 10004 (President) ドル ティ ング/要 員サ ービス(19%)

(76年12月 決 算)
・保険 ,金 融関係 サー ビスの大手 べ
ン ダ ー 。

.

CONTROLDATA 810034thAvenue Wi11 amC., 12,000 売上: ・SDSMをCDCの 中 にサービス部 門

CORPORATION South Norr S (コ ン ピ ュ 1β58,259,000 とし て設 け コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ

Minneapolis, (Cha rman 一 夕 ・サ ー
ドル ス を行 っ て い る が,こ の サ ー ビス

Minnesota55420 andChief ビス部 門) (76年12月 決算) の 中 に はCyber・netお よ びSBC

Executive
'内
コ ン ビ' が主 な もので ある。

Officer) ユ ー タ ・ 'CYBERNETサ ー ビ ス:CDCの

サ ー ビス Cyber70,170,6000シ リ ー ズ を

497,111,000ド ㌧ 用 い た ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス
・SBC:IBMと の訴 訟による示談の

結果得 た。 これ を通 じタイムシェ
.

ア リン グ ・サ ー ビ ス お よ び ソ フ ト

ウ ェ ア ・サ ー ビ ス を行 って い る。

・極 め て 多 くのCDCの コ ン ビ ュ ー

タを世界各 国 に設置 してい る。

COMPUTER 650NorthSepulve・ WilliamR. 7,800 売上: ・米 国 最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ

SCIENCES daBoulevard,El Hoover (海外 も含む) 234,745,000 ス ・ベ ン ダ ー

CORPORATION Segundo,Calif (President) ドル ●NIS(INFONET)(22%) ,フ ァ シ

90245 (77年4月 決算) リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビ

ス(20%),専 用 サ ー ビス(特 に ソ

フ トウェ ァ)(58%)と 多領 域 サ ー

ビス を カバ ー す る マ ル チ ・サ ー ビ

ス ・ベ ン ダ ー

・政府 関係の プ ロ ジ ェ ク トが 多 く

(63%),INFONETサ ー ビス も行

っ て い るが,INFONETは,現 在

1,400の カ ス トマ ー を保 有
・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:10台 のUnivac

1108,1台 のIBM360/195

CINCOM 2300Montana TomeNies 305 売上: ・デ ー タ ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョン お よ

SYSTEMS,Inc. Avenue,Cincinatti, (Chief 15,500,000 び デ ー タ'・ マ ネ ー ジ メ ン ト ・ ソ フ

Ohio45211 Executive ドル トウ ェア ・パ ッケ ー ジの 売 上 が 全

Officer) (76年9月 推定) 体の90%以 上 を占めてい る。
・ソ フ トウ ェ ア製 品 と して は:

・TOTAL:デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ

一 ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

・Environ/1:オ ン ラ イ ン
,テ レ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー

.
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一.

会 社 名 所 在 地 代 表 者

コン ピュー

タサー ビス

関連社 員数

最 新 決 算
状 況

サー ビス内容,そ の他

ル ・パ ッケ ー ジ
・ ・その他 コンサル ティ ングにす るソ

ラ トウ ェ ア ・サ ー ビス
一

COMSHARE 3001SouthState RichardL. 450 売上: ・主 サ ー ビ ス はNISで その 他 ソ フ

INCORPORATED Street,AnnArbor, Crandall 18,200,000 トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト ・サ ー ビ ス

Michigan48106 (President) ドル および専門 サー ビスが ある。

(77年6月 決算) ・同社 の主 サー ビス
e

－COMPASS:専 門 会計 サ ービ

ス(現 在60社以上の会計専門会

社 が ユ ー ザ ー)

一4 .1.1.シ ス テ ム:電 話 会 社 用 の

トラ フ ィ ッ ク ・マ ネ ー ジ,装 置
3

等 の コ ン トロ ー ル ・シス テ ム
－PRO/FILES:ス キ ル ・イ ン

ベ ン ト リー を含 め た 人 事 マ ネ ー

ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

ELECTRONIC 7171ForestLane H.RossPerot 6,386 売上: ・主 サ ー ビ ス分 野 は フ ァ シ リテ ィ ・

DATASYSTEMS Dallas,Texas65230 (President 164,188,000 マ ネ ー ジ メ ン ト ・EDSは 特 にFM

CORPORATION andChairman) ドル 分野の リーデ ィング企業 である。

(77年6月 決算) ・業界向 けと しては最 近特 に医療分

野か らの売上 が増加 している。

GREYHOUND Greyh。undTower OUeSwanky 800 売上: ・ バ ッ チ,NIS,フ ァ シ リ テ ィ ・マ

COMPUTER Phoenix,Arizona (President) 56,000,000 ネ ー ジ メ ン ト,デ ー タ ・エ ン トリ

CORPORATION 85077 ドル 一など幅広 いサ ービスを行ってい

(76年12月推定) る 。
'内
コ ン ビ' ・そ の他 第3者 リー ス の サ ー ビス を

ユ 一 夕 ・ 行 っ て お りIBM360シ リー ズの 最

サ ー ビ ス 大の リース会社 であ る。

、10,000,000ド ル、 ・同社は最 近IBMコ ンパチブルの テ
一 プ とか デ ィ ス ク ・ ドラ イ ブの 製

作に乗 り出 した
.IBM360シ リー ズ の127Cの コ ン

ピ ュ 一 夕 を保 有 して い る 。

HEALTH 1633BayshoreHigh一 RobertE. 1,300 売上: ・医療分野 に対 する専 用の データ処

APPLICATION

SYSTEMS

way,Burlingame,

California94010

Abrams

(President)

36,000,000

ドル

理 サ ー ビス お よ び フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビス を 行 っへ

. (75年9月 決算) て い る 。

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ の主 な もの は:

IBM370/158,IBM370/145,

IBM360/30S,40S計4台

INFORMATICS 21031VenturaBou1一 Dr,Walter 2,200 売上: ・種々のサ ービスを幅広 く行 うマル

Inc. evard,Woodland

Hnls,California

F.Bauer

(President)

59β00,000

ドル

チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー で あ る 。

・主 な ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト

91364 (76珀2月 決算) －MARK】V(デ ー タ ・ マ ネ ー ジ

メ ン ト)
、

－INTERCOMM
,BETACOMM,

MINICOMM(3つ と も テ レ プ

ロセ ッ シ ン グ ・モ ニ ター)

－LIFE-COMMIn(生 命 保険会

社 向),ACCOUNTINGIVそ の
◎

他
・タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス の

実施
・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:IBM370/158,

2台

THEINSCO 3501StateHighway FrancisB. 1,200 売上: ・バ ッ チ ・ サ ー ビ ス;70%,ソ フ ト

SYSTEMS No.66 Wadelton 31,300,000 ウ ェ ア サ ー ビス30%

CORPORATIONNeptune,(President)ド ル ・保 険 会 社(ContinentalInsurance

66
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

コン ピュー

タサー ビス

関連社 員数

最 新 決 算
状 況

サー ビス内容,そ の他

NewJersey

O7753

(76年12月 決算) 社)か らの ス ピン オ フに よ り同業

界 向 け の 専 用 サ ー ビス に強 い 。
●コ ン ピ ュ ー タ の 時 間貸 。

・設 置 コ ン ピ ュー タ

ーIBM370/158 ,6台
－IBM360/50S

,2台
－IBM360/67

-IBM360/30S
,4台

－IBM370/115

INTE員ACTIVE

DATA

CORPORATION

486TottenPond

RoadWaltham,

Massachusetts

O2154

JackA.
Arnow

(President)

300人

以上

売 上:

12,000,000

ドル

(75年12月 決算)

'NIS(80%),ソ フ ト ウェア ・プ ロ

ダ ク ト(15%),専 用 サ ー ビス(5

%)

・主 な サ ー ビ ス製 品

－CPS:財 務 関 係 分 析 シ ス テ ム

ーANALYSTICS:財 務 サ ー ビス

(株 式 市 場 向 け)
-XPORT:投 資 分 析 専 用 ア プ リ

ケ ー シ ョ ン

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:IBM370/168
,

IBM370/135,DECPDP-11S,

2台

ITELDATA

SERVICES

3CorporatePark

Drive,White

Plains,NewYork

10604

WilliamH.
Bird

(President)

950 売 上:

41,900,000

ドル

(76年12月 決算)

・パ ッチ ・サ ー ビス(67%),NIS

(33%)
・NISの 主 な 使 い 方 は イ ン タ ラ クテ

ィ ブ ・モ ー ドで あ る 。
・ア プ リケ ー シ ョン ・サ ー ビス は主

と して 中小 規 模 ビジネス向 で あ る。

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

ーIBM370/155
,4台

－IBM360/40
,7'台

－IBM360/30

-Burroughs5500

KEYDATA

CORPORATION

.

20WilliamStreet

Wellesley,

Massachusetts

O2180

L.Edwin
Donegan,Jr.

(President)

292 売 上:

14,878,000

ドル

(76年7月 決算)

・タ イ ム シ ェ ア リン グ を ベ ー ス と し

たNIS

・ア プ リケ ー シ ョン(汎 用 ビジ ネ ス

分 野)
一財 務 レポ ー ト

_オ ー ダ ー ・エ ン ト リー

一販 売 管 理 シ ス テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

ーDECPDP-10

-UNIVAC494S

MANUFACTURING

DATASYSTEMS,

Inc.

320NorthMain

AnnArbor,

Michigan48103

KennethR.
Stephanz

(President)

230 売 上:

11,583,000

(75年8月 決算)

・コ ン ピ ュ ー タ に よ る製 造 業 向 けNC

テ ー プの 作 成(タ イ ム シ ェ ア リン

グ ・ベ ー ス)
-COMPACTn:NC用 コ ン ピ ュ

ー タ ・ラ ン ゲ ー ジ(ソ フ トウ
ェ

ア ・パ ッケ ー ジ)

-ACTIONCENTRALWITH

COMPACTn:ミ ニ コン ピ ュー

タ お よ びCOMPACTnソ フ トに

よ る タ ー ン ・キー ・シ ス テ ム
・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

ーDECPDP-11/45S,数 台,

DECPDP-10,
-XDS940S

,5台
.

MARTIN

MARIETTA

DATASYSTEMS

300EastJoppa

Road,Baltimore,
Marryland21204

BarryD.Rowe

(President)
1,200
(800inU,
S,)

コ ン ピ ュ ー タ

・サ ー ビス

売 上:

・フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト
,

NIS,ソ フ トウ ェ ア ・プ ロダ ク ト

お よ び専 用 サ ー ビ ス を行 うマ ル チ
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会 社 名

MULTIPLE

ACCESS

LIMITED

NATIONALCSS,

INCORPORATED

所 在 地

885DonMillsRoad

DonMillis,

0ntarioM3CIW2

Canada

542Westport

Avenue,Norwalk,

ConnecticutO6851

NATIONALDATA OneNationalDat

CORPORATION PlaZa,Corporate

Square,Atlanta,

Georgia30329

ON-LINE 115Evergreen

SYSTEMS, HeightsDrive

Inc.' Pittsburgh,

Pennsylvania

15229

一.

代 表 者

コ ンピュー

タサー ビス

関連社 員数

最 新 決 算
状 況

サ ービス内容,そ の他

45,000,000 ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー

ドル ・売上の約半 分が親会社 に対 す るサ

(76年12月 決算)
一 ビ ス

●ア プ リケ ー シ ョン で はMAS,モ

ジ ュ ラ ー ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ シ

ス テ ム がIBMの イ ン ハ ウス用 と

して有 名。
・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

■

－IBM370/168S,2台

－IBM370/135

－IBM370/158S,2台

－IBM360/50

－IBM377/145-CDC6500
■

JohO. 500 売上: ・米 国
,カ ナ ダ を 含 め,NIS,ソ フ

McCutcheon 35,993,000 トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト,バ ッチ,

(President) ドル 専用 サー ビスな どを行 うマルチ ・

(76年3月 決算) サ ー ビス ・ベ ン ダー で あ る。
・主 な サ ー ビ ス お よ び ア プ リケ ー シ

ヨ ン

－FIPAC:財 務 プラ ンお よ び コ

ン トロ ー ル ・シ ス テ ム

－COMPAID:ネ ッ トワ ー ク ・シ

ス テ ム

－AMECO:メ タル お よ び コン ク

リー トに関 す るデザイ ン
・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

'IBM370/168S,2台

－CDC6600
,6500,Cyber72,1700

－UNIVAC494S,3台

RobertE. 692 売上: ・年間売上 の91%がNIS,残 りは

Weissman 41,700,000 バ ッチ処理 お よび専 門サ ービス

(President) ドル ・主 な サ ー ビ ス

(77年2月 決算) －TsSサ ー ビ ス

一 ア プ リケ ー シ ョ ン ボサ ー ビ ス:

財 務 関 係,デ ー タ ・ベ ー ス ・マ

ネ ー ジ メ ン トな どの カ ス トマ ー

向 けプ ログ ラム開発 サービス
・設 置 コ ン ピ ュ ー タ'

－IBM370/168

－IBM360/67
,3台

・-IBM370/158,2台

一 そ の 他IBM360シ リー ズ

GeorgeW. 1,400 売上1 ・専 用NISの 提供

Thorpe 34,986,000 ・多 くの 専 用 ア プ リケ ー シ ョ ン

(Chairman ドル 一 ク レ ジ ッ ト ・ カ ー ド ・オ ー ソ ラ

oftheBoard) (77年5月 決算) イゼ イシ ョ ン
一銀行預金 お よびバ ランス ・レポ 、

一 ト ・シ ス テ ム

一 ホテルおよ びモテルの予約 シス

テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

－UNIVAC494S,3台 θ

－UNIVAC9400S
,2台

－BurroUghsB-6700

JackRoseman 290 売上= ・主 と してNIS(90%),そ の他,フ

(President) 16,001,020 ア シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トお よ

ドル び ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビス な ど

(77年4月 決算) ・主 製品

一 〇LIVER:デ ー タ ・ベ ー ス ・マ

ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

コンピュー

タサー ビス

関連社員数

最 新 決 算

状 況
サ ービス内容,そ の他

一 〇SCAR'プ ロ ジ ェ ク ト ・ス ケ

ジ ュ ー リ グお よ び コ ン トロ ー

ル ・ ス テ ム

ーFMS:財 務 モ デ ル ・システ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:

-DECPDP10S,12台,

-DECPDP11/45S
,22台

OPTIMUM

SYSTEMS

Inc.

一

2801Northwestern

Parkway,Santa

Clara,CA95051

StanleyL.

Neeley

(President)

1,050 売 上:

26,500,000

ドル

(75年7月 決 算)

・主 に 連 邦 政 府,地 方 自治 体,医 療

分 野,金 融,保 険 分 野 に対 す るN

ISお よ び バ ッ チ ・サ ー ビス を行

う。

・主 サ ー ビス 製 品

－GEMUNISl汎 用 地 方 自治 体 情

報 シ ス テ ム(給 料 計 算,一 般 元

帳)
-MICS:製 造 業 向 情 報,コ ン ト

ロ ー ル ・シ ス テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

ーIBM360/65S
,2台

－IBM370/158S ,2台,
-IBM370/168S

,2台

PLANMNG

RESEARCH

CORP.

Suite502

1052Co㎜ecticut

Ave,NW,

WashingtonD.C

20036

Harrison
A.Price

(Chairman)

6,948 売 上:

185,557,000

ドル

(77年6月 決算)

・Planning ,Engineering,and

Architectureと,Information

andManagementSciencesの2

部 門 か らな る。
・前 者 は 自動 交 通 信 号 シス テ ムな ど

さ ま ざ まな プ ロ ジェ ク ト開 発 に 従

事 。 売 上 げの48%。
・後 者 は コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス を

提 供 。 これ は子 会 社 の集 合 で あ る。

売 上 げ の52%。 顧 客 は政 府 関 係 が

大 半 。

RAPIDATA,Inc. 20NewDutchLane

Fairfield,

NJO7006

RobertJ.
O,Brien

(President)

340 売上:

15,623,939

ドル

(76年12月 決算)

・完 全 なNISベ ン ダ ー

-RAPIDLINK=ユ ー ザ ー がRAP-

IDATAの ネ ッ トワークを通 じて,

HOSTの 使 用 を行 う。
-RAPIDVOICE:タ ッチ ・トーン

電 話 に よ る イ ン プ ッ トと音 声 に

よ る応 答
・設 置 コ ン ピ ュー タ:

-IBM370/158-DEC1070,2台

－Honeywel1437
,13台

－DEC1080

SYSTEM

DEVELOPMENT

CORP.

2500ColoradoAve.

SantaMonica

Calif.90406

GeorgeE.
Mueller

(Chairman&
President)

売 上:

109,935,000

ドル

(76年6月 決算)

TYMSHARE

CORPORATION

20705ValleyGreen

Drive,CupertionO,

California95014

ThomasJ.
O'Rourke

(President&
Chairman)

1,500 売 上:

81,837,000

ドル

(76年12月 決 算)

・主 と してNIS(65%)そ の 他 バ ッ

チ ・サ ー ビ ス(20%)フ ァ シ リテ

ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト(20%),ソ フ

トウェ ア ・サ ー ビ ス(5%)な ど

の サ ー ビ ス も一 部 行 って い る。
一 同 社 のTy㎜etは 全米90ヵ 所

(ノ ー ド)を 結 ぶ ネ ッ トワ ー ク

で,そ の 他 ロ ン ドン,パ リ,日

本 な ど に も進 出
・設 置 コ ン ビ。ユ一 夕 はHOSTと し て

どの ノ ー ドか ら も接 続 可 能 でIBM

370シ リー ズ な ど合 計 約40台
」
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

コンピュー

タサ ービス

関連社 員数

最 新 決 算

状 況
サー ビス内容,そ の他

UNITED 2525Washington, G.Jack 500 売上: ・殆 ん どがNIS(97%)で
,わ ず か

COMPUTING KansasCity, Lorenz 22,000,000 3%が ソ フ トウ ェ ア ・プ ロダ ク ト
SYSTEMS,Inc, Missouri64108 (President) ドル 分野の売上

(75年12月 決 算) ・主製品:

－FORESIGHT:財 務 モ デ ル お よ

. び マ ネ ー ジ メ ン ト ・レポ ー ト用

ビ ジ ネ ス ・プ ラ ン ニ ン グ ・ラ ン

ゲ ー ジ

－FORETAX:連 邦,州 等 の各種

税金用 システ ム
・設 置 コ ン ピ ュー タ:-CDC6600

,

2合 －CDC6500rCDC3300,2

台,-CDCCyber174,175
－IBM360/65

,-Honeywell

1648

UNIVERSITY 8303Elmbrook FrankL. 838 売上: ・WylyCorp .の 完 全 子 会 社

COMPUTING Dallas,Texas Harvey (米国 内) 62,000,000 ・事務計算 お よび技術計算 向NISお

COMPANY 75247 (President) 913 ドル よ び ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト ・

(海 外) (76年12月決算) サ ー ビス
・UCCの 製 品は銀行分野 ,科 学技術 .
計算,商 用分野 の3デ ィビジョン

よ りサー ビスが行 われ る
・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:-IBM370/

155-Univac1108S5台,-IBM

'
360/65,2台 －CDC6600

●

弓
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2-2〈 イ ギ リス 〉

(1)コ ン ピュー タ設置 状 況

〔:麟竺雪 篭 除、〕

メー カー別 シ エブ

NCR
1.6%

Burroughs
4.4%

Univac
4.6%

HIS

(設置金額 ベース)

設置台数:8,543台

設置金額:47億9,400万 ドル

② イ ギ リスの生 産 ・輸 出入 実績
(100万ドル)

1974 1975 1976

(推定)

生

産

ミニ コン ピュー タ 23.5 20.5 22.55

小 ・中 ・大型 コ ンピュー タ 380.7 420.25 471.5

周 辺 機 器 18.8 18.4 22.55

計 423.0 459.15 516.6

輸

入

ミニ コンピュータ 70.0 102.5 127.1

小 ・中 ・大型 コ ンピュー タ 376.0 377.2 440.8

周 辺 機 器 174.0 164.0 180.4

計 624.0 643.7 748.3

輸

出

ミニ コ ンピュー タ 7.0 6.]5 8.2

小 ・中 ・大型 コン ピュー タ 352.5 389.5 440.8

周 辺 機 器 4.7 4.1 4.1

計 364.2 399.75 453.1

市
場
規
模

ミニ コンピュータ 90.5 116.85 141.45

小 ・中 ・大 型コ ンピュ ータ 404.2
♪

407.95 471.05

周 辺 機 器 188.1 178.3 198.85

計 682.8 703.1 811.8

(㌶ 麓 慧;選 伽 ンピユ一夕/周辺機)

■

(3)イ ギ リス のEDPユ ー ザ ー支 出

rIDC調 べ 〕し
77年の数字は推定,82年 は予測J (単位:100万 ドル)

ハー ドウエア ソフ トウェア

CPU/ ターミナ その他の 消耗品 その他 運営費 合 計
八一 ドウ 小 計 内部開発 外部開発 小 計

■

周辺装置
P

ル/通信 エア

1973年 710 43 95 848 159 424 85 509 212 392 2,120

1975 940 55 114 1,110 198 528 114 642 309 383 2,642

1977 1,157 95 121 1,373 242 654 157 811 366 471 3,269

1982 1,811 274 165 2,250 439 933 330 1,263 823 713 5,488
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(4)イ ギ リス政府 の コン ピ ュー タ産 業助 成 額推 移

(単 位:1000ポ ン ド)

.

1969/70 1970/71 1971/72 1972/73 1973/74 1974/75

lCL 4,000 3,250 2,250 11,950 9,450 10,200

ア ドバンス ト・コンピュータ技術 430 630 450 670 610 400

ソフ トウェア ・プロダクツ計画 一 一 一 30 60 150

アプ リケーション ・プログラム&ソ フトウェア計画 一 一 一 1,450 780 450

シビル ・サービス ・デパー トメン ト(CSD) 一 90 110 200 200 530

コンピュータ ・エイデッ ト・デザイン(CAD) 450 490 420 670 970 1,320

ナショナル ・コンピューティング ・センター(N㏄) 600 640 600 770 1,060 1,150

特 別 契 約 440 360 230 170 140 170

サイエンス ・リサーチ ・カウンシル(SRC) 一 700 860 910 一 一

合 計 5,920 6,160 4,920 16,820 13,270 14,370

(5)イ ギ リスの主 要 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス会 社

.

会 社 名 所 在 地 代 表 者

要

員

数

売上高

(1976年

:100万

ドル)

サ ー ビ ス 内 容

関連会社および
1それへの売上比

率

SCICON

GROUP

Sanders・nHouse,

BernersStreet,

LondonWlP

4AQ

700 15.2

・ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ

・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

・NIS

・バ ッチ

・FM

BP

ICLDATASKIL

、
ReadingBridge

House,Reading

BridgeApProach,

ReadingRG1

8PN

846 13.7

・ソ フ トウェア ・パ ッケージ

・請 負 プログラ ミング

・FM

・ICLや 英政府 が主要な得意先。

海外進 出 にも力 を入れ ている。

ICLの 子会社

BOCDATA

SOLVELTD.

9Rochester

Row,LondonSW

lP2RA
650 13.3

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

・請 負 プ ログ ラ ミン グ

・NIS

・バ ッチ

BritishOxygen

24%

CMGLTD.

(C・mp・terMa-

nagementGr・up)

Eastg§te,73Le-

manSt.,

LondonE18EY

J.C.Howlett

(Managi㎎Di-

rector)

388 12.2

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ'ケー ジ

・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

・バ ッチ

独立系

BARIC

COMPUTING

SERVICES

LTD.

68NewmanSt.,

LondonWlP

3LA

P.B.Holland

(ManagingDi-

rector)

..一 一

720

72

11.2

一・NIS

・パ ッ チ

・FM

.

,

ICL/Barclays

銀 行

18%

.一.

冒

や

－

v・

ξ
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

要

員

売上高

(1976年
:|00万

サ ー ビ ス 内 容
関連会社および

それへの売上比
数 ドル) 率

・

GRIP WyvernWay, L.F.Green

一

・NIS Grand

(GRANDMET Rockingram (Managing ・パ ッ チ Metrop。1itan

INFORMATION Road,Uxbridge, Director) 360 11.0 80%

PROCESSING Middx

LTD.)

StationHouse, ・請 負 プログラ ミング Uniliver

U.C.S.L.
HarrowRoad,

碗mbley,Midd一
360 10.3

・NIS

・バ ッ チ

55%

1esex,HA96EB

91-93Farring一 M.C.Strong ・請 負 プログ ラ ミング Martin

donRoad,London (ManagingDire一
.

・バ ッチ Marietta

HOSKYNS ECIM3LB ctor) ・FM

GROUP 500 8.0 アメ リカ進 出で成功。 アメ リカ

子会社 だけで74年 には70万 ポン

ド売上 げる。76年 以降 は欧州大

陸市場に意欲

ParkHouse, C.F.Green ・NIS NationalWest－
CENTRE-FILE

16FinsburyCir一 (ManagingDire一
381 7.3

・パ ッチ 令
mlnster

LTD
.

cus,LondonEC ctor) 5%

2M7DB

COMSHARE 32-34Great 1.G.McNaught ・NIS ComshareInc.

PeterStreet, －Davis(Manag一 185 6.6 3%

LTD. LondonSW1 ingDirect・r)

RHM JosephRank J.M.Ireland ・ソ フ トウ ェア ・パ ッ ケ ー ジ RankHovis

MANAGEMENT

SERVICES

House,TheHigh

Harlow,Essex

(Managi㎎Dire-

ctor)

400 6.6

・請 負 プ ログ ラ ミン グ

・NIS

McD・ugal

90%

LTD. ・バッチ

[

64Ne㎜anSt., P.AB.Hughes
'

・請負 プ ログラ ミング 独立系

LondonWlA (Chairman)` 通信 および リアル タイム ・アブ

LOGICA 4SE
355 6.2

リケーシ ョンを得意 とす る。B

LTD. BNか らARPAネ ッ ト技術 を

買収 した他,SWIFT,EINな ど

大 プロジェク トに参 画

14/15Great ・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ 独立系

JamesStreet, ・請 負 プログラ ミング
噛

CAP・UK
LondonWC1

590 6.0
LOGICAと 並 ぶ代表 的 ソフ ト会

N3DY 社 。 パ ッケ ー ジ,コ ン サ ル タ ン

トを重 視。CAPフ ランス/So一

getiグ ル ー プ か ら離 脱

SUN SanAlliance EricH.Fray ・ソ フ トウ ェア ・パ ッ ケ ー ジ SanAlliance

ALLIANCE House. (Superintendent ・請負 プログラ ミング グル ー プ

COMPUTER NorthStreet, Co㎜ercial ・NIS 56%

SERVICES Horsham,W. Services)
360 5.6

・バ ッチ

SusseyRH12

1BT
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要 売上高 関連会社および

会 社'名 所 在 地 代 表 者 員
(1976年

1100万
サ ー ビ ス 内 容 それへの売上比

数 ドル) 率

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケー ジ Simon

・請負 プ ログ ラ ミング Engineering

SPL BOACの リ アル ・タイ ム ・プ
312 5'.5

INTERNATIONAL ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム がス ピ ン ア

ウ トした会社。 リアル タイム専

門の ソ フ ト会社 として急成長

BRITISH GroupManage一 ・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ 政府

AIRWAYS mentService:Dept・, ・請負 プ ログラ ミング 60%

BritishAirways マ ンパ ワー提供 が中心

Board,Speedbird 海外進出に力を入れる

House,P.O.Box
.

1974年 に仏 のSogeti-CAPに 株

10Hounslow , 式 の41%を 買入 された

MiddlesexTW6

2JALondon

GeminiComputer
'Ald
wychHouse, 290 5.0 ・マ ンパ ワー提供 が中心

SystemsLtd・ Aldwych,L。ndon
・海外進 出に力 を入れる

・1974年 に仏 のSogeti-CAPに 株

W.C.2 式の41%を 買入 された

BrandonApplied 75年 65年JohnDiebold,71年 オ ラ ンダ

Systems 売上げ の投 資 家EdgarParser氏 が 参 画,

180万 Edgar氏 が62%の 権利 を握 る。 し

ポ ン ド かし同意によって支配権は英国経

(英国内) 営 者 に委 ね られ,英 企業 としての

扱いを うけている。69年 以後Bran一

donAppliedSystemsと 社 名 変

更 し,現 在 は特 にICL2900シ リ ー

ズ の コ ン バ ー ジ ョン ・サ ー ビ ス と

コンサルタ ン トを主力 とす る。

CRBLtd. QueensHouse 英 国 の代表 的中古 コンピュータ ・

(C・mputer HoUyRoad, 、 デ ィー ラー として特異 な存 在。

ResaleBrokers) Twickenham, ComputerFieldMaintenance,

Middlesex, ComputerTimeBrokersと 共 にC

TW14EH WT(ComputerWorldTrade)

社 を形成 し,第 三者 メンテナ ンス,

時 間 貸 し,中 古 デ ィー ラ ー,コ ン

サル タン トな ど幅広い活動 を展開

して いる。CRBはIBM370/145,

135,ICL2903,Univac90/70な

どの ニュー ・マ シンも申古市場 に

登場 させつ つあ る
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2-3〈 フ ラ ン ス 〉

(1)コ ン ピ ュー タ設置 状 況

@コ ンピュータ設置ベース推移

(注)77年 の金額 デー タな し

●

勉

各 年
設 置 台 数 設置金額(単 位:100万 フラン)

1

超小型 小 型 中 型 大型及び
1月1日

現 在

(5万 ～

25万

フ ラン)

(25万 ～

160万

フ ラ ン)

(160万

～700万

フ ラ ン)

超 大 型

(700万 フ

ラン以」⇒

合 計 超小型 小 型 中 型
大型及び

超 大 型
合 計

1966 66 619 835 75 1,595

1

5 430 2,670 1,050 4,155

1967 114 1,042 981 80 2,217 10 730 3,140 1,120 5,000

1968 189 1,656 1,322 100 3,267 20 1,150 4,230 1,400 6,880

1969 258 2,356 1,468 125 4,207 25 1,640 4,700 1,750 8,115

1970 503 2,879 1,658 158 5,198 50 2,000 5,300 2,210 9,560

1971 763 3,960 1,798 220 6,741 75 2,770 5,750 3,080 11,657

1972 1,180 4,655 1,855 288 7,978 120 3,260 5,950 4,040 13,370

1973 1,577 5,195 1,805 425 9,002 160 3,635 5,750 5,950 15,495

1974 2,758 5,596 1,848 546 10,748 275 3,915 5,910 7,650 17,750

1975 3,924 6,466 2,038 624 13,052 395 4,525 6,520 8,740 20,180

1976 6,042 6,676 2,222 720 15,660 605 4,670 7,110 10,080 22,465

1977 8,033 8,022 2,288 804 19,147

(COTTI調 べ)

(b)メ ー カー別 シ ェア

●

Univac3.4%

CDC3.9%

Burro

4.0%

ICL2.8%

Surroughs4.O%

そ の他1.9%

1976年末 現在,IDC調 べ

設 置金 額ベース(総 額47億6,800万 ドル)

汎用の み。 ミ=,SBDを 除 く
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(2)フ ランス の生産 ・輸 出入 実績
(100万 ドル)

1974 1975 1976(推 定)

生 産

ミニコンピュータ 95.7 127 164

小 ・中 ・大型コンピュータ 421.2 457 512

周辺機器 247.7 286 345

計 764.6 870 1,021

輸 入

ミニコンピュータ 40.8 53 66

小 ・中 ・大型コンピュータ 251.8 287
'

327

周辺機器 133.9 155 176

計 426.5 495 569

輸 出

ミニコンピュータ 38.0 50 64

小 ・中 ・大型コンピュータ 185.2 212 241

周辺機器 80.4 92 107

計 303.6 354 412

市 場

規 模

ミニコンピュータ 98.5 130 166

小 ・中 ・大型コンピュータ 478.8 532 598

周辺機器 301.2 349 414

計 887.5 1,011 1,178

(アメ リカ商務 省NTIS発 行の コン ピュータ/周 辺 機器市場調査 レポー トによ る)

(3)フ ランス のEDPユ ーザ ー支 出

〔:;灘;字 。推定,82年 。予測〕'(単 位 、、。。万,.、

ハ ー ドウエア ソフ トウェア

CPU/ ターミナ その他の 消耗品 その他 運営費 合 計
八一 ドウ 小 計 内部開発 外部開発小 計

周辺装置 ル/通 信 エア

1973年 828 56 83 967 166 607 193 800 387 442 2,762

1975 1,083 77 88 1,248 220 772 293 1,065 514 624 3,671

1977 1,349 159 93 1,601 279 910 372 1,282 651 837 4,650

1982 2,150 377 151 2,678 452 1,320 754 2,074 1,207 1,132 7,543

ノ

76

■

■



■

男

ぼ

■

(4)フ ラ ンスの コ ン ピュー タ ・サ ー ビス業 界 再編 状況

ムf

仏CEGOS-

Tymshare

米国

76年,出 資 を

20か ら45%へ

72年 秋 英

Tymshqre

仏
STERIA

(業務提携)
SPL

、

CAP/
Sogeti/
Gemini 仏

73年

仏

SIA

Inter-
national

75年

75年 英

仏 CSS
France

仏

米国

新設

National
CSS

米

Martln
Marietta

仏

76年
66%吸 収 CSC

Inter
national

75年 吸収 英

(5)フ ラ ン ス の コ ジ ピ ュー タ ・サ ー ビス 市 場

Hoskyns

万 ドル)

1080-

96卜

840r

720-

600-

480-

360-

240-

120-

0

.
!
!
ノ
!8

49!

1,031

プ ロ セ シ ン グ ・サ ー ビス 638

306

18

69

プ ロ セ シ ン グ ・サ ー ビ ス

/

525

'

/''

253

,'

プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・

サ ー ビスプ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・

サ ー ビス(注1)

デ ー タ ・プ リ パ レ ー シ ョ ン
デ ー タ ・ プ リ パ レ ー シ ョ ン 14

訪'そ の他 サー ビス(注2) その他サ ービス
」-

1976年 1977年(予 測)

(注1)コ ンサ ル テ ィ ン グ,シ ス テ

ム ・イ ン プ リ メ ンテ ー シ ョ

ンお よ び ター ン キ ー ・シス

テ ム ・サ プ ラ イ含 む

(注2)フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン

ト,ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ

クツ の販 売/ラ イセ ンス,

教 育/訓 練 な ど 含 む
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..一一(6)フ ランスの 主要 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス会社

会 社 名 所 在 地 代 表 者

要

員

売上高

(1976年
100万 サ ー ビ ス 内 容

関連会社および

それへの売上比
教 ドル)

,

率

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

CISI/SIA
35,Blvd,Brune,

75680ParisCedex

P.Levi

(Director)
1,280 65.3

・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

・NIS

CEA(政 府)所 有

46%

14 ・バ ッチ
ε

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

・請 負プ ログラ ミング CGE/SG/CCF

GSI 1,400 50.8 ・NIS

・バ ッチ さ

・FM

CAP/GEMINI/

SOGETI

47,AvenueMrie

Reynoard38100 2,016 50.0

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ Sogeti/CISI

Villeneuve ・パ ッチ
'

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ニ ジ

METRA
16/18,rueBar一 ・請 負プ ログラ ミング

INTERNATIONAL
bさs92128Mont一 1,450 48.0 ・NIS Metraグ ル ー プ

rouge
・バ ッチ

・FM

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

SLIGOS 1,200 31.0
・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

・NIS
CreditLyomais

●バ ッチ

・NIS CaisseD.&C.
G-CAM 700 28.9

.バ ッチ 73%

・請 負プ ログラ ミング

NATEL 1,200 24.9 ・NIS BNP

・バ ッチ

・NIS

CCMC 927 24.7 CCMC/S.G、
・バ ッチ

●ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

ThomsonCSF

SAMM 1,000 24.2

・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

・NIS
グループ

49%
●バ ッチ

●ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

GFI 1,000 21.9

・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

・バ ッチ
独立系

w

・FM

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ
'STERIA 600 14.9

・請 負 プログラ ミング
独立系

CERCI 298 14.2

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ Empain-Schnei一

・請 負 プログラ ミング der

COMPTA一
550 13.5 ●バ ッチ 独立系

TECHNIQUE

AMI 420 12.0 ●バ ッチ 独立系

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

・請 負 プログラ ミング
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

要

員

売上高

(|976年

100万

'サ ー ビ ス 内 容
関連会社および

それへの売上比

数 ドル) 率

TELSYS
・NIS BergeratMon－

INFORMATIQUE
200 11.8 ・バ ッチ noyeur/PGI

・FM 49%

・請 負 プ ログ ラ ミン グ

S.P.1, 220 10.0 ・NIS
PechineyUgine

Kuhl㎜nn
・バ ッチ

20,RueJeanJau一 M.J.Arnould ・請負 プログラ ミング

SESA re's92800Puteau, (DirecturG6n6一 300 9.8 ・NIS 独立系

Paris ralAdl・int) ・バ ッチ

・NIS InstituteF.P./
FRANLAB 130 9.0 CER

・バ ッチ 17%

SODETEGTAI 280 8.5 ・請負 プログラ ミング Thomson-Brandt

・請負 プログラ ミング

OGIP 269 8.5 ・NIS H.B.N.P.C.

・バ ッチ

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ
SOPRA 220 6.1 SOPRAグ ループ

・請 負 プログラ ミング

ORDINA 440 6.0 ・請負 プ ログラ ミング Ordinaグ ル ー プ

AVA 170 5.4 請負 プ ログラ ミング 独立系

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

CGI 200 5.3 ・請負 プ ログラ ミング 独立系

・バ ッチ

(QuantumScience調 べ)

'

◆
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2-4〈 西 ドイ ツ〉

(1)コ ン ピュー タ設置 状 況

・1976年 末 現 在,IDC調 べ

・汎 用 の み 。 ミニ,SBCを 除 く

メ ー カ ー 別 シ ェ ア

・Univac5 .0%

CDC2.4%

そ の 他5,3%

HIS、

6.3% ,

(設置金額ベ ース)

設 置 台 数:10,660台

設 置 金 額:65億2,700万 ドル

(2)西 ドイツの生産 ・輸出入実績

(100万 ドル)

1974 1975
1976

(推定)

生

産

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 251.3 164.8 250.0

小 ・中 ・大型コンピュータ 271.1 183.6 260.0

周 辺 機 器 687.5 559.4 680.0

計 1,209.9 907.8 1,190.0

輸

入

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 72.2 69.0 75.0

小 ・中 ・大型コンピュータ 132.4 114.9 130.0

周 辺 機 器 342.7 326.8 340.0

計 547.3 510.7 545.0

輸

出

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 135.0 93.2 135.0

小 ・中 ・大型コンピュータ 87.4 80.1 90.0

周 辺 機 器 320.6 255.5 320.0

計 543.0 428.0 545.0

市
場
規
模

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 188.5 140.6 190.0

小 ・中 ・大型コンピュータ 316.1 218.5 300.0

周 辺 機 器 709.5 630.6 700.0

計 1,214.1 989.7 1,190.0

●

(ア メ リカ商 務省NTIS発 行の コンピューター周辺機器市場調 査 レポー トによる)

(3)西 ドイツのEDPユ ーザ ー支 出

〔・IDC調 べ・77年の数字 は推定,82年 は予測 〕

(単位:100万 ドル)

ハ ー ド ウ エ ア

消耗品

ソ フ トウ ェア

その他 運営費合 計CPU/

周辺装置

ターミナ

ル/通 信

その他の
ハー ドウ

ェア

小 計 内部開発 外部開発 小 計

1973年

1975

1977

1982

1,005

1,357

1,730

2,821

97

158

231

546

130

158

173

273・

1,232

1,673

2,134

3,640

195

272

329

500

697

1,017

1,269

1,775

162

262

392

865

859

1,279

1,667

2,640

276

416

530

773

681

882

1,114

1,547

3,243

4,522

5,768

9,100

、

》
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'(4)西
ドイツ政 府 の助 成策

@第3次 情報処理振興政策の部門別助成内訳

(単 位:百 万 ドイ ツ ・マ ル ク)

1976 1977 1978 1979 1976-79

地域間情報工学研究プログラム 52.5 20.0 12.5 1.5 86.5

学術的経験 ・情報交換 1.5 1.5 1.5 1.5 6.0

大学など教育分野 地方計算 センター 38.0 42.0 42.0 46.0 168.0

職 業教育 ・訓練 セ ンター 1.7 1.0 1.0 一 3.7

小 計 93.7 64.5 57.0 49.0 264.2

情報処理システム 38.5 40.0 42.0 44.5 165.0

健康管理システム 31.3 34.0 36.0 40.0 141.3

教育システム 6.5 3.0 3.0 3.0 15.5

CAD(コ ンピュー タによ るデザ イン) 15.0 16.0 17.0 18.0 66.0

ア プリケ ーション PDV(デ ータ処理装 置 とのプロセ ス結合) 22.3 23.0 24.0 25.5 94.8

開発 ・促進 遠隔データ処理 6.0 7.0 8.5 10.0 31.5

利用者援助 8.0 9.0 11.5 13.5 42.0

パ ターン認 識 一
1.0 2.0 2.5 5.5

小 計 127.6 133.0 144.0 157.0 561.6

計算機の構成およびデータ処理言語 20.0 19.0 18.0 16.0 73.0

データ処理技術 20.3 19.0 19.0 18.0 76.3

遠隔周辺機器 10.0 14.0 18.0 20.0 62.0
産業界における

R&D
小型 デー タ処理 システム(プ ロセ ス計算機 を含む) 30.0 32.0 38.0 49.0 149.0

中 ・大型デー タ処理 システム(周 辺機器 を含む) 60.0 49.0 45.0 40.0 194.0

小 計 140.0 133.0 138.0 143.0 554.3

GMD 運営および設備投資 43.8 48.3 50.8 51.9
>

194.8

合 計 405.4 378.8 389.8 400.9 1574.9

(5)西 ド イ ツ の 主 要 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 会 社

会 社 名 所 在 地 代 表 者

要

員

売上高

(1976年
:|o∬万 サ ー ビ ス 内 容

関連会社および

それへの売上比
数 ドル) 率

・請負 プログ ラミン グ 税理士組合
DATEV 764 34.0 ・NIS 100%

・パ ッチ

Theodorstr90, ・パ ッ チ Mannesmann

MANNESMANN Dusseldorf 730 27.4 A.G.

D-4000 96%

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ
Messerschmitt

M.B.B. 500 20.5 ・NIS －Bolkow-Blohm

・バ ッチ G.M.B.H.85%

FIDUCIA 345 14.0
・NIS 独立系

・バ ッチ
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

要

員

売上高

(1976年
:100万 サ ー ビ ス 内 容

関係会社および

それへの売上比

数 ドル} 率

・バ ッチ Stiegler,
TAYLORIX 351 13.0

Hausser&Co.

2940Wilhelmsha一
・ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ F.A.Meyer

ADV/ORGA venKurt-Schuma 279 11.3 ・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ KG

cher-St.241 ・パ ッ チ

5270 ・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ 独立系

KIENBAUM Gu㎜ersbach31 196 8.2 ・請負 プ ログラ ミング

AhlfelderSt.47

4600Dortmund ・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ 独立系

MBP
KlepPingst.26

226 7.1

'
・請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

・NIS

・パ ッチ

MATHIESEN ・NIS Kienzle

KIENZLE 130 7.0 ・バ ッ チ

DATENSYSTEME

RHEIN-MAIN ・バ ッチ 独立系

RECHENZENT一 142 6.8

RUM

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ Vorwerk&Co.

・請 負 プログラ ミング

ZEDA 200 6.2
・NIS

・バ ッ チ

INTERPROG一
168 6.1

・請負 プロ グラ ミング 独立系

RAM ・FM

・請負 プロ グラ ミング 独立系
EXDATA 140 6.0

・バ ッチ

・NIS Babcock&

DVO 110 5.7
・バ ッチ Wilcox79%

STINNESDATA
145 5.6

・NIS 独立系

SERVICE
・バ ッ チ

・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ 信託銀行組合

・請負 プ ログ ラ ミング

BLK 97 5.3
・NIS

・バ ッチ

AVINERWEISE一 ・ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ 独立系

NER&GAL一 64 5.2 ・請 負 プログラ ミング

LER ・バ ッチ
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2-5

メ ー カ ー別 コ ン ピ ュ ー タ設 置 シ ェ ア

〈そ の 他 の ヨー ロ ッパ 各 国 〉

● イ タ リ ア

Siemens

3.5%

● ス イ ス

Siemens2.8%

NCR3.4%

CDC2.0%

そ の他2.6%

● ス ウ ェ ー デ ン ・

その 他 .5.1%

そ の他

16.7%

● オ ラ ン ダ

Siemens5.'0%

Burroughs

5.7%

[難蕪 ㌦ 、]

● ス ペ イ ン

HIS3%

NCR4%

Siemens

ICLL7%

NCR1.7%

その 他3.0%

● ベ ル ギ ー

Univac2.9%

Burroughs3.5%

HIS

7.1%

Siemens

16.6%

83
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その他
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その他
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● ノ ル ウ ェ ー

CDC4.3% そ の他

12.6%

Univac

lO.8%

HIS

13.8%

● ア イ ル ラ ン ド

Burroughs3.9%

Univac3.9%

その他

IBM58.5%

-HIS

9.2%

ICL

17.1%

●ギ リシャ

勾
%

●オ ー ス トリ ア

Siemens

10.7%

Univac

11.2%

● フ ィ ン ラ ン ド

Burroughsそ の 他

5.5%7
.5%

Univac

10.6%

HIS.
15.4%

●ポル トガル

その他

Univac

17.1%

4.1

NCR%

6.3HIS

%6.3%

Univac

l2.5%

CDC

20.8%

84
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2-6〈 そ の 他 各 国 〉

メ ーカ ー別 コ ン ピ ュー タ設置 シ ェア

●カナダ

Burroughs

4.2%

CDC4.6%

●オ ー ス トラ リア

NCR4.6%

IJnivac

●南ア フリカ

CDC5.3

ICL

11.3%

その他3.6%

'NCR3
、8%

その 他2.8%

85

●ブラジル

HIS

騰籔∋

●メキ シコ

その他

7.8%

●その他の中南米諸国

NCR2.8%

Burroughs

17%

NCR4.0%

そ の他1・.2%

IBM77.8%



●東南 アジア/オ セアニア

富士通2.3%

NCR2.7%

Univac

7.7%

Burroughs

8.4%

ICL

10.4%

そ の他

7.2%

●中近東

ICL2.7%

Burroughs3.0%

その他1.8%

〆'

HIS

6.1%

NCR

9.8%

CDC

9.8%

●カリブ諸国

Univac2.9%

DEC3.9%

その他2%

86

●ア フ リカ,

XEROX1.7%

Univac1.7%

CII

6.7%

ICL

14%

●その他自由諸国

NCR2.2%

HIS2.6%

Burroug

「

その他1.6%

ICL2.1%

富 士通

10.0%

4
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《情報処理関連団体 ・組織一覧》

《ア メ リカ》

名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

AFIPS(AmericanFederation 210Su㎜itAve,,Montvale, IFIPメ ン バ ー

ofInformationProcessingSo一 NJ.07645

cieties,Inc.) .

AmercanInstituteofAeronau一 1290SixthAve.,NewYork AFIPSメ ンバ ー

ticsandAstronautics NY10019

TheAmericanInstituteofCer一 1211AvenueoftheAmericas AFIPSメ ンバ ー

tifiedPublicAccountants NewYork,NY10036
.

AmericanMathematialSociety C/OProf.EverettPitcher,Corr.Sec.,LehighUniversi一

ty,buildingl4,Bethlehem,PA18015

ANSI(AmericanNationalStan一 C/ODonaldLPeyton,ManagingDir.,1430Broadway,

dardsInstitute) NewYork,NY10018

AmericanProductionan(1 W.atergateOfficeBuilding,Suite504,Washington,D.C.

InventoryControlSociety 20037

AmericanRecordsManagement C/OT.G.Doyle,Exec.Sec.24N、WabashAve.,Ste.813

Association Chicago,IL60604

ASIS(AmericanSocietyfor 115516thSt.,NW AFIPSメ ンバ ー

InformationScience) Washington,DC20005

AmericanStatisticalAssocia一 80615thSt.,NW AFIPSメ ンバ ー

.

tlon Washington,DC20005

AssociationforComputationa1 C/ODr.A,H.Roberts1611NKentSt. AFIPSメ ンバ ー

Linguistics Arlington,VA22209

ACM(TheAssociationforCom・ 1133AvenueoftheAmericas AFIPSメ ンバ ー

putingMachinery,Inc.) NewYork,NY10036

AssociationforDevelopment C/OJoan,Hayes,President,WashingtonStateCollege, CAIシ ス テ ム の発 展 ・

ofComputer-basedInstructio一 Co亘{puterCen.Bellingham, 普及を目的

nalSystems WA98225

AssociationforEducational 120116thSt.,NWWashington,D.C.20036 AFIPSメ ンバ ー
幽

DataSystems

AHR(AssociationforHealth C/OW.H.Kincaid,Exec.Dir.CWRUSchoolofMedicine

Records) Cleveland,OH44138
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名 称
、

所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

AssociationforSystemsMana・ C/OR.L.Irwin,Ekec.Dir.24587BagleyRd.Cleveland ,
F

gement OH44138

ADAPSO(AssociationofData 210Su㎜itAvenue コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ

ProcessingServiceOrganiza一 Montvale,NJO7645 ス業者の協会

tions,Inc.)

ATSU(TheAssociationof 75ManhattanDr.

Time-SharingUsers,Inc.) Boulder,CO80303

CaliforniaEducationalComputing C/OHarperHall,ClaremontGraduateSchool,Claremont ,
Consortium CA91711

CertificationCouncils C/0.EnochHaga,Dir.247EdytheStreet,'Livermore,CA

、

94550
.

CBEMA(ComputersandBusine一 1828L.St.NW-12thF. 旧BEMA
ssEquipmentManufacturers Washington,DC20036

Association)

ComputerDealersAssociation, P.0.Box69-KenmoreStation, 中古 デ ィラーの協会

Inc. Boston,MAO2215

CCIA(ComputerandCo㎜mi-
.

1911No.FortMyerDrive 旧CIA;周 辺機器 メー

cationsIndustryAssociation)
F

Rosslyn,VA22209 カーが中心

CLA(ComputerLawAssoci一 1666KSt.,NW

ation,Inc,) Suite800,Washington,DC20006

C.0.M.A.(ComputerOpera一 P,0.Box2363

tionsManagementAssociation) SanFrancisco,CA94126

bPMA(DataProcessingMana一 505BusseHighway AFIPSメ ン バ ー

gementAssociation) ParkRidge,IL60068

EDLICOM C/OCarolynP.Landis,Educom,P.0.Box364,Princeton,

NTO8540

GMIS(GovernmentManagement CivilCourtsBunding,Ft.Worth,TX76102

InformationSciences)

HospitalInformationSystems C/ORobertLane,MedicalCollegeofGeorgia,1520Fifteenth

SharingGroup Street,Augusta,GA30902〃

IIA(Inf・rmati・nIndust・yAss。 一 4720MontgomeryLane,Bethesda,MD20014

ciati。n)

InformationScience&Auto一 50EastHuronSt.

mationDivision,AmericaLib一 Chicago.IL60611

raryAssociation

IEEE(TheInstituteofElectr-.
'

345E.47thSt. AFIPSメ ンバ ー

NewYork,NY10017
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先, 備 考

ical&ElectronicsEngineers,

Inc.)
■

IEEEComputerSociety C/OHarryHayman,P.0.Box369,SilverSpring,MD20901 AFIPSメ ンバ ー

IIA(TheInstituteofInternal 5500DiplomatCircle AFIPSメ ンバ ー

Auditors,Inc.) Orland,Fla32810

InstrumentSocietyofAmerica 400StanwixSt.Pittsburgh,PA15222

NASIS(TheNationalAssociat一 PO.Box11910

iorlforStateInformationSys一 Lexington,KY40511

tems)

SFALT(SocietyforApplied 74015thStreet,NWSuite700,

LearningTechnology) Washington,DC20005

SCM(SocietyforComputer 5100EdinaInd.Blvd.Suite321F,EdinaMN55435

Medicine)

SocietyforComputerSimula一 P.0.Box2228 AFIPSメ ン バ ー

tion,Inc. LaJolla,CA92038

SocietyforIndustrialandApp一 33So.17St. AFIPSメ ンバ ー

liedMathematics Philadelphia,pA19103.

SocietyforInformationDisplay 654SpulvedaBlvd.LosAngeles,CA90049 AFIPSメ ンバ ー

,

、

SocietyforManagementInfor一 221N.LaSalleSt.

mationSystems Chicago,IL60601

Socie⑲ofCertifiedDataPro一 50012thSt.,SWSuite810 CDP有 資格者の協会

cessor Washington,DC20024・
・

SocietyofDataEducators 983FairmeadowRoad,Memphis,TN38117 .

SpecialLibrariesAssociation 235ParkAve.S,NewY6rk,NY10003

〈イギ リス〉

AssociationofCertifiedAc一 22BedfordSquare

countants LondonWCl

AssociationofConsulti㎎Sci一 47BelgraveSquare
.

entlsts LondonSWlX8QX
,

BCS(BritishComputerSocie-

ty)

29PortlandPlace,LondonW1 IFIPメ ン バ ー

BIM(BritishInstituteofMan一 ManagementHouse

agement) ParkerStreet

LondonWCB25PT
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名 称
.

所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

BritishNumericalControlSo一
.

146CromwellRoad
.

Clety LondonSW74EF

BritishStandardInstitution 2ParkStreet,LondonWIA2BS

BETA(BusinessEquipment 109Kingsway;LondonWC2B6PU

TradeAssociation)

'

CentralComputerAgency RiverwalkHouse,157Millbank,LondonSW1

CSA(ComputingServicesAs一 109Kingsway,London SHAとCOSBAが 合併,
,

sociati。n) WC2B6PU 75年1月 に発足

DPMA(DataProcessingMana-
1

27aYorkRoad,Maidenhead,Berks

gementAssociation)
F

EEA(ElectronicEngineering LeicesterHouse

Association)&BEAMA(Brit・ 8LeicesterStreet

ishElectricalandAlliedMa一 LondonWC2H7BM

nufacturersAssociation)
.

ERA(ElectricalResearchAs一 CleveRoad,Leatherhead,Surrey

S。ciation)

.

InsacDataSystemsLtd. 17Lincoln'sInnFields,LondonWC2A ソフ トの海外 売込 のた
・

3EG めの国策機関

IAM(InstituteofAdministra一 205HighStreet

tiveManagement) Beckenham,KentBR31BA

InstituteofCharteredAccount一 CharteredAccountantsHall,MoorgatePlace

antsinEnglandandWales LondonEC2

InstituteofCharteredAccoun一 27QueenStreet,Edinburgh2

tantsinScotland

InstituteofCostandWorks 63PortlandPlace
`

Accountants LondonW1

IDP(InstituteofDataPro一 WalterHouse,418-422Strand,

ceSS三ng) LondonWC2

InstituteofDirectors 10B・lgrav・Square・L・nd・nSW1

InstituteofPractitionersin 9/10RiverFrontEnfield,

WorkStudy,Organizationand MiddlesexEM13TE

Methods

IEE(InstitutionofElectrica1 SavoyPlace

Engineers) LondonWC2

InstitutionofElectronicand 8-9BedfordSquare

LondonWC1
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考
.

RadioEngineers

MCA(ManagementConsultants 23-24CromwellPlace,LondonSW7

Associati。n)

MertricationBoard 22Kingsway,LondonWC2B6LE

NCC(NationalComputingCen一 OxfordRoad,ManchesterMl7ED

・

tre)

NationalElectronicsCouncil AbellHouse,JohnIslipSt.、LondonSWlP4LN ,

NationalEngineeringLaboratory EastKilbride,Glasgow

NPL(NationalPhysicalLabora一 Teddington,Middlesex

tory)

NationalResearchDevelopment KingsgateHouse,VictoriaStreet,LondonSW1

Corporati。n

ScienceResearchCouncil AtlasComputerLaboratory,Chilton,Didcot,Berks

SocietyofCompanyandCom一 11PortlandRoad,BirminghamB169HW

mercialAccountants
.

TechnicalDevelopmentCapital 91WaterlooRoad,LondonSE18XP

Ltd.

VATAdvisoryService,Com一 Al・xander価use・Vi・t・ri・Avenue・S・uthend-・n-Sea

puterResearchBranch

VisibleRecordandMinicompu一 228aHighStregt

terSociety Croydon,Surrey

〈フランス〉

AFCET(AssociationFranSaise C/OPhillippeRenard,CII-HB IFIPメ ンバ ー

pourlaCybernもtiqueEconomique 94,av.Gambetta

etTechnique) 75020Par三s

ClubdelaPeri-Informatique C/OSEMS(Soci6t6Europ6ennedeMini-Informatiqueet

deSystemes)
,

「

CO]m(Co㎜isi。nduTrait一
P

㎡4
,

mentde1'Information)

".

IRIA(Institutede 。Recherche DomainedeVoluceau,Rocquencourt
●, A

d'lnformatiqueetd'Automatique)
■. A

B.P.105-78150
1eChesnay

.

SICOB(SalonInternationalde 6,Placedevalois
..

o

rInformatiquedelaCo㎜uni一 75001Paris

cationetdeFOrganisationdu

'
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

Bureau)

SSCI(LeSoci6t6sdeService

etConseilenInformatique)
.

SYNTECInformatique 2 Ruede 1'Oratoire 75001 Paris 仏最大の情報処理業者

団体

〈西 ドイツ〉

ADL-Verbandf芭rInformations一 Friesplatz148000MUnchen82 西独のDPMA
verarbeitunge.V.

ArbeitskreisBauinformation MUnchen

mitEDVimBauzentrum

AusschuβfUrwirtschaftliche Frankfurt/Main
.

Verwaltunge.V

BDU(BundDeutscherUnteme一 DUsseldorf ソフ トウエア産業協会

hmensberatere.V.

BundesstellefUrBUroorganisat・ Wilheminenstr.1-36100Darmstadt1

ionundBUrotechnik

BundesverbandDeutscherUntern一 Kurt-Schuhmacher-str.2412940Wilhelmshaven

ehmen-sberater-FachgruppeDa一

tenverarbφtung

DARA(DeutscheArbeits-geme一 ArheiligerStr.16100Darmstat IFIPメ ン バ ー

inschaftfUrRechenanlagen)

.
DeutschesComputer-Forum P.B.165,80120ttobrunn

GADAM(DeutscheGesellschaft Klarenbachstr.239a500K61n41

fUrangewandteDatenverarbei一 ・

tungundAutomationinderMe・

dizine.V.)

.

DeutschesInstitutfUrangewan一 Friesplatz14,8000MUnchen82 .

dteDatenverarbeitung

GesellschaftfUrwissenschaft一 AmFassberg3400G6ttingen-Nikolausberg ,

F

licheDatenverarbeitungmbH.
.

GMD(GesellschaftfUrMathe一 Postfach1240,SchloβBirlinghoven,D5205St.

mtikundDatenverarbeit岨g Augustin1

mbH)

VDMA-AbteilungInformatik LyonerStr.186000Frankfurt-Niederrad1

L

VDMA-FachgemeinschaftBUro一 Luegallee654000DUseldorf11
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名 称
1

所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

undInformationstechnik

VerbandderDatenverarbeiter EppendorferLandstr.14

e.V 2000Hamburg20

VDRZ(VerbandDeutscherRe一 3000Hannover,Georgswall12 計算 セ ンター協 会

chenzentrene.V.) 2000Hamburg50,Bahlenfelder

Steinda㎜,110

ZVEI-FachverbandDatenverar一 Stresemannallee19

beitung 6000.Frankfurt70

《カ ナ ダ》

CADAPSO(CanadianAssoci一 299WaverleyStreet,Ottawa,OntarioK2POW1
,

ationofDataProcessingSer一
.

viceOrganizati・ns)

CanadianBusinessEquipment 1GreensboroDr.,Rexdale,OntarioMgWIC8

ManufacturersAssociation

CanadianInformationProcessing 212KingSt-W IFIPメ ンバ ー

Society Ste.501,TrontoOntarioM5HIK5

TheCanadianInstituteofChar一 250BloorStreetEast,Tront,OntarioM4WIG5

teredAccountants

CanadianOperationalRe§earch Box2225,StationD,Ottawa,Ont.KlP5N4

Society

CanadianStandardsAssociation 178RexdaleBlvd.,

Rexdale,Ont.MgWIR3

DataBaseAssociation(Ontario) Te1.416(964)5022

Ltd, RichardBehnka

DataBaseManagementGroup P.O.Box1661

StationB,Montreal

DataProcessingInstitute RevenueCanada875HaronRd.Ottawa,Ont.

DataProcessingManagement PO.Box963Tronto,Ont.M5WIG5

Association ,

InformationInstituteofCanada P.O.Box7012AdelaideSt.Station,Tronto,Ont.M5C2K7

〈アルジェリア》

Co㎜issariatNationa1δ1'In-

formatique

4, BdMohamedV, Algiers, Algeria IFIPメ ンバ ー

F

《アルゼンチン》

SociedadArgentinadeC'alculo C/OMauricioMilchbergBullGeneralElectricCerrito264

4.pisoBuenosAires,Argentina

93



〈オ ース トラ リア〉
ρ

名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

AustralianComputerSociety 460PacificHighway St. Leonards,NSW2065 IFIPメ ンバ ー

Inc.

、

AustralianComputerUsers' 77LighgowStreet St. Leonards, NSW2065

Association

AustralianInstituteofManage一 135WalkerStreet
.

North, Sydney,NSW2060

ment
L

ト
CSIRO(Co㎜onwealthScienti一 CluniesRossStreet BlackMountain, Canberra, A,C.T.2601

ficandIndustrialResearchOr一 ・

ganization)DivisionofCompu一

tingResearch

TheInstitutionofEngineers, 157GloucesterStreet, Sydney,NSW, 2000

Australia

OfficeEquipmentIndustryAs一 90PentecostAvenue St. Ives,NSW, 2075

sociationofAustraliaLtd.

〈オ ース トリア》

ArbeitsgemeinschaftfUrDaten一 FeldmUhlgassellA-1130Vienna

verarbeitung

AustrianProductivityCentre C/OProf-Dr.H.ZemanekIBMLaboratoryViennaParkr一 IFIPメ ン バ ー

ing10A-1010ViennaI '

FachverbandderElektroindus一 Rathausplatz8A-1010Vienna
.

trle

=

LandesgremiumWienfUrden Schwarzenbergplatz14A-1040Vienna 浪

HandelmitBUromaschinenund

BUrom6beln

V。 。ei。igungOest。rrei。hisch』 。 Schwarzenbergplatz4A-1030Vienna

Industrieller

〈ベルギー》

F.A.1.R.(UnionProfession一 AvenueMolieve741180Brussels 工

neleDesFabricantsetImpor一

tateursdeMaterielE】ectroni一

que)
己

Soci6t'eBelgepourFApplica一 C/OD.RibbensDirecteurduCentred'Informatiquedela IFIPメ ン バ ー

tiondesM'ethodesScientifi一 Facult6Polytec㎞iquedeMonsQuaideRome,25

quesdeGestion B-4000-Liさge,Belgium

AssociatlonIntemationalede RueSergentVrytthofNamur

Cybernetique

・
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

AssociationInternationalepour

leCalculAnalogfque
・

98, ChauseedeCharleroi1060Brussels

《ブラジル》

Associac50BrasileiradaInd6s一 ViadutoDonaPaulina,8001595-S五 〇PauloS五 〇Paulo

triaEl6tricaeEletrδnica

CAPRE(ComissaodeCoorde-
L

.

PresidenteAntonioCarlos375-Gr.621

nacaodasAtividadesdeProce一 Pal6ciodaFazenda20.000-RiodeJaneiroRJ,

ssamentoEletrδnico)

SUCESU(SociedadeBrasilei一 RuadoResende,37-7。andar20.000-RiodeJaneiroRJ.
㊨

コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ

radeUsuariosdeComputadores
7

一協会

eEquipamentosSubsidi5rios) 1

《ブルガリア》

BulgarianAcademy of Sciences 1 ,
``

7thNovember" St. Sofia IFIPメ ンバ ー

《チ リ》

AssociationChilenadeTrata一 C/OMr.J.DuranR. IFIPメ ンバ ー

mientodelaInformacion Director,ACTI

UniversidaddeConcepcion

CentrodeComputacionCasilla1186

Concepcion,Chile

《キ ューバ》

AcademiadeCienciasdeCuba C/ORaulAlverezMarcer IFIPメ ンバ ー

SubdirectorTechnicalCyberneticsDept.

CubanAcademyofSciences

PaseoNo.454,Vedado

.
Havana,Cuba

《チェコスロバキア》

InstituteforTechnicalCyberne-

tics,theSlovakAcademyof

Sciences

D6bravskaCe⑨ta

BratislavaPatronka

C.S.S.R

《デ ンマーク〉

TheEDPCouncil Bredgade58

DK-1260CopenhagenK.

Elektronikfabrikantforeningen Bφren

DK-1217CopenhagenK.

DanishFederationforInforma一 C/OProf.Th.Herborg-Nielsen IFIPメ ンバ ー

tionProcessing Handelshφjskolen

`
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

Fugelsangsalle4

DK-8210ArhusV, Denmark
.

〈フ ィンラン ド〉

Tietolenk5sittelyliittory.

(FinnishDataProcessingAss-

ociation)

Fredrikin

SF-00100Helsinki10

IFIPメ ンバ ー

〈東 ドイツ》

AcademyofScienceofBerlin C/OProf.Dr.NJ.Lehmann IFIPメ ン バ ー

DirektordesBereiches

MathematischeKybernetikundRechelntechnik

TechnischenUniversitatDresdenMo㎜senstr.13

8027Dresden,GermanDemocraticRepublic

〈ガ ー ナ〉

IPAG(lnformationProcessing

AssociationofGhana)

IFIPメ ンバ ー

〈ハ ンガ リー〉

INFELOR Budapest

JohnvonNeuma㎜Society C/ODr.1.K五dさr IFIPメ ンバ ー
.3

SomogyiUt6
F

BudapestXI

〈ホンコン》

TheAssociationofCertified G.P.O.Box16324

Accountants

AssociationofInternational 1401-2,YueShing

Accountants Co㎜ercialBuilding
.

QueenVictoriaSt.
F

A

TheEngineeringSocietyof P.O.Box13987

HongKong

HongKongSocietyofAccoun一 Leeloo㎎Building

tants 10/F.,4,QueenVictoriaSt.

TheInstitutionofStructural G.P.O.Box14967

Engineers

〈イ ン ド〉

ComputerSocietyofIndia C/OResearch醐dDevelopmentLaboratory

Hyderabad500005

'
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名 称
}

所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

InstituteofElectrica1&Elec一 C/OF.C.Kohli, Gen.Manager

tronicEngineers. DataConsultancy Services

AirIndiaBuilding, 11thF.

NarimanPoint

Bombay400001

,

InstitutionofEle .ctronics& PlotNo,2

Teleco㎜unicationEngineers InstitutionalArea
ず

NearDayalSingh College,Lidhi Road

NewDelhi110003
-

《イスラエル》

IltamCorporationforPlann一 P.O.Box13080

「

ingandResearchLtd. MirmeyahaStreet78

Romema,Jerusalem

IPA(TheInformationProcess一 P.O.Box13016 IFIPメ ンバ ー

ingAssociationofIsrael) Hakirya,Romema

Jerusalem

〈イタリア 〉

ASSINFORM(Associazione ViaLarga23

CostruttoriMacchinAttrezza一 20122-Milano

tureperUfficioeperilTra一

ttamentodelleInformazioni

A.1.C.A.(AssociazioneItalia一 c/oProf.LuigiDadda IFIPメ ン バ ー

naperilCalcoloAutomatico) IstitutodiElettrotecnicadelPolitecnico

PiazzaLeonrdodaVinci32

20133-Milano

A.N.LE.(AssociazioneNazi一
「

ViaGaetanoDonizetti30

onaleIndustrieElettroniche) 20122-Milano

Asso6iazioneNationalCo㎜erc. CorsoVenezia47/49

iantiinMacchineeFomiture 20121-Milano

perUfficio

〈韓 国〉

KoreaElectronicProducts 10-1,2-ka,Hwehyun-dong

Exporters'Association
「

Chung-ku.Seou1100

KoreaFederationoflScience 76-561,Yuksan-dong

&TechnologicalSocieties Sungdong-ku,Seoul100

、

KoreaInstituteofEectronics 24,1-ka,Shinmoon-ro
も

Engmeers Chongro-ku,Seou1 .

KoreaMicroPhotographyAs一 231-1,Yongdoo-dong
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

sociation Dongdaemoon-ku, Seou1131

KoreanElectronicIndustries 10-1,2-ka, Hwehyun-d・ng

Association Chung-ku,
、Seou1

100
一

KoreaTele-Co㎜unications 64-8,1-ka, Taepy皿g-ro -

IndustrialCooperative Chung-ku,Seoul 100

《メキシコ》

Associ6nMexicanadeCompu一 c/oIng.S.F.Beltr6man IFIPメ ンバ ー

taci6nyTratamientodelaIn一 InstitutoLatinoAmericanodeCienciasdelaInformaciony

fomaci6n laComputacion
.

PaseodelaReforma445

PlantaBaja,MexicoD.F

Associaci6nMexicanadeFabr一 BoulevardM.AvilaCamacho

icantesdeEpuiposdeMedic一 40-713,Naucalpande

i6nyControlAutom4tico,A.C. Ju6res,EstadodeM6xico

7

Associ6nMexicanadeIngenieros. Culia6an115

yElectricistas. M6xico11,D.F.

Associ6nMexicanadeIngenie一 BalderasesquinaAyuntamiento,

rosenComunicaci6nEl6ctrica M6xico1,D.F.

yElectr6nica

SociedadMexicanadeComputac Y6catas435

i6nElectr6nica M6xico12,D.F.

《オランダ〉

'

AssociationofImportersand NieuweParklaan112

ManufacturersofOfficeMachi-

nes

TheHague

L

COSSO ソフ トウエ アお よびサ

一 ビス業 者協会

FederationoftheMetaland Nassaulaan25

ElectrotechnicalIndustry TheHague

FDAM(TheFoundationforthe 地方自治体のEDP利

Devel6pmentofAutomationwi一 用の統轄

thinMunicipalities)

NationalAssociationofAccoun一 BelgischePlein6

tants TheHague

NederlandsRekenmachineGen一 c/oProf.Dr.Ir.W.L.vanderPoe1 IFIPメ ンバ ー

ootschap TechnischeHogeschool
'

Afd.AlgemeneWetenschappen ,

Delft

'
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名 称 所 在 地 ・ 連
1

絡 先 備
F

考

JointCo㎜itteeforDataPro-

cessingSocieties

c/oS.A.φvergaard

KlellerComputerInstallation

P.O.Box70

Kjeller

IFIPメ ンバ ー

PolishAcademyofSciences

,

Marszalkowska10/16

M56,Warsaw

IFIPメ ン バ ー

CentralInstituteforManage-

mentandInformatics

Bucharest'

SingaporeComputerSociety

SingaporeSocietyofAccoun-

tants

P.O,Box2570,Singapore
.

AmberMansions

Singapore9

》ドンラーポ〈

fOymedaC

.

AhSHOP

〉アニマール〈
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n

耐
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ぬ

》ンイベス〈

Agrupaci6nSindicaldeProfes一 PaseodelPrado18-20

ionalesdeInform6tica Madrid

ANIEL(Asociaci6nNaciona1
aP

za.Sta.M-Soledad

deIndustriasElectr6nicas) TerresAcosta『

Madrid

CITEMA(CentrodeInform6一 PlazaCondeValleSuchil8

ticaT6cnicayMaterialAdmini一 Madrid15

strativa)
F

ConsejoSuperiordeInvestiga一 Serrano117 IFIPメ ンバ ー

cionesCientificas Madrid

〈スウ ェー デン》 、

Ingenjδrsvetenskapsakad6mien Box5073 AcademyofEngineer－

Iva 10242Stockholm ingSciences

Landstingsf6rbundet/Spri Sveav…igen59 CountyCouncils'As－

層 11359Stockholm sn.

LKD(Leverant6rf6reni㎎enf6r Box5512 SuppliersofOffice

KontorochDataprodukter) 11485Stockholm &DataEquipment

Riksdataf6rbundet Box22114
7

ユーザー協 会

10422Stockholm

SEBRO(Servicebyr5ernasRi一 Box1051 サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

Ksorganisation) 17121Solna 協会

SvenskaDataf6reningen Ravinv互gen32 SwedishCompu.So.

18340T江by

.

SvenskaKo㎜unf6rbundet Hornsgatan15 Municipalities'Assn.

11647Stockholm

SvenskaOperationsanalysf6ren一 Lapphundsgr亘nd17

・

1ngen 12367Farsta

Svenskasamf皿detf6rInforma一 Box22114 So.forInf.Process・

tionsbehandling 10422Stockholm12
,

1ng

IFIPメ ン バ ー

SverigesCivilingenl6rsf6rbund Box40058 GraduateEngineers'

CF 10342Stockholm Assn.

TekniskaLitteraturs511skapet Box5073 Tech.LiteratureSo.
.

1

10242Stockholm

《ス イ ス》

GesellschaftSchweizerischer Baumackerstr.42

EDV-BeraterundSoftware-Her' 8050Zuerich
噛

steller

SchweizerischeGesellschaft Raemistr.5

ElektronischerRechenzentren 8000Zuerich

SchweizerischeVereinigung P.B.221

fUrDatenverarbeitung 8022Zuerich

SchweizerischerBUrofach-Ver一 Rudishaldenstr,28

band 880Thalwi1

SwissFederationforAutomatic c/oP.A.Bobillier IFIPメ ンバ ー

Control IBMESRI
「

40,rueduRhδne

P.O.Box311
,

CH-・1211Geneva11

VerbandderLochkarten-und Rigistr.23
.

Automations-Fachleute 6014LittauLU

VerbandSchweizerischerSch一 Bahnhofstr.72

reib-undBUromaschinen-H蕊n一 8001Zuerich

dler

〈台 湾〉

「

ChinaProductiVityＬCenter 62SimingS.Rd.

Taipei

.
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名 称 所 在 地 ・ 連 絡 先 備 考

TaipeiElectricalAppliances 18-4 Kung-tingS.Rd.

C。 ㎜ercialAssociation Sec..1 ,Taipei
「

1

TaiwanElectricalAppliances 8Fl. 9ChanganE.Rd,

.

ManufacturersAssociation Sec.1 ,Taipei

TaiwanRegionalAssociationof 39H・pingE・ Rd.

ElectricalIndustry Sec.1 ,Taipei
■

《ソ 連》

'Th
eComputingCenterofthe

US.S.R.AcademyofSciences

「

Vavilova28

MoscowB-333

IFIPメ ンバ ー

《ベネズエラ》

VenezuelanAssociationof Apartado6255

ElectricalandMechanicalEng－
⑨

Caracas
.■

1nee「1ng

《ユーゴスラビア》

∀

ET刊YugoslavC。 ㎜ittbef。r c/oDr.P.A.Zdeznikar IFIPメ ン バ ー

ElectronicsandAutomation N.1.」.S.

P.O、Box199/IV

Ljubljana,Jamova39
-

《国際組織》

CCITT(Comit』6ConsultatifIn・ ・ 2,ruedeVaremb6

ternationalT616graphiqueet 1211Gen÷ve20,leSwitzerland

T616phonique)
.

.

FID(FederationIntemationale 7Hofweg

deDocumentation) TheHague,Netherlands'

IAG(AppliedInformationProce・ 40,PaulusPotterstrsaat

ssingGroupoftheInternation一 1071DBAmste曲m

alFederationforInformation Netherlands

Processing)

「

IBI-ICC(Intergover㎜ental 23VialeCiviltadel
L.

BureauforInformatics) Lavoro,00144Rome.
..r

Italy
.

ICA(lnternationalCouncilfor P.0.Box13080

AutomaticDataProcessingin Jerusalem,Israel

GovemmentAdministration)

'

ICC(lntemati・nal ..C。uncilfoゴ P.0.Box9745"

ComputerCo㎜unication) Washington,DC20016'

U.S.A.
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名 称 所 在 地 ■ 連 絡 先 備 考

IFIP(TheInternationlFeder一 c/oP.A.Bobillier

ationforInformationProcess一 IBMESRI

ing) 3rueduMarch6

1240-Geneva
「

念 Switzeriand

IFDA(InternationaleFδdera一 Trattnerhof2/11

tionderDatenverarbeitungsor一 A-1010Wien1
・

ト

ganisationen) Austria

P

ISO(InternationalOrganization 1RuedeVarenbe

forStandardization) 1211Geneva20
L

Switzerland

「
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